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瀬戸内海と私

1．懐かしい海
私にとっての瀬戸内海は，幼い頃の海への
懐かしい思いと深くつながっています．
大阪府下に生まれて大学入学まで，ずっと
阪神間に住んでいました．当時冷房がある家
なんてまずない．夏が来ると，うだるような
暑さの中，スイカやアイスキャンデーやラム
ネ，サイダーが頭に浮かぶわけです．お恥ず
かしい話ですが，暑い昼日なかに，冷たい飲
み物・食べ物のことを思わぬ日はなかった．
一方で，海に連れて行ってほしいな，浜辺で
遊びたいなとの思いも募るのでした．
昭和30年代は，大阪湾沿岸部，瀬戸内海が
主な海水浴場でした．香櫨園とか，須磨海岸
とか，水族館があった堺などが海辺の行楽地
として代表的な地名でした．
須磨といえば，明石とならび，古典文学や
和歌に登場する著名な景勝地・歌枕であり，
源氏・平家の歴史物語などに登場する全国版
の名高い名所です．が，幼い私にとっては，
俗な楽しさで一杯の海水浴場でした．今，そ
の光景を思い返せば，実態はよしず掛けの簡
素な休憩所・茶店が並ぶ，ひなびた砂浜でし
た．それでも暑い夏の一日を狭い家の中，汗
まみれでやり過す覚悟をしていた私には，瀬
戸内海の海水浴場に行くことは，めったにか
なうことがない夢でした．
京阪神の人々にとって，「海」といえば瀬戸
内海だったでしょう．その後，日本でも海外
でもいろいろな海を見ましたが，懐かしい海

といえば瀬戸内海です．中学校の修学旅行は
瀬戸内海を渡る四国への旅，高校の修学旅行
は帰路に別府から瀬戸内海を通って神戸に船
で戻る九州への旅でした．小学校の伊勢修学
旅行は，その後体験した瀬戸内海へとつなが
る海辺への旅と言えましょう．豊かな歴史・
ものがたりの舞台や自然の奇勝・景勝の見物，
あるいは友と過ごす非日常の時間．そうした
旅の楽しみを一度に味わえる，貧しかった時
代の「ぜいたく」なレクリエーション地とし
て海は輝いていました．

2．みかんの花咲く丘
海水浴の瀬戸内海と修学旅行の瀬戸内海，

その懐かしさに加えて，瀬戸内海は明るく楽
しい海だとの思いがあります．戦後に登場し
た学校唱歌『みかんの花咲く丘』は，私にとっ
て瀬戸内海を連想させる思い出深い歌となっ
ています．じつはこの曲の歌詞は瀬戸内海で
はなく，静岡県伊東市付近をモデルにしたも
のだそうですが，そこには暗く寒い海や，荒
れ狂う海のイメージはありません．
「はるかに見える 青い海 お船が遠くかす
んでる」
「黒い煙を吐きながら お船はどこにいくの
でしょう」
「波にゆられて 島の影 汽笛がぼうと鳴り
ました」
など，明るく，のどかな（ひねもすのたりの
たりかな）穏やかな海を，煙をはきながら行
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く真っ白な船体のモダンな旅客船の姿がそこ
にあります．パステルカラーの風景の中を，
楽しみのいっぱい詰まった船が，ゆったりと
外国までも行き来する．気持ちが沈んでいる
時，そんな船を見ると，夢いっぱいの「外の
世界」とつながっている晴れ晴れとした気分
になる．この歌を口ずさむとき，思い浮かべ
ていたのは瀬戸内海．私にとっての瀬戸内海
はそんな海でした．
幼い頃の，憧れと懐かしさ，それに加えて
明るさと，開放的な楽しさを強く感じさせて
くれた瀬戸内海です．暗く厳しい表情をみせ
る北の海は，また別の意味で，人々の関心を
引くでしょうが，郷土日本への懐かしさと西
洋的な快活なイメージを併せ持つ喜ばしい海
といえば，瀬戸内海の独壇場だったと思いま
す．日本のエーゲ海とか，オリーブ茂る小豆
島といった瀬戸内海イメージは，日本の他の
海域にはないハイカラなものでした．

3．歴史の海・文化の海
幼少期の私にとっての瀬戸内海に，その後，
研究者として見た瀬戸内海が加わります．瀬
戸内海は，昭和40年代，赤潮やヘドロで「有
名」になる以前から歴史と文化の宝庫として
知られる日本を代表する海域でした．
7世紀に額田王の詠んだ「熟田津に船乗り
せむと月待てば潮もかなひぬ今は漕ぎ出で
な」が万葉集に収録されています．この歌が
生まれた松山・道後温泉付近の港，あるいは
平安時代末期に平家が遷都しようとした福原
（兵庫）の町，あるいは清盛の厚い信仰に支え
られた厳島神社，江戸時代の朝鮮通信使が往
復した瀬戸内海航路の赤間が関（下関），鞆の
浦（福山）などがつぎつぎに頭に浮かびます．
瀬戸内海という場を通じて政治・経済・文化
の交流が盛んに行われていました．
私の大好きな博物館の一つに伊予大三島に
ある大山祇神社の宝物館があります．この神
社は平安時代以前から水軍の守護神として信

仰を集めた古い神社で，奉納された刀剣，甲
冑など武具類は，おびただしい数にのぼりま
す．歴史上有名な人物，源義経，頼朝，巴御
前などが奉納した武具類，見事な芸術品・工
芸品というべき品であふれています．甲冑に
ついては，日本の国宝の8割を，この小さな
島の小さな宝物館が所蔵しているという驚く
べき歴史の証人になっています．文化財の宝
庫である瀬戸内海，歴史の「ものがたり」あ
ふれる瀬戸内海を象徴するような島です．

4．汚れた海，海の魅力 － 「ものがたり」
あふれる瀬戸内海へ

研究者としての私の瀬戸内海とのかかわり
については，任意団体だった頃の「瀬戸内海
研究会議」への参加があります．瀬戸内海の
魅力を引き出す面白い研究をメンバーととも
に見つけ出したいと思ったからです．研究諸
分野が力を合わせてテーマを見つける．研究
費が獲得しやすいとか，流行の研究分野だと
かは忘れて，お金がなくても研究が楽しめる
分野を探求できればいいなあと考えました．
分野の垣根を越えた自由な討論や問題提起の
場が大事だ．そんな自らの思いを，瀬戸内海
の豊かさ，大きな魅力を語り合う場所が必要
だと考えていました．「研究会議」は権威あ
る学会でなくていい，専門性の高いテーマは
専門的学会に任せればいい．だから，ざっく
ばらんな意見を交換，本音で語りあえる場，
理系・文系の共同の自由な発言の場が是非必
要だ．というわけで，私は汚れた海として有
名になっていた瀬戸内海の魅力あふれる面に
より注目しようと試みたのです．瀬戸内海の
欠点，・問題点を捜し出し，指摘する告発型の
研究（ここが問題だ，ここを直せ！）はたく
さんある．それよりは瀬戸内海の良い点，長
所を見つける（ここがすばらしい，ここを伸
ばせ！）の奨励型の研究をもっと増やしたい．
そんな研究テーマのもととなる「ものがたり」
にあふれているのが瀬戸内海です．
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１．はじめに
瀬戸内海では，高度経済成長期に水質汚濁
が進み，一時は「瀕死の海」と呼ばれる状況
にまで悪化した．その対策として，瀬戸内海
環境保全臨時措置法，さらに瀬戸内海環境保
全特別措置法等に基づいて瀬戸内海の環境保
全対策が進められてきた．その結果，瀬戸内
海の水質は改善が進んだ．しかし，近年は漁
獲量の減少やノリの色落ちの頻発など，新た
な課題が浮き彫りとなってきた．このような
状況から，瀬戸内海再生に向けた更なる取り
組みが進められ，瀬戸内海環境保全特別措置
法の一部を改正する法律が平成27年9月25日
に成立した．ここでは，この新しい法律に至
るこれまでの様々な取り組みの状況をふま
え，今後の瀬戸内海の環境保全で取り組まな
ければならない課題について考えてみたい．

２．瀬戸内海環境保全のための水質目標とそ
の達成状況
瀬戸内海はもとより，どのような環境でも
その保全に取り組む場合，その環境をどのよ
うな状態にするか，すなわち望ましい環境の
状態，目標を定めることが不可欠である．ま
た，その目標はできる限り具体的，かつ定量
的であることが望まれる．
最初の瀬戸内海環境保全特別措置法では，
昭和40年代に瀬戸内海の水質汚濁が急速に進
行したことを受け，特定施設の設置規制，富

栄養化による被害の発生防止，自然海浜の保
全等を目的としていた．これを受けて，瀬戸
内海環境保全基本計画も水質の保全ならびに
自然景観の保全を目標としていた．
当時から現在に至るまで，明確に定義され

た水質保全の目標は，有害物質を対象とした
健康項目を除けばCODのような生活環境項
目に関する水質環境基準である．そして，そ
れを達成するため，他の海域と同様に排水の
濃度規制や上乗せ規制が行われてきた．さら
に昭和54年からはCODを指定項目とする水
質総量規制や富栄養化防止のための窒素やり
んの削減指導も行われてきた．平成5年には
全窒素，全りんが水質環境基準に追加され，
新たな水質保全目標が追加されるとともに，
窒素及びリンの排水規制や平成13年からは全
窒素と全りんを指定項目に追加した第5次総
量規制が開始された．これらの規制はほぼ予
定通りに実施され，COD，窒素，りんともに
その発生負荷量は目標通りに削減されてき
た．
では，その結果としての水質はどうなった

か？平成26年度公共用水域水質測定結果によ
れば，大阪湾ならびに大阪湾を除く瀬戸内海
の全窒素や全りんの水質環境基準達成率は，
それぞれ100，96.5％と極めて高い．環境基準
を当てはめた当時（平成7年～8年）の達成
率はそれぞれ0％，60％であったことと比較
すれば十分に努力が実ったといえよう．しか
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し，CODの達成率はそれぞれ66.7％，78.0％
と低い．しかも当てはめ当時の達成率も同程
度であったことを勘案すると水質環境基準の
達成という目的が達成されたとは言い難い．
とくにC類型の水域の達成率は100%と高いの
に対し，良好な水質を期待しているA類型の
達成率は大阪湾のみならず瀬戸内海全体でも
極めて低い．例えば，大阪湾を除く瀬戸内海
と分類される広島湾では，A類型指定の水域
が多いため，ほとんど環境基準を達成してい
ない．

３．水質保全から水環境の保全へ：瀬戸内海
環境保全基本計画
このように水質環境基準の達成にもまだ課
題を残しているものの，水質保全だけではか
つての豊かな瀬戸内海が回復されないとの認
識が高まってきた．平成12年に改正された瀬
戸内海環境保全基本計画においては，景勝の
地ならびに貴重な漁業資源の宝庫として，そ
れにふさわしい環境を確保し維持するととも
に，これまでの開発等に伴い失われた良好な
環境を回復することを計画策定の意義に追加
した．また，そのための目標として，水質環
境基準の達成と維持に加え，藻場及び干潟等
の適正な保全のみならず，その回復のための
措置が講ぜられていることが追加された．同
時に直接的な環境破壊につながる海砂利の採
取や埋め立てなどに対する配慮も求められる
ようになった．
このような水質以外の要素も含めた水環境
保全の必要性は，第3次ならびに第4次環境
基本計画においても示されている．すなわ
ち，健全な水循環を確保するために，水質の
保全のみならず，水量 ，水生生物等の保全，
さらには水辺地のような人と水とのふれあい
の場，水質浄化の機能が発揮され，豊かで多
様な水生生物等の生育・生息環境が保全され
ることを求めるようになった．一方，瀬戸内
海では大阪湾が平成17年から，広島湾が平成

19年度からの10年計画で湾再生行動計画が相
次いで策定された．これらの計画では，美し
く親しみやすい豊かな「魚庭（なにわ）の海」
（大阪湾），または恵み豊かで美しく親しみや
すい「広島湾」といった目標を掲げ，陸域か
らの汚濁負荷の削減のみならず，干潟や藻場
等の生物生息・生産の場の再生にも重点をお
いた施策を実施するようになった．
さらに，「閉鎖性海域中長期ビジョン」（平

成22年3月，今後の閉鎖性海域対策に関する
懇談会），「第7次水質総量削減の在り方につ
いて（答申）」（平成22年3月，中央環境審議
会），「今後の水環境保全の在り方について」
（平成23年3月，今後の水環境保全に関する
検討会）等の検討を通じ，閉鎖性海域の水質
改善については，各種汚濁負荷削減対策のみ
ならず，干潟・藻場の保全・再生を着実に推
進していくとともに，底層溶存酸素量及び水
生植物の生育などの要素である透明度の環境
基準化に向け検討を進めることとされた．
これを受けて，平成27年12月の中央環境審

議会水環境部会において，水生生物の保全等
の観点から底層溶存酸素量を水質環境基準と
して，また藻場等の水生植物の保全・再生や
親水利用を目的として沿岸透明度を地域環境
目標（仮称）として設定することが承認され
た．同時に「第8次水質総量削減の在り方に
ついて（報告）」が答申され，「きれいで豊か
な海」の観点から，従来からの汚濁負荷削減
対策とともに，地域における海域利用の実情
を踏まえ，栄養塩類に着目した下水処理場に
おける季節別運転管理など，湾・灘ごと，季
節ごとの状況に応じたきめ細やかな水質管理
について，その影響や実行可能性を十分検討
しつつ，順応的な取組を推進していく必要が
あるとした｡また，湾・灘ごとなどの実情に応
じた干潟・藻場の保全・再生，底質環境の改
善等総合的な取組を推進していくことが必要
であるとされた．
このように，これまでの有機汚濁の解消や
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富栄養化の防止といった水質保全中心の水環
境保全対策から，生物生息や生産の場の保全
や再生，またその基礎となる水質の管理，さ
らには同じ瀬戸内海といっても多様性のある
湾・灘ごとの水環境保全・再生といった対策
に転換してきたといえよう．

４．瀬戸内海環境保全基本計画の変更と瀬戸
内法の改正
平成27年2月に閣議決定された瀬戸内海環
境保全基本計画の変更は，まさに上記のよう
な議論と軌を一にしている．この新たな計画
では，豊かな生態系サービスを享受し，かつ，
生物が健全に生息・生育している状態に保っ
ていくため，美しい景観・憩い・多様な生物
の生息・生育の場としての「庭」，漁業生産の
場としての「畑」，物流や人流・物質の供給路
としての「道」に例えられる多面的価値・機
能が最大限に発揮された「豊かな瀬戸内海」
を目標とした．このため，個別目標は，これ
までの水質の保全と自然景観の保全から，沿
岸域環境の保全・再生・創出，水質の保全と
管理，自然景観・文化的景観の保全，さらに
は水産資源の持続的な利用の確保等に変更さ
れた．とくに，豊かな瀬戸内海を目指すため
の藻場・干潟等の保全を含んだ沿岸域環境の
保全・再生・創出を新たな目標として明確化
するとともに，地域性や季節性に合った水質
の管理の視点の追加，さらには生物多様性の
観点や環境との調和に配慮しつつ，水産動植
物の増殖の推進を図るという水産資源の持続
的利用の確保も新たな大きな目標と定められ
た．当然のことながら，藻場・干潟の保全や
再生は重要な漁場として，また水産生物の産
卵，幼稚魚の成育等の資源生産の場でもある
ため，水産資源の持続的利用の確保にも資す
る．瀬戸内法の改正はこのような基本計画の
変更と同時期に行われた．その成立は平成27
年10月となり基本計画よりやや遅れた．その
内容については環境省水・大気環境局水環境

課閉鎖性海域対策室の報告を参照されたい．
しかしながら，先行して変更された基本計画
は，改正された瀬戸内法に基づいた内容と
なっているため，今後ともにそれに沿った施
策が進むものと思われる．

５．今後への期待
このような新たな目標は，これからの瀬戸

内海の環境保全に極めて重要であることは言
うまでもない．しかしながら，これまでの水
質目標，さらには追加される底層溶存酸素量
や沿岸透明度などの目標と異なり，沿岸域環
境の保全・再生・創出，地域性や季節性に合っ
た水質の管理，さらには水産動植物の増殖の
推進といった目標はきわめて抽象的である．
例えば，藻場や干潟の再生といっても，どの
程度の面積が必要か？また，栄養塩類はどの
程度に管理すれば水産資源の持続的な利用が
可能か？また，これらの目標のすべてが全瀬
戸内海で同様に，また同時に達成される必要
があるか？湾灘ごとに多様な里海である瀬戸
内海において，人の働きかけのレベルも含め，
それぞれの具体的な目標像を決定する必要が
ある．同時に瀬戸内海としてのつながりもあ
るため，湾灘間の調整も不可欠であろう．
ではそれをどのように具体化するか？現

在，環境省の大型研究プロジェクトとして進
められている「持続可能な沿岸海域実現を目
指した沿岸海域管理手法の開発」（環境省環
境研究総合推進費戦略的研究開発領域S-13：
代表 柳哲雄（国際エメックスセンター））で
は，このような湾灘別の里海像，ならびにそ
の管理手法を具体化するための基礎調査とそ
れに基づく定量的なモデル化の試みが進行し
ている．これまでの水質管理から，豊かな瀬
戸内海の再生へと目標は大きく転換したが，
その具体像の提示，ならびに関係者の合意形
成など，瀬戸内海の再生のために関係者のこ
れまで以上の努力を期待したい．
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１．はじめに
平成27年8月に，瀬戸内海再生議員連盟に
よって検討された「瀬戸内海環境保全特別措
置法の一部を改正する法律案」が第189回国
会（常会）に提出され，同年9月25日に成立，
同年10月2日に公布・施行された．この改正
法では，瀬戸内海を「豊かな海」とする旨の
基本理念が新設され，そのために有効な施策
が盛り込まれた．
今回は，瀬戸内海をはじめとする閉鎖性海
域における環境行政の立場から，法改正に関
する内容について概説したい．

２．法改正の趣旨
瀬戸内海の環境保全については，美しさを
誇る景勝地，貴重な漁業資源の宝庫としての
特殊性にかんがみ，昭和48年に瀬戸内海環境
保全臨時措置法が制定され，昭和53年には赤
潮等による被害に対する富栄養化対策を含む
新たな施策が加えられた恒久法として瀬戸内
海環境保全特別措置法（以下「法」という．）
に改正され，総合的な対策が進められてきた．
このような取組の結果，一定の水質改善等の
成果が見られるものの，依然として生物多様
性・生物生産性の確保等に係る課題が残って
いるとともに，湾・灘ごと，季節ごとの課題
にきめ細やかに対応する必要性も指摘されて
いる．
そのような中，平成27年2月に，瀬戸内海
の多面的な価値及び機能が最大限に発揮され
た「豊かな海」を目指すという観点で，法に

基づく瀬戸内海環境保全基本計画（以下「基
本計画」という．）の変更が閣議決定されたと
ころであるが，今後の施策がより充実したも
のとなることを法律上担保するため，法改正
がなされたものである．
改正法では，「瀬戸内海の環境の保全」につ

いて，水質が良好な状態で保全されるととも
に，生物多様性・生物生産性が確保される等，
その価値及び機能が最大限に発揮された「豊
かな海」とする考え方が明確にされた．加え
て，瀬戸内海の環境保全上有効な施策を一層
推進するため，瀬戸内海の環境の保全に関す
る基本理念の新設，基本計画及び瀬戸内海の
環境の保全に関する府県計画（以下「府県計
画」という．）の規定の改正並びに具体的施策
の追加等の措置を講ずることとされた．

３．法改正の概要
3.1 基本理念の新設
以下3事項からなる基本理念が新設され

た．
⑴ 瀬戸内海の環境の保全は，その有する多
面的な価値及び機能が最大限に発揮され
た豊かな海とすることを旨として行わな
ければならない．

⑵ 瀬戸内海の環境の保全に関する施策は，
規制の措置のみならず，瀬戸内海を豊か
な海とするための措置を併せて講ずるこ
とにより，総合的かつ計画的に推進され
るものとする．

⑶ 瀬戸内海の環境の保全に関する施策は，
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瀬戸内海の湾，灘その他の海域ごとの実
情に応じて行われなければならない．

3.2 基本計画及び府県計画に関する事項
⑴ 基本計画の記載事項の拡充等
基本計画の記載事項として，従前の「水質
の保全」及び「自然景観の保全」が拡充され，
新たに以下4つの事項が明記された．
①沿岸域の環境の保全，再生及び創出
②水質の保全及び管理
③自然景観及び文化的景観の保全
④水産資源の持続的な利用の確保
また，おおむね5年ごとに基本計画の点検
を行うことが明記された．
⑵ 府県計画策定の際の意見聴取等
府県計画の策定の際には，湾・灘等を単位
として関係者により構成される協議会の意見
を聴き，広く住民の意見を求める等，必要な
措置を講ずることとされた．なお，「協議会
の意見を聴くこと」及び「広く住民の意見を
求めること」は必要な措置の例示であり，府
県計画が海域の実情に応じたものとなるよう
にどのような措置を講じるかについては，関
係府県知事の判断に委ねられている．
⑶ 国による地方公共団体に対する援助
国は，地方公共団体による基本計画及び府
県計画の達成に必要な措置が円滑かつ着実に
実施されるよう，必要な援助を行うように努
めることとされた．
3.3 自然海浜の保全に関する事項
関係府県が自然海浜保全地区を指定するこ
とができる区域として，砂浜，岩礁に加え，
「干潟」が明記された．
なお，従来より干潟を含む区域を当該地区
として指定することはできたが，「豊かな海」
に関連深い干潟がより積極的に指定されるよ
う，法律上明記されたものである．
3.4 環境保全事業の促進に関する事項
⑴ 漂流ごみ等の除去等
国及び地方公共団体は，瀬戸内海の海域等
における漂流ごみ等の除去等に努めることと

された．
⑵ 貧酸素水塊の発生機構の解明等
政府は，赤潮に加え，貧酸素水塊について

も発生機構の解明及び防除技術の開発に努め
ることとされた．
⑶ 生物多様性・生物生産性の確保に支障を
及ぼすおそれがある動植物の駆除等
国及び地方公共団体は，瀬戸内海の海域に

おける生物多様性・生物生産性の確保に支障
を及ぼすおそれがある動植物の駆除等に努め
ることとされた．
⑷ 水産動植物の繁殖地の保護及び整備等
国及び地方公共団体は，水産動植物の繁殖

地の保護及び整備，生物多様性の確保に配慮
しつつ行う水産動物の種苗の放流等に努める
こととされた．
⑸ 瀬戸内海の環境の調査
環境大臣は，瀬戸内海における水質の状況

等の環境の状況について定期的に調査を行う
こととされた．
3.5 検討事項
⑴ 栄養塩類の管理の在り方に関する検討等
政府は，瀬戸内海における栄養塩類の適切

な管理に関する調査研究に努め，改正法の施
行後5年を目途に，瀬戸内海における栄養塩
類の管理の在り方について検討し，必要に応
じて所要の措置を講ずることとされた．
⑵ 法の規定に関する検討等
政府は，改正法の施行後5年以内を目途に，

特定施設の設置の規制の在り方を含め，法の
規定について検討し，必要に応じて所要の措
置を講ずることとされた．

４．今後の取組
今回紹介した法改正の他，瀬戸内海に関係

する最近の動きとして，基本計画がおよそ14
ぶりに変更の閣議決定がなされ（平成27年2
月27日），東京湾，伊勢湾及び瀬戸内海を対象
に実施されている水質総量削減制度につい
て，第8次水質総量削減の在り方に係る中央
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環境審議会の答申がまとめられた（平成27年
12月7日）．法改正を含めこれらにおいては，
いずれも，良好な水質の保全と生物多様性・
生物生産性の確保の重要性が掲げられた．ま
た，湾・灘ごとなどの実情に応じた総合的な
取組を地域の多様な主体が連携して推進する
こと，きめ細やかな水質管理については科学
的な知見の蓄積を進めつつ順応的な取組を進
めていくことが必要であるとされた．
環境省としては，法改正等を踏まえ，「きれ
いで豊かな海」の確保に向けて各種取組を進
めていくこととしている．その上では，特に，
従来からの水質のモニタリングに加え，栄養
塩類，プランクトン，水生生物，気候変動に
よる影響など複合的な観点から水環境に関す

る調査研究を進め，その現状について科学的
な見地から評価を行うことが重要
と考えている．引き続き，関係省庁，関係地
方公共団体，研究者，漁業者，ＮＰＯ，企業
など様々な関係者と連携した取組を進めてい
きたい．

＜参考URL＞
・瀬戸内海環境保全特別措置法の改正法
http://www.env.go.jp/water/heisa/setonaik
ai_law_rev.html
・瀬戸内海環境保全基本計画の変更
http://www.env.go.jp/press/100549.html
・第8次水質総量削減の在り方（答申）
http://www.env.go.jp/press/101783.html
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１．転換期の環境保全
瀬戸内海にとって2015年は格別に重要な方
向転換の年となった．すなわち，同年2月に
国の瀬戸内海環境保全基本計画の大幅改定が
閣議決定されると，この内容をほぼ裏づける
形で9月には国会で改正「瀬戸内法」が成立
した．法律と基本計画のこれまでにない大幅
な改定がセットでなされたことになる．今回
の改定の趣旨を一言でいえば，「きれいな海」
から「豊かな海」への目指すべき方向の大転
換である．公害時代の「瀬戸内法」制定以来，
長年にわたって汚れた海をきれいにすること
に専念してきた結果，水質の「きれいな海」
はかなりの程度に実現できた．一方，自然の
浜や藻場・干潟は減少し漁獲量も減少して，
瀬戸内海の本来の豊かさは失われたままであ
る．そこで，今回の改定では，従来の規制型
の水質保全中心からより積極的な水産資源の
確保や環境の保全・再生及び創出などに大き
く軸足が移され，瀬戸内海を「多面的価値及
び機能が最大限に発揮された豊かな海とす
る」ことが改正法の基本理念に明記された．

２．新たな課題
基本計画の枠組みの大きな変化は，従来の
2本柱から4本柱への変化と表現される．す

なわち，改定前には，①「水質の保全」と②
「自然景観の保全」が2本柱であった．これ
に対し，改定後には，①「水質の保全及び管
理」，②「自然景観及び文化的景観の保全」，
③「沿岸域の環境の保全，再生及び創出」，④
「水産資源の持続的な利用の確保」が新たな
4本柱となり，新制度では，「瀬戸内法」の“守
備範囲”が大幅に拡大した．本稿では，新た
な4本柱の中でも「豊かな海」の実現に極め
て重要な③「沿岸域の環境の保全，再生及び
創出」を中心的テーマとして取上げたい．新
規課題でもあるこのテーマ③は，物質循環と
生態系の働きや生物生産と食物連鎖の仕組み
などを通じて他の①，②，④を確保する上で
も基本的に重要である．しかし，藻場や干潟
の再生，底質改善や窪地対策，環境配慮型構
造物の採用など，その実現は，どれも容易で
はない．公共事業との関係も深く，予算化や
研究技術開発の推進を含めてその実現には多
方面の総力の結集が必要である．従来の規制
的な施策に比べて，特に，「沿岸域の環境の保
全，再生及び創出」では，省庁・分野横断的
な取り組みの重要性が格段に増している．

３．最近の関連の動き
前項で，「省庁・分野横断的な取り組みの重
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要性が格段に増している」と記した．また，
国の基本計画の基盤的な施策には，「広域的
な連携の強化」が挙げられている．最近の関
連省庁の施策や様々な提案には，これらの瀬
戸内海の新たな方向性に沿うものが少なくな
いので以下に紹介する．「沿岸域の環境の保
全，再生及び創出」は，このような関連の施
策とも十分に連携，協働しながら推進される
ことが望ましい．

藻場・干潟ビジョン
全国的に藻場・干潟の減少や機能の低下が
見られる中で，水産庁は「藻場・干潟ビジョ
ン」を取りまとめ，2016年1月に公表した．こ
のビジョンは，より実効性の高い効率的な藻
場・干潟の保全・創造方策について，学識経
験者や行政担当者等からなる「藻場・干潟ビ
ジョン検討会」における議論を受けて策定さ
れたものである．骨子としては，①的確な衰
退要因の把握，②ハード・ソフトが一体となっ
た広域的対策の実施，③新たな知見の積極的
導入，等が示されている．中でも，「ハード・
ソフトが一体となった広域的対策の実施」は，
今後，「沿岸域の環境の保全，再生及び創出」
についても大いに必要である．つまり，例え
ば従来の公共事業的な藻場・干潟の造成では，
当初のハード的な「工事」が終わると，その
後の長期的なモニタリングやメンテナンスな
どのソフト的な取り組みは十分でなかった．
一方，ハード的な事業とは別立てで，地域の
様々なグループが，環境モニタリングや環境
教育，海浜の清掃や藻場・干潟のメンテナン
スなどに取り組んできた経緯がある．そこ
で，両者を補完的に連携させ，両者にメリッ
トのある形で藻場・干潟の整備を進めようと
するビジョンである．このような補完的な組
み合わせは，別の視点からは，トップ・ダウ
ン的な仕組みと地域主導のボトム・アップ的
な取り組みの新たな連携ともいえるもので，
将来的に成果が期待できる．

第８次水質総量削減
中央環境審議会による答申「第8次水質総

量削減の在り方について」（2015年12月）では，
「干潟・藻場の機能」が特記されており，「沿
岸域に広がる干潟・藻場は，水質浄化や生物
多様性の維持など多様な機能を有し，良好な
水環境を維持する上で重要な役割を果たして
いる」として次のように記されている．「水
質浄化機能の他にも，干潟には・・多くの渡
り鳥が・・飛来し，“海のゆりかご”とも呼
ばれる藻場には多くの魚介類が産卵や保育の
場を求めて集まるなど，豊かな生物多様性と
高い生物生産性を有している．また，潮干狩
りや自然観察，環境学習等が広く行われてお
り，人と海のふれあい場の提供という面から
も重要な役割を果たしている」．この答申は，
周知のように東京湾，伊勢湾，瀬戸内海を対
象にしたものであるが，他海域の環境行政関
係者などにも干潟・藻場の十分な理解が及ぶ
ことを期待したい．

「豊かな漁業生産」のための緊急提言
一般社団法人 全国水産技術者協会は2015

年11月に「沿岸域の豊かな漁業生産の維持に
関する緊急提言」を以下の5項目にとりまと
めて公表し，メディアの一部もこれを取り上
げた．この内容は，瀬戸内海の新たな国の基
本計画やその重要施策である「沿岸域の環境
の保全，再生及び創出」に極めて関係の強い
ものである．5つの提言は以下のとおり．
1 安心・安全な水産物の供給体制の確立
2 栄養塩循環管理による漁業生産の維持・

向上
3 「豊かな海」を実現するための水質基準
4 「豊かな海」を実現するための施策
5 調査研究等の強化
中でも，提言2では，「食物連鎖における生

態ピラミッドを大きくする」，「物質循環を活
用する」，「“栄養塩の供給”と“生産の場”
の整備は車の両輪」，「陸水の有効利用」が挙
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げられ，「沿岸域の環境の保全，再生及び創出」
にも大いに役立つ考え方が提唱されている．
さらに，提言4では，「科学的手法によるモニ
タリングの充実」，「省庁間の連携を強化する」
などソフト的な施策も提案されている．

４．期待される効果的な府県計画
法律や国の基本方針が変わっても，それが
現場海域に直接的な影響をもたらすことは少
ない．大幅改定された国の制度と現場をつな
ぐ上で重要なのが，2016年に策定される予定
の府県計画である．今回，関係地方自治体に
課せられた新たな課題として重要なものに，
「地域の協議による水環境目標の設定」，「湾・
灘ごとの状況に応じた管理」，「地域の参加・
協働」，「地域再生と体制づくり」や「地域に
おける里海づくりの推進」などがある．「湾・
灘ごとの管理」は単独府県では不可能な場合
もあり，その場合には広域連携や広域行政の
推進が必要となる．地域特性を生かして「沿
岸域の環境の保全，再生及び創出」を進める
ためには，「横並び型」の施策では対応できな
いので，各府県には独自の創意工夫が必要で
ある．独自に進めてきた自治体の施策を府県
計画に生かす動きもある．一例として，香川
県は県を挙げて推進してきた「かがわの里海
づくり」の経験と成果を新たな府県計画に反
映させる予定とのことである．
新たな基本計画に基づく府県計画の策定を
契機にして，瀬戸内海では近い将来，従来よ
りも一段進んだ管理方策が実現する可能性が
高い．瀬戸内海は，40年以上前の「瀬戸内法」
の施行をはじめとして，「環境管理の実験海
域」とも呼ばれてきた．今回の方針の大転換
がモデルとなって，その波及効果や望ましい
影響が，他の閉鎖性海域や沿岸域にも及ぶこ
とを期待したい．その意味では，独自性が要
求されている府県計画として，「沿岸域の環
境の保全，再生及び創出」についても先進的
で効果的な府県計画の策定を期待したい．さ

らには，各府県計画と市町村の施策の密接な
連携をも期待したいところである．

５．連携的、分野横断的取組の推進のために
大幅改定された国の基本計画の基盤的な施

策には，「広域的な連携の強化」が挙げられて
いる．府県計画などの地域計画を十分に機能
させるためには，例えば，陸域関係者と海域
関係者の連携など，産官学民を通じたより広
範な連携が必要である．「沿岸域の環境の保
全，再生及び創出」で重要な藻場・干潟の整
備にしても，国土交通省，農林水産省，環境
省，各府県など様々な母体が類似性の高い施
策を進めている．本来であれば，これらの事
業を計画立案の段階から十分に調整して一本
化し，より効果的な事業とすべきである．
このような連携的，分野横断的な取り組み

に関して，海洋基本法に基づく第2次海洋基
本計画（2013年閣議決定）では，第1部「基
本的な方針」の中の重点的に推進すべき取り
組みの一つとして「海域の総合的管理と計画
策定」を挙げ，次のように記している．「沿岸
域の総合的管理については，それぞれの特性
に応じた海域の利用が行われていること等を
留意したうえで，国，地方公共団体等が連携
して各課題に対処し，陸域と一体となった沿
岸域の管理を促進する」．さらに，同海洋基
本計画第3部の「施策を総合的かつ計画的に
推進するために必要な事項」では，「地方公共
団体は，国と地方の役割分担の下，地域の実
態や特色に応じて，・・良好な海洋環境の保全，
地域の重要な産業である水産業や地域資源を
活用した海洋関連観光などの海洋産業の振
興，陸域と海域を一体的かつ総合的に管理す
る地域の計画の策定，地域の特色を生かした
人材の育成等に努めることが重要である」と
している．これらは，瀬戸内海の新たな制度
ともほぼ軌を一にするもので，「沿岸域の環
境の保全，再生及び創出」を通した「豊かな
海」の実現にも十分に役立てたい．
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１．はじめに
平成27年9月25日，衆議院本会議において，
瀬戸内海環境保全特別措置法（瀬戸内法）の
改正案が可決，成立しました．この改正の背
景としては，瀬戸内海の漁獲量が年ごとに
減っていることがあります．瀬戸内海では海
で育った生物を漁獲する漁業が衰退し，西部
瀬戸内海では漁業自体が消滅に向かっていま
す．若い人達が生活できるだけの水揚げが得
られないというのです．
養殖業も，カキ養殖やノリ・ワカメ養殖の
ように，自然の餌・栄養分を利用する養殖（無
給餌養殖）が難しくなってきました．海域に
よっては，ノリ養殖場に化学肥料をまくこと
も行われるようになりました．
瀬戸内海で，特定の魚種の漁獲量が増えた
り減ったりすること自体は自然変動の一環で
あり，異常なことではないのですが，大部分
の生物種（魚類，貝類，海藻）の漁獲量が連
動して，しかも年ごとに減っていくのは，な
にか共通した原因があると考えざるを得ませ
ん．
植物であるノリやワカメでは，海水中の栄
養塩濃度（無機態窒素・リン）の低下が生育
不良を起こしていることがはっきりしており
ます．家庭菜園を楽しむ方は，窒素肥料が植

物体を作ることはよくご存じでしょう．具体
的には，窒素は生物体のタンパク質となって
います．日本食品標準成分表では，食品の窒
素含量の6.25倍がタンパク質含量となると記
されています．
窒素不足（貧栄養）は，タンパク質欠乏症

＝ 栄養失調症（過度の痩せ）を引き起こしま
す．タンパク質欠乏症になると，黒ノリが色
落ちし，緑黄色になり，味も薄く商品価値も
なくなってきます．
貧栄養耐性が強いと言われていたワカメ

も，近年色落ちするようになりました．鳴門
海峡付近の自生のワカメは，今でもたくさん
生えるのは生えるのですが，葉体は厚みが薄
く，紙のようになって，よい味もしなくなり
ました．

２．水質の変遷
ここで，大阪湾の海水に含まれる栄養分（窒

素・リン濃度）がどのように変化してきたか
みてみましょう（図－1；全窒素について）．
これは大阪府と兵庫県が，毎月行っている水
質調査のデータ（環境基準点21測点）を集計
したものです．窒素濃度もリン濃度も大きく
低下しています．特に窒素濃度は，20年間で
約1/2になっています．測定点の位置は，
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いずれも海岸を離れた沖合にあるので，漁業
者以外の市民は目にすることのほとんどない
海域です．多くの市民の意識しない間に，こ
れほどの栄養分低下が起きていたのです．大
阪湾中西部の大部分を占めるⅡ類型海域の全
窒素濃度は，外海の濃度レベルに近づいてき
ました．
このような栄養濃度の低下が，ノリやワカ
メなどの海藻のみならず，魚介類の生産性低
下も起こしているのではないかと危惧されて
います．
そこで，陸から海に入る窒素量と，瀬戸内
海の漁獲量の長期的な変化を比較してみまし
た（図－2）．海の全窒素（TN）濃度の体系
的な調査は1980年代から行われているのに対
し，水道水源となっている河川水の濃度は古
くから測られています．ここでは，大阪市の
水道水源となっている柴島（くにじま：JR新
大阪駅近くの淀川）のデータを使いました．
図－2(a)の折れ線は，淀川の全窒素濃度

（右軸）で，棒グラフ（左軸）は瀬戸内海に入
る全窒素量です．両者は同じ形の変動をして
います．陸から瀬戸内海に入る窒素量（窒素
負荷量）は，戦後（1949年）から増加し，1972
年から1987年にピーク期となり，1987年（昭
和62年）ころから減少しています．海域の全
窒素濃度（図－1）は，この窒素負荷量の減
少期をとらえています．最近の20年間で，窒
素負荷量も，海域の窒素濃度も約1/2になっ
ています．
図－2(b)は瀬戸内海の漁獲量の推移，図－
2(c)は漁獲物の平均栄養段階です．栄養段階
とは，食物連鎖を図にした生態ピラミッドで，
漁獲物がどの高さにあるのかを示します．植
物をレベル1（一次生産）とし，草食動物を
レベル2，草食動物を食べる動物をレベル3
とします．一般に，栄養豊富だと漁獲物の平
均栄養段階が低く，漁獲重量が大きいのに対
し，栄養が乏しいと平均栄養段階が高く，漁
獲重量が小さくなることが知られています．

漁獲量の増加と減少が，窒素負荷量の増加
と減少に，正確に一致していることに，図を
作成した私自身驚きました．漁獲量は，窒素
負荷量の増加期に増加し，ピーク期にはピー
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図－１ 大阪湾の全窒素濃度（mg/L）
大阪府および兵庫県公共用水域水質測定

図－２ (a) 瀬戸内海への全窒素発生負荷量（棒グ
ラフ，左軸）と、淀川最下流部におけるTN濃度（折
線，右軸）。(b) 瀬戸内海の漁獲量（海面漁業合計）、
着色部は漁獲量の中の貝類の漁獲量。(c) 瀬戸内海
の漁獲物の平均栄養段階。
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クになり，負荷量が減少しだすと漁獲量も減
少しています．変動のパターンは，負荷量と
漁獲量はよく似ています．
漁獲量には，年代による漁法の違い，魚介
類が育つ海域が埋め立てられた影響，水温の
上昇など，多くの要因が影響しますが，年ご
とに増えていく，あるいは年ごとに減ってい
く現象の原因となると，原因要素は多くはあ
りません．兵庫県水産技術センターの技術参
与反田實博士は，それぞれの要素と漁獲量の
対応を詳しく調べ，1990年以降の播磨灘の漁
獲量減少の原因として，「海域の栄養塩濃度
の低下」がもっとも確からしいことを明らか
にしています．
漁獲物の質（組成）を示す栄養段階が1990
年以降高いレベルにあることは，小型の多獲
性魚の割合が減って，大型の高級魚の割合が
増えていることを意味します．瀬戸内海は，
もはや富栄養な内湾形の生態系ではないので
しょう．
瀬戸内法改正の一番の動機は，漁獲量減少
と栄養塩濃度低下の関係だったのですが，こ
れについては，まだ社会的・科学的なコンセ
ンサスが得られていないことから，改正瀬戸
内法の附則に，「両者の関係を5年間で明ら
かにしなさい」という意味の宿題が付け加わ
りました．

３．環境再生の方向は「本来の生態系」
沿岸海域に流入するリン・窒素負荷量の増
加に伴う沿岸海域の富栄養化と，その後の負
荷量削減は，日本および欧米の沿岸海域に共
通しています．湖沼と沿岸海域での経験か
ら，湖沼も沿岸海域も，負荷量の増加および
減少に対して，それぞれ生態系の変化が起こ
ることが明らかになってきました．また日本
の水産環境整備事業においても，特定の魚種
を増やすことは現実的ではなく，生態系全体
の生産力を増やすことが必要であることが認
識されてきました．また，海の環境再生にお

いては，その海の本来持つ生態系を目標に再
生を計らないと成功が難しいことも経験的に
知られてきました．
河川水が流れ込む内湾海域の持つ本来の特

性は，塩分が大きく変動することと，河川水
のもたらす豊富な栄養によって生態系が維持
されていることです．河川水影響域では海水
の浸透圧が変動し，これに適応した生物種は
限られています．図－3は淡水域から，河口
域を経て海に至る生物種数の変化を模式的に
示したものです．低塩分域では，塩分変動に
適用できる「少ない種」が「大量」に育ちま
す．出水による低塩分化などの厳しい環境変
動で大部分が死んでも，河川からの豊富な栄
養を元に，速い成長速度と大きな増殖速度で
回復することによって個体群を維持していま
す．

水産用水基準Ⅲでは「アサリのような低栄
養段階に属する特定種が卓越するため生態系
としてのバランスは良いとはいえず，不安定
な内湾生態系を呈する．」とありますが，善し
悪しは別として，これは低塩分域の生態系の
特徴そのものです．内湾の栄養塩管理は，こ
のような内湾域生態系の特性に根ざして，そ
の方向を定める必要があるでしょう．
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図－３ 塩分勾配に沿った生物種数の
相対的割合の変化
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瀬戸内海の環境保全にとって平成27年は大
きな節目の年となった．2月に瀬戸内海環境
保全基本計画の大幅な見直しが，10月には瀬
戸内海環境保全特別措置法の大幅改正が行わ
れた．これらの改正では，環境保全の目標に
「豊かな瀬戸内海を目指す」という理念が掲
げられた．改正の背景には，瀬戸内海の水質
は改善されたが豊かさが失われている現状が
ある．
法改正は多くの人々の努力の集積によるも
のであるが，海の豊かさに生計を委ねる漁業
者の声が改正の大きな原動力となったのは当
然であろう．瀬戸内海関係漁連漁協連絡会議
は豊かな海の復活を求めて，平成24年に要望
をまとめたパンフレット1）を作成し，活動を
行ってきた．掲げられた要望はいずれも重要
なものであり，中でも栄養塩は，ノリ養殖へ
の影響や漁獲量減少への懸念から，漁業者の
関心が最も高い項目である．改正基本計画に
はそれら要望のほとんどが取り上げられてい
る2）．しかし，改正瀬戸内法の本則に栄養塩
類の文言は見当たらない．栄養塩類について
は，附則に「栄養塩類と漁業生産の関係はま
だ調査・研究段階にあり，5年を目途に検討
を進めよ」とする主旨の記載がある．これが
今回の法改正で残された大きな課題である．

瀬戸内海の貧栄養化問題については，近年，
新聞記事や書籍3)でも紹介され，一般にも
徐々に知られるようになってきたが，まだご
く一部に限られている．今回の法改正を契機
にさらに瀬戸内海の栄養塩問題の実態を明ら
かにし，市民の理解を得ていく必要がある．
本稿では，瀬戸内海の水産資源の変化を見

るにあたって大切にすべき視点を述べるとと
もに，栄養塩問題に対する今後の調査研究の
あり方について考えてみたい．

全国漁獲量と瀬戸内海漁獲量
図－1は1964～2012年までの全国および瀬

戸内海漁獲量である．瀬戸内海の漁獲量と栄
養塩類との関連が論じられる際に，図－1に
見られる類似性のゆえに，瀬戸内海の漁獲量
変動には栄養塩類以外の全国スケールの要因
が強く影響しているのではないかとする意見
がある．一般的に漁獲量変化の要因として
は，自然生物学的要因，漁業的要因，漁業以
外の社会的要因などがあり，それら複数の要
因が同時に作用していると考えられる．した
がって，図－1の類似性の背景に，両者に共
通したスケールの大きい要因が関与している
可能性は十分考えられる．
一方，1964年以降，日本の漁獲量に大きな
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瀬戸内海の水産資源の変動を見る
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影響を及ぼしたのはマイワシ資源である．資
源増大期の1988年には全国漁獲量の40%にあ
たる450万トンがマイワシであった．しかし，
その後は急減し，2005年には2.8万トンと最高
時の100分の1以下まで減少した．このように
マイワシ漁獲量の変動は大きく，全体の漁獲
量変動に及ぼす影響も大きい．そこで図－2
と図－3にマイワシを除いた全国および瀬戸
内海漁獲量を示した．マイワシを除くと全国
漁獲量のピークは1988年から1973年に移動す
る．一方，瀬戸内海の漁獲量変動のパターン
はマイワシを除いてもそれほど大きくは変化
しない．このように，漁獲量変動を検討する
際には，マイワシの扱いについては注意が必
要である．また，図－4には小型底びき網の
全国および瀬戸内海漁獲量を示した．両者の

漁獲量の長期変動傾向は対照的であり，異な
る変動要因の存在が示唆される．
以上の分析から，当然ではあるが，漁獲量

変動に関して全国と瀬戸内海では異なる要因
が作用している可能性があること，また，漁
獲量を評価するときは，その魚種構成にも目
を向ける必要があることがわかる．

瀬戸内海の漁獲量の特徴
図－5は1964～2013年の瀬戸内海11府県の

漁獲量である．漁獲量の減少は全府県に共通
する傾向であるが，府県によって変動経過に
違いが見られる．現在も減少が続いていると
判断されるのは和歌山県，兵庫県，岡山県，
広島県，愛媛県，山口県，大分県である．福
岡県も低位ながら漸減傾向が続いている．徳
島県も全体としては減少傾向にあるが，2006
年頃から横ばい状況にある．一方，大阪府，
香川県は1990年代中頃以降，ほぼ横ばい傾向
が続いている．漁獲量が明瞭な減少トレンド
に入った時期を見ると，和歌山県と兵庫県が
概ね1990年代以降であるのに対し，他の海域
ではほぼ1980年代である．なお，大阪府には
1980年代に大きなピークが見られるが，これ
は図に示した通りマイワシの漁獲によるもの
である．1980年代の瀬戸内海におけるマイワ
シ漁獲量の63%は大阪府によるものであり，
これが大阪府漁業の特徴の一つである．ま
た，福岡県では1970年代前半に鋭いピークが
見られるが，これは大量繁殖したトリガイ等
の漁獲によるものである．
瀬戸内海の漁獲量変動を府県別に分解する
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図－1 全国および瀬戸内海の漁獲量

図－ 2 マイワシを除いた全国漁獲量

図－3 マイワシを除いた瀬戸内海漁獲量
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図－4 小型底びき網漁獲量
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と，俯瞰的な減少傾向と共に府県ごとの相違
が見えてくる．このような相違は，各海域に
特有な変動要因が存在することを示唆してい
る．本稿ではここまでの分析とするが，さら
に海域ごとの詳細な分析や海域間の比較分析
が行われる必要がある．分析にあたっては地
域の漁業実態に精通した研究者の関与が望ま
れる．俯瞰的立場から瀬戸内海全体の漁獲量
を評価することは必要であるが，内部構造を
考慮しない粗い論議は，かえって問題の本質
を見えなくしてしまう恐れがある．海域単位
の詳細な分析を積み重ねることによって，漁
獲量の減少要因に近づくことが出来ると筆者
は考えている．この考えは，この度の改正瀬
戸内法で明記された湾灘ごとのきめ細やかな
保全・管理に通じるものである．次節では筆
者が関わってきた兵庫県漁獲量の分析結果の
概要を紹介する．

兵庫県漁獲量の減少要因の分析
兵庫県の漁獲量には1995年頃に明瞭な減少
の転換点が認められる（図－5の兵庫県）．
このことは1995年頃に漁獲量を減少させる何
らかの重要な変化があったことを示唆してい

る．漁獲量の減少要因として，乱獲，貧酸素，
埋立（干潟，浅場，藻場の減少），高水温化，
貧栄養化を取り上げ，各項目ごとに詳細な分
析を行った．その結果，乱獲については1995
年の前後で，経営体数等の漁業実態の推移に
変化が見られないこと，また貧酸素について
は悪化傾向にないことから，いずれも減少の
転換点の要因ではないと判断された．
埋立は漁業資源に持続的影響を及ぼしてい

ると考えられるが，播磨灘で埋立が集中的に
行われたのは1960年代後半から1970年代であ
り，漁獲量の減少転換点である1995年とは約
15年の隔たりがある．瀬戸内海の水産資源の
再生産サイクルは1～3年程度であることか
ら，15年の隔たりは大きい．1995年頃からの
減少と15年前の埋立とを結びつけるのは無理
があると考えられた．高水温化は水産生物に
様々な影響を与えていると考えられるが，漁
獲量との間に明瞭な関係は確認できなかっ
た．栄養塩（DIN）については，小型底びき
網やイカナゴ漁獲量との関連が確認されてい
る4)．また，瀬戸内海東部のTN濃度と兵庫県
漁獲量の間には図－6のような関連が見られ
る．それらの検討に加えて，漁獲量減少前の
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図－5 瀬戸内海の府県別漁獲量
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1991～1995年と減少後の2009～2013年につい
て環境諸要素の年代間比較を行った（表－
1）．その結果，水温，塩分，底層DO飽和度
については年代間で有意差は認められなかっ
たが，栄養塩類はいずれも高度な有意差が認
められた．これらの結果から，栄養塩類の減
少が1995年頃以降の漁獲量減少の主要因の一
つと推察された．

終わりに
栄養塩環境が海の豊かさとどのように関
わっているのか？この問いは現在の瀬戸内海
における環境施策上の最も大きな課題であ
る．では，この課題に対し具体的にどのよう
な調査研究が必要であろうか．1つは，瀬戸
内海東部と同様な既存データの分析を他の湾
灘においても行うことである．この分析は経
験則に基づくものであるが，情報の積み重ね
によって結果の蓋然性が高まることが期待で
きる．次は，経験則として何らかの因果関係

が示唆された場合，生態的な内部構造を明ら
かにする研究を進めることである．手法や進
め方に定まったものがある訳ではないので，
事象に合わせた検討が必要である．
3番目は大規模な実証実験である．海域の

栄養塩環境と漁業生産との関連は生態系構造
に依存するため，完全な立証は困難と考えら
れる．そこで，モニタリングを前提とした大
規模な実証実験を提案したい．実証実験を行
うためには，様々な分野の協力と事前了解が
必要であり実施のハードルは高い．基本計画
にある海域協議会が計画協議の場として機能
することが望まれる．

文献

１)瀬戸内海関係漁連・漁協連絡会議（2012）かつ
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表－1 各種統計値の年代間比較
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１．瀬戸内の思い出
50数年も前のことであろうか，小学校低学
年の頃，小豆島・小部の民宿に，今は亡き両
親らと共に，家族で海水浴に出かけたことが
ある．岡山県の日生港から連絡船に乗ったこ
とや，二十四の瞳の舞台になった小学校，寒
霞渓などを訪問したことを懐かしく憶えてい
る．その後，高校の修学旅行の際，通過した
関門海峡の記憶や，大学生の頃にまちづくり
などの専門を志して，ワクワクしながら読ん
だ，建築専門誌・建築文化に掲載された「瀬
戸内海・女木島のデザインサーベイ」の記事
などは，私の大事で懐かしい瀬戸内海の思い
出である．その後，高知県西土佐村（当時）
の新エネルギービジョン策定のために，しま
なみ海道，瀬戸大橋，明石海峡大橋を何度も
往復したことも良い思い出である．ガーデン
アイランドを意図されていた下蒲刈島(当時)
への訪問も，瀬戸内海を直視する貴重な機会
であった．
最近では，瀬戸内の東寄りの兵庫県，淡路
島を中心に活動するようになっているが，瀬
戸内海を「まとまりのある地域」として認識
する機会が増えている．例えば，ため池群で
は，兵庫県，大阪府，香川県のまとまりイメー
ジできるし，淡路島で発見された，鉄器など

が出土した弥生時代後期の五斗長垣内遺跡
は，「瀬戸内海全体」を朝鮮半島などとの交流
の経路としてイメージさせてくれる．

２．伝統的な瀬戸内海の風景論
2016年1月，アメリカ西海岸で，旧のフリー

ウェイR101に沿って南カリフォルニアを，サ
ンディエゴからモントレーに向けて北上する
旅をしてきた．圧倒的なスケールで迫ってく
大自然の地形・地質，植生，そこで生活するア
ザラシや猛禽類等の野生動物の豊かさなどを
満喫してきた．これと対極的な位置にあるの
が瀬戸内の風景であると思う．繊細さ，かわい
らしさ，生活感，そして，全体的な程よいまと
まりを，私たちに感じさせてくれるのである．
江戸時代中期以降に編纂された西国名所図

会，明治中期に，編纂された淡路國名所圖繪
（共に兵庫県立人と自然の博物館所蔵）には，
このような風景が図絵として生き生きと示さ
れている．西国名所図会では，集落，港町，
漁村，田畑などや，神社，鳥居，帆をかけた
舟などが，山々を背景にして描かれている．
山々の植生は豊かではなく，マツの群落が中
心のようにみえる．これらの図絵のなかに
は，防波堤，灯籠，マツの大木なども描かれ，
釣り人や塩田，潮煙であろうか建屋から立ち
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自然景観及び文化的景観の保全と創造
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兵庫県立人と自然の博物館館長

兵庫県立人と自然の博物館
館長 中 瀬 勲
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上る煙までもが描かれている．いわゆる生業
の風景もある．淡路國名所圖繪では，岩屋の
漁村風景と名所の絵島，沼島・土生の海で漁
をする多くの舟，そして，洲本の海浜景観が
背景の山々と共に描かれている．

「コラム瀬戸内探求」で，奈良県立大学地
域創造学部教授の西田正憲氏が「世界第一ノ
景瀬戸内海の再発見」として解説されている
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西国名所図会絵図「三 西宮」

西国名所図会絵図「十二 赤穂 集落」

淡路國名所圖繪 巻之一 009

淡路國名所圖繪 巻之一 021

西国名所図会絵図「十 室津」
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ので以下に引用する（http://aqclient.com/
column/post/831）．『明治初年（明治4～6
年〈1871～ 73〉）に米国と欧州11 カ国を歴訪
した岩倉使節団は，『特命全権大使米欧回覧
実記』（1878）のなかで，西洋では瀬戸内海を
「世界第一ノ景」だと評していると報告する．
瀬戸内海の風景はこの頃すでに欧米人のあい
だで評判になっていたのであり，世界的な名
声を得ていたのである．･･･（中略）･･･19世紀
になるとロマン主義の自然賛美の見方を身に
つけた欧米人が瀬戸内海を訪れる．日本学者
のシーボルト，イギリス公使のオールコック，
地理学者のリヒトホーフェン，旅行業者の
クックらが瀬戸内海を絶賛していた．瀬戸内
海の風景は近代の欧米人によって賞賛され，
その評価が19世紀を通して急速に広まって
いった．』である．
新渡戸稲造は小西和の著書「瀬戸内海論」
に序文を書き，瀬戸内海をたたえて「世界の
宝石」とうたいあげた（明治44年，1911年）
とのことである．また，（中略）ドイツ人の
シーボルトは，文政8年（1826年），江戸に向
かう途中，備讃瀬戸の塩飽諸島の景色に感動
し次のように述べるとともに，島々や田園，
集落などを多彩に記述している．「船が向き
をかえるたびに魅せられたように美しい島々
の眺めがあらわれ，島や岩島の間に見えかく
れする本州と四国の海岸の景色は驚くばかり
…」などの記述がみられる（フィリップ・フ
ランツ・フォン・シーボルト中井晶夫・斉藤
信訳「日本」第二巻 雄松堂1978年）（http:
//www.pref.kagawa.lg.jp/kocho/sanukino/
2004/summer/5_6.htmより引用）．
このようなことから，瀬戸内海の風景の基
礎は，繊細に手入れされた段々畑，棚田など
が分布する複雑な地形や穏やかな傾斜の
山々，そして波静かな海であるといえよう．
そして，そこを舞台にして，漁村や農村集落，
神社や城，田畑，塩田，海浜，マツなどの植
生といった多様な土地利用が，海に浮かぶ多

くの舟と共に展開されていて，人々の生業や
生活感を醸し出しているのである．まさに，
瀬戸内海の風景は，自然と人々の営みとが融
合して形成され，完成された壮大な回遊式庭
園と例えることができよう．

３．環境保全特別措置法改正法と環境保全基
本計画の景観保全への視点

⑴ 瀬戸内海環境保全特別措置法改正法の基
本理念

瀬戸内海環境保全特別措置法の改正（平成
27年法律第78号）では，「①瀬戸内海を，人の
活動が自然に対し適切に作用することを通じ
て，美しい景観が形成されていること等その
有する多面的価値・機能が最大限に発揮され
た豊かな海（里海）とする」との基本理念が
新設され，同法に基づく瀬戸内海環境保全基
本計画や府県計画では，従来の「水質の保全」
や「自然景観の保全」に加え，（中略）「文化
的景観の保全」･･･などに取り組むこととなっ
て い ま す．（http: //gmc-seto. jp/news_
home/150925_1/）等の瀬戸内海の環境の保
全に関する基本理念が示されている（第2条
の2）．美しい景観，豊かな海，里海，沿岸域
環境の保全・再生・創出，自然景観に加えて
文化的景観の保全，多面的機能などの概念が
導入されている．
⑵ 瀬戸内海環境保全基本計画の視点
瀬戸内海環境保全基本計画（平成27年2月

全部変更閣議決定）で，自然景観・人文景観
に関連する事項から議論を進める．
計画策定の意義では，内海多島海景観に加

えて，美しい自然と，人の生活・生業や賑わ
いが調和した景観の保全等が記述されてい
る．計画の目標については，豊かな生態系
サービス（海の恵み）を継続して享受できて，
生物が健全に生息・生育している状態に保っ
ていくために，美しい景観・憩い・多様な生
物の生息・生育の場としての「庭」，漁業生産
の場としての「畑」，物流や人流・物質の供給
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路としての「道」に例えられる多面的価値・
機能が最大限に発揮された「豊かな瀬戸内海」
を目指すとされている．
目標達成のための基本的な施策の検討・実
施に当たっては，「湾・灘ごとなどの地域の実
情や季節性に応じて行うものとし，地域にお
ける合意及び隣接地域との調整に十分配慮す
るものとする．」とされ，湾・灘ごとの自然的・
社会的特性などの地域の独自性を活用する方
向がみられる．さらに，「その際，必要に応じ，
森・里・川・海のつながりに配慮しつつ地域
における里海づくりの手法を導入し，幅広い
主体が，地域の状況に応じたあるべき姿を共
有し，適切な管理に努めるものとする．」とさ
れているように，海から陸側をも意識した流
域の発想ともいえる概念がみられる．
⑶ 自然景観及び文化的景観の保全
自然公園等の保全，緑地等の保全，史跡，
名勝，天然記念物等の保全，エコツーリズム
等の推進にくわえて，その他の措置では，後
の方に「･･･さらに，瀬戸内海各地に点在する
漁港，段々畑，まち並みなどの自然景観と一
体となって重層的にそれぞれの地域の個性を
反映している文化的な景観についても，適切
に保全されるよう配慮するものとする」と記
されている．

４．景観を考える上での課題
わが国で，生物多様性の議論がはじまって
久しい．生物多様性を確保し増進させる藻
場，干潟などの重要性に加えて，健全な生態
系から，私たちが享受することのできる漁業
生産，潮干狩りなどの生態系サービスについ
て言及されている．従来までの景観性と生物
多様性の統合が，景観面で意図されたものと
考えられる．このことは，「瀬戸内海環境保
全基本計画の視点」で示された，里海，庭，
畑，道の例えに見られるように，生物多様性
に富んだ自然的景観と，これまでに培われて
きた文化的景観の融合した豊かな海の景観の

統合が重要であることを示していると考え
る．
次に，重要な文化的景観を構成している小

規模集落，特に漁村の景観問題がある．島
しょ部に分布する集落の景観の在り方が，瀬
戸内の景観では，特に重要な位置を占める．
このことは，島しょ部のみならず多くの多自
然居住地域でみられる限界集落問題でもあ
る．少子高齢化，人口減少が急速に進む中，
島しょ部を含めた限界集落問題の解決は，景
観の保全，創造を考える上でも急務である．
これらの解決を意図した方向として地方創

生など多くの施策が進められているが，ここ
で景観のマネジメントの考え方が重要にな
る．「森･･･海のつながり」など，流域を意識
した内陸への視点が示されていることに加え
て「幅広い主体が，地域の状況に応じたある
べき姿を共有し，適切な管理に努めるものと
する」「湾・灘ごとなど」などが記載され，住
民参加型の側面が多々みられる．エコツーリ
ズム，環境学習・教育の場の提供，ため池で
のかい掘り･･･多くの発想が参加型の景観マ
ネジメントにつながる．
本文中で，瀬戸内海の風景は，自然と人工

とが融合して形成され，完成された壮大な回
遊式庭園であると述べた．回遊式庭園は一気
に見渡すことは不可能であるが，各部分を楽
しみながら回遊することを通して物語が完成
するのである．まさに，瀬戸内の景観は，自
然景観及び文化的景観が融合した物語性のあ
る回遊式庭園に例えることができるのであ
る．

― 23 ―



特 集 瀬戸内海環境保全特別措置法改正－転換期を迎える瀬戸内海の環境保全－

１．はじめに
平成27年9月「瀬戸内海環境保全特別措置
法の一部を改正する法律」の成立にあたり，
瀬戸内海再生議員連盟の先生方，瀬戸内海の
府県議会議員の先生方，瀬戸内海環境保全知
事・市長会議の皆様をはじめ，多方面に及ぶ
関係者の方にご尽力いただき，衷心より感謝
御礼申し上げます．

２．かつての瀬戸内海について
シルクロードの命名者であるドイツ人の地
理学者リヒトホーフェンは明治維新直後に瀬
戸内海を訪れ，「これ以上のものは世界のど
こにもないであろう」と評したほど，風光明
媚な風景として絶賛された地域であり，そこ
で育まれる魚介類は多種多様で，単位面積当
たりの生物生産性は地中海の20～25倍に達す
るほど美しく豊かな海でした．
しかし，戦後昭和35年頃からの高度経済成
長期に沿岸開発による埋め立てが急激に進
み，白砂青松の砂浜をはじめ，生命を育む渚
や藻場干潟などの美しい自然海岸は次々と姿
を消し，埋立地とコンクリートで固められた
垂直護岸へと変貌していきました．さらに，
生活排水や工業排水によって水質の汚濁や悪
化が進み，瀬戸内海は「瀕死の海」と呼ばれ
るほどの海となりました．その後，公害問題
等の環境汚染への意識が高まる中，昭和47年
に播磨灘で養殖ハマチ1,400万尾が斃死する
赤潮被害が発生し，私達漁業者も「海をきれ
いに！」と運動してきました．

その後，昭和48年に瀬戸内海環境保全臨時
措置法が制定され，国による水質規制が始ま
りました．その結果，平成に入った頃には私
達漁業者から見ても瀬戸内海の沖合の水質は
大幅に改善してきました．
一方，瀬戸内海の漁獲量（漁船漁業の漁獲

量）は，50年代後半には年間約48万ｔを誇るほ
ど豊かな海でしたが，平成に入った頃から年々
減少し，現在はピーク時の6割も激減し，漁業
に甚大な影響が及ぶようになってきました．
特に，昭和50年代後半に3万ｔ以上も水揚

げがあったアサリは皆無となり，カタクチイ
ワシは約8万ｔから4万ｔへ，カレイ類は約
1万ｔから5千ｔへと半減しました．
さらに，平成8年頃から栄養塩不足による

ノリの色落ちが起きだし，平成15年漁期には
75億を超える色落ち被害が発生しました．
また，近年には天然の海藻類が減少すると

ともにワカメも色落ちし，かつて浜に大量に
いたフナ虫までも見かけなくなる等，生物の
多様性が損なわれていきました．
併せて，水質は改善しているにも関わらず，

漁業被害を伴う赤潮被害は昭和55年頃から毎
年10件程発生し，平成10年には広島（安芸灘）
のカキ・アサリ養殖に約38億円，平成24年に
は愛媛（豊後水道）の魚類養殖に約12億円も
の大きな被害を与えています．

３．豊かな海を目指す運動の展開について
漁獲量が減少しはじめた当初から，私たち

は資源回復のために休漁日の設定や操業時間
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漁業者から見た瀬戸内法改正

瀬戸内海関係漁連・漁協連絡会議
幹事 兵庫県漁業協同組合連合会
代表理事会長 山 田 隆 義
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の短縮，漁具の規制，種苗放流，魚礁の設置
等を行ってきましたが，劇的な回復には至ら
ないまま，年々全体的な水揚げが減ってきま
した．
その後，貧栄養を問題視し始めたのは，平
成7年の阪神淡路大震災が起きた翌年にノリ
の色落ち被害が発生してからです．当初，色
落ちの原因は大型珪藻の異常発生によってノ
リが生育不良に陥るほど海中の栄養塩がとり
つくされるためと考えていました．しかし，
第5次総量削減の対象に窒素・リンが加わっ
たことや毎年11月～12月頃のノリ漁期開始時
に栄養塩濃度が過去の半分程度まで減少して
いる事実から，陸からの栄養塩の供給不足で
慢性的な貧栄養が生じ，小型珪藻と大型珪藻
のバランスが崩れていると考えられるように
なりました．
そして，ノリ等の海藻だけでなく，「魚が豊
富に育つには餌となるプランクトンが必要で
あり，そのプランクトンは窒素やリン等の栄
養塩が必要．」という繋がりを漁業者が意識
しはじめました．
その後，瀬戸内海沿岸10府県の漁連・漁協
は平成16年8月に当連絡会議を立ち上げ，「瀬
戸内海を豊かな海にするための法整備」に向
けて瀬戸内海環境保全・知事市長会議と連携
し，約10年に及ぶ要望活動を行ってきました．
多くの方々からご理解ご支援を頂いた結
果，瀬戸内海関係の国会議員により瀬戸内海
再生議員連盟が結成され，「瀬戸内海環境保
全特別措置法の改正」という形で結実しまし
た．

４．豊かな海づくりについて
このような考えのもと，前述の“資源回復

の取り組み” や，豊かな森が豊かな海を育
むという観点で“漁業者の森づくり活動”を
実施しだしました．さらに海底に溜まった栄
養塩を掘り起こし固まった海底を耕す“海底
耕耘”を行ったり，農業者と協力してため池
に溜まった栄養を海に供給する“かいぼり”
や，下水処理場やダム等の関係者から協力を
得て試験的な“栄養塩管理運転”，“ダムや
堰からの放水”等を大阪湾・播磨灘を主に実
施しだしました．
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図－１ 瀬戸内海区（府県別）／海面漁業漁獲量の推移
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播磨灘で大規模な海底耕耘を行った際に，
研究者から「シラスやイカナゴにも良い影響
がある」と予測され，その通り好漁であった
ことから近年の漁船漁業の漁獲不振も栄養塩
不足が関係していると感じ始めました．

５．法改正後に瀬戸内海関係漁連・漁協連絡
会議としての希望をまとめた要望書について
これから豊かな海を目指した取り組みが具
体的かつ速やかに進められるよう，平成27年
12月に瀬戸内海関係漁連・漁協連絡会議とし
てまとめた要望をご紹介します．
(1)沿岸域の良好な環境の保全・再生及び創
出のためのロードマップの策定と確実な実行
具体的な措置や目標年度を定めたロード
マップを策定し，確実に沿岸域の環境を回復
させてほしい．
(2)栄養塩と赤潮発生メカニズムの因果関係
ならびに栄養塩と漁獲量の関係性の解明
栄養塩と漁獲量の関係性を明らかにし，有
害赤潮被害を最小に抑えながら水産資源を持
続的に利用するために必要な栄養塩濃度やそ
の他条件を湾灘毎・季節毎に示すことができ
るよう，その解明をいただきたい．
(3)栄養塩の偏在化解消に向けての技術開発
埋立により生じた水路や港湾内部では水の
循環が滞り，底質の悪化と富栄養化の傾向を
招き，赤潮や貧酸素水塊発生の一因となって
いる．一方，その沖合部では貧栄養状態とな
るなど栄養塩の偏在化が起こっている．今
後，技術開発を促進させ，停滞水域における
栄養塩の偏在解消を進められたい．
(4)海ごみ等の排出抑制と処理ルール化
漂流ごみ・海底ごみは現行の制度で十分な
回収・処理ができないので，陸域からの流入
抑制や総合的な処理ルールの明確化及び必要
な予算措置を図られたい．
(5)生物多様性及び生産性の確保に支障を及
ぼす動植物の駆除等
漁業者のウミウ及びカワウ，ナルトビエイ，

ツメタガイ等の有害生物駆除努力も限界にあ
り，国による駆除対策を講じられたい．
(6)水産動植物の繁殖地の保護及び整備，種
苗放流
藻場・干潟や浅場等の保全・再生と創造を

計画的に進めるとともに，かつての水産動植
物の繁殖地を特定し，その保護と整備を行う
必要がある．また，効果的な種苗放流を拡充
されたい．
(7)瀬戸内海の環境調査の拡充・強化
瀬戸内海の望ましい環境を保全，再生及び

創出するとともに，水産資源の回復等による
漁業振興を図るため，国及び地方自治体は環
境調査等の拡充強化を行い，その結果を適正
に運用されたい．

６．最後に
これから瀬戸内海の各沿岸域が水産動植物

の繁殖地として具体的かつ確実に再生すると
ともに栄養塩が適正に管理されて，再び豊か
さを取り戻すためには漁業者の努力と行政の
取り組みに加え，地域住民の方々のご理解と
ご協力も欠かせません．
現在，沿岸はコンクリートの護岸化が進み，

美しい砂浜や海岸線，そこに棲む多くの生物
が消失してしまい，一般の方が海を身近に感
じることは少なくなっていますが，美しく豊
かな海に戻ることで，海を親しむ機会も増え，
おいしい瀬戸内海の海の幸を多くの方が享受
できると思います．
さらに，近年の漁獲量の減少によって漁業

の後継者が育ちにくい状況ですが，豊かな海
に戻ることで，夢と希望を持って跡を継いで
くれる．漁村が賑わうことで地域社会も発展
していくものと確信しています．これから早
急に豊かな海の実現を推進していきますの
で，関係者の皆様のご協力をよろしくお願い
します．
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１．はじめに
『瀬戸内海環境保全地区組織会議』は，瀬戸
内海沿岸府県市で多年に亘り地域の環境衛生
改善運動を展開している地区衛生組織連合会
など衛生自治団体＊が，昭和48年7月19日に
広島市に集まり結成したものである．1府7
県（大阪府，兵庫県，和歌山県，岡山県，広
島県，山口県，香川県，福岡県）でスタート
した当会議であるが，昭和49年4月には北九
州市が参画，現在は5県1市（兵庫県，岡山
県，広島県，山口県，福岡県，北九州市）で
府県市を越えた情報交換・交流を行っており，
設立当初から（一財）広島県環境保健協会が
事務局を担っている．
瀬戸内海環境保全特別措置法の改正に当た
り，当会議が瀬戸内海の環境保全に果たした
役割，そして現在の各衛生団体の活動につい
て紹介し，今後の瀬戸内海の環境保全に係る
取り組みを述べたい．

２．瀬戸内海の環境保全に果たした役割
構成団体である衛生自治団体は，昭和46年
7月に11府県3市により設立された瀬戸内海
環境保全知事・市長会議が採択した「瀬戸内
海環境保全憲章」の趣旨に賛同し，府県市と
いう枠を乗り越えて協調し，協働活動によっ
て病める瀬戸内海に可能な限り歯止めをか
け，瀬戸内海の環境保全と人間性豊かな生活
ゾーンの実現に向けて努力することを決議し
た．統括組織として当会議をつくり，瀬戸内
海の環境保全に係るコミュニティ活動を盛ん

に行ってきた．
具体的には，河川・海浜等の美化活動を行

う「水域クリーン運動」，生活排水浄化対策活
動を行う「水質クリーン運動」，そして水辺教
室を代表とする環境学習・啓発活動を行うこ
とにより，各家庭を視野に網羅的に活動を行
い，瀬戸内海の水質改善に寄与した．
また，平成19年1～6月に瀬戸内海環境保

全知事・市長会議が行った「瀬戸内海環境保
全特別措置法の改正に関する署名活動」では，
衛生自治団体をはじめとする各種団体の熱心
な呼びかけにより，141万人もの署名が集まっ
た．この署名活動がこのたびの法改正に大き
く貢献したことは言うまでもないと自負して
いる．
一方，これらの活動を行うためには地域で

活動するリーダーの養成は欠かせないもので
あり，昭和48年から年1回開催している「瀬
戸内海の環境保全に関する衛生団体合同研修
会」では，瀬戸内海汚濁状況，臨時措置法，
憲章の解説や瀬戸内海の現状把握をはじめ，
瀬戸内海に関する最新の情報共有を図り，各
衛生団体での活動に活かしている．

３．各衛生団体の取り組み
構成団体である5県1市の衛生団体は，各

地域の状況・ニーズに応じて活動を活発に
行っている．
以下に，各団体の概要と，今後の取り組みに
ついて紹介する．
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【一般社団法人兵庫県保健衛生組織連合会】
昭和30年9月に「蚊とはえのいない生活推
進協議会」として設立，昭和44年4月に(社)
兵庫県保健衛生組織連合会，平成24年4月に
（一社）兵庫県保健衛生組織連合会に改組し，
現在に至る．
主には県内14支部で活動し，保健衛生推進
員を中心に，「環境美化運動の推進（ごみの回
収・河川清掃等）」「淡路島全島一斉清掃」「精
霊流しに関する活動（供え物等の処理）」など
地域によってさまざまな活動を行っている．
今後も継続して，地道に活動を行っていきた
い．

【岡山県環境衛生協会】
昭和32年に任意団体「岡山県環境衛生協会」
として設立，昭和42年10月に（社）岡山県環
境衛生協会，平成24年5月に岡山県環境衛生
協会に改組し，現在に至る．
県内47団体の正会員を中心に，環境衛生に
関する知識の普及ならびに実践活動の徹底と
して，「ごみの一斉清掃活動」「民間指導者研
修会」「マイバッグ普及啓発活動」などを行っ
ている．
ごみの一斉清掃活動では，瀬戸内海の美し
い景観を保全するため，河川や海岸の清掃活
動を行っている．このような活動を継続して
いくことで，瀬戸内海が豊かな海となること
を期待している．

【一般財団法人広島県環境保健協会】
昭和32年12月に「（社）広島県地区衛生組織

連合会」として設立，平成7年に財団法人広
島県環境保健協会，平成25年4月に（一財）
広島県環境保健協会に改組し，現在に至る．
県内26公衆衛生推進協議会の公衆衛生推進

委員（約1万人）を中心に，環境づくり事業
として，地域清掃美化・水質保全・里地里山
づくりを行う全県共通事業「公衛協発・ひろ
しま美化大作戦」や「水辺・海辺教室の実施」
などを行い，住民への普及啓発活動を展開し
ている．
今後は，地域清掃・美化活動を中心に住民

への普及啓発活動を展開・充実させるため，
全県共通事業を強力に推進し，広くその成果
を公表していきたい．

【公益社団法人山口県快適環境づくり連合会】
昭和32年9月に「山口県環境衛生推進協議
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会」として設立以降，(社)山口県地区衛生組
織連合会，（社）山口県環境衛生連合会，（社）
山口県快適環境づくり連合会，平成25年4月
に（公社）山口県快適環境づくり連合会に改
組し，現在に至る．
これまで日本海の漂着ごみ対策として「日
本海クリーンアップ活動3市1町推進協議会
（平成26年に「日本海環境保全委員会」に改組）
を組織して取り組んできた．
平成27年度は，瀬戸内海環境保全特別措置
法の改正を受け，瀬戸内海の環境保全に取り
組むため，「瀬戸内海環境保全委員会」の設立
準備を関係市町環境衛生組織の協力を得て，
立ち上げることにしている．
この委員会においては，海洋ごみ問題や河
川の環境美化を通じて，瀬戸内の環境保全に
取り組むことにしている．

【公益財団法人福岡県地区衛生連合会】
昭和40年3月に「（財）福岡県地区衛生組織
連合会」として設立，平成25年4月に公益財
団法人に改組し，県内の27団体を中心に，河
川浄化運動や空きかん・空きびん回収運動，
川や海絵画コンクールを行っている．
瀬戸内海の西部で活動している行橋みやこ

衛生連合会では，瀬戸内海に流入する河川流
域において清掃を実施したり，小学生を対象
に「水辺海辺の教室」を実施して環境に関す
る講話や海岸の清掃活動を行っている．
今後とも，地域住民への広報活動や清掃活

動への参加を推進し，河川や海浜の美化意識
の向上に努めていく．

【北九州市環境衛生総連合会】
昭和38年10月に「北九州市衛生総連合会」

を設立，昭和43年3月に（社）北九州市衛生
総連合会，平成25年6月に任意団体北九州市
衛生総連合会，平成27年7月に｢環境未来都
市・北九州市｣と共に低炭素社会の実現を目
指し，「北九州市環境衛生総連合会」に改名し，
現在に至る．
地域環境活動において，水質保全の河川・

海浜清掃活動は，継続的に各地域で行われ，
北九州市内の河川では，ホタルの名所が次々
に生まれている．海浜清掃においても，漂着
ごみの清掃等を海外の皆さんも参加して行っ
ている．また，各地域では，環境施設や歴史
ある豊かな自然環境の見学等のエコツアー研
修も普及しつつあり，環境保全への意識は高
まっている．
瀬戸内海の環境を海外にも誇れるより豊か

なものにするため，瀬戸内海を取り巻く全て
の府県市が官民一体となって取り組み，当連
合会もその一端を積極的に担っていきたい．
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４．今後に向けて
このたびの法改正により，湾・灘・その他
の海域ごとの実情に応じて施策が行われるこ
ととなり，多年に亘り地域の環境衛生改善運
動を展開している衛生自治団体である我々に
は，より一層の期待が寄せられている．その

期待に応えるために，実践活動の充実を図る
とともに，瀬戸内海関係府県市で当会議に未
加入となっている四国3県と大分県，和歌山
県，大阪府の衛生団体に関する情報を収集・
発掘し，連携ができる体制を築いていきたい．
そして，行政や漁業組合連合会等の他団体と
協働し，よりよい瀬戸内海の環境保全に積極
的に取り組んでいきたい．
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１．はじめに
瀬戸内海を豊かで美しい「里海」として保
全し再生することを基本理念とする瀬戸内海
環境保全特別措置法の一部を改正する法律
（H27年法律第78号）が平成27年10月2日公
布され，即日施行された.
瀬戸内海環境保全特別措置法（当初「臨時
措置法」）は昭和48年に議員立法により制定
されたが，その42年後に再び議員立法により
改正が行われた意義は深い．
また，42年前と同じ10月2日に公布された
ことに因縁を感じざるを得ない．
ここでは，瀬戸内海環境保全知事・市長会
議事務局として，この法改正に取り組んだ経
緯を中心に述べることとする．

２．これまでの瀬戸内法の改正
瀬戸内海環境保全臨時措置法が昭和48年に
制定され，その5年後に特別措置法に改正さ
れたが，これは第1条（目的），COD総量規
制，関係府県の追加，指定物質（栄養塩）削
減指導，府県計画，自然海岸保全，油濁対策
等に関係する大改正であった．特にCOD総
量規制は，臨時措置法において全国に先駆け
て盛り込まれていた「量的規制」を強化する
ものであり，指定物質削減指導も何ら排出規
制がなかった栄養塩（当時はりんのみ）の削
減を図るもので画期的な規定だった．
その後，何回か改正されているが，省庁再
編に伴う改正や商法改正に伴う改正はともか
く，実質的な改正は次の4回であり，いずれ

も他法の制定・改正によるものである．

①地下浸透規制（H元年法律第34号）
水質汚濁防止法（以下「水濁法」）に地下浸

透規制規定が設けられたため，瀬戸内法の特
定施設の設置許可制度での水濁法関連規定が
整理された．

②みなし指定地域特定施設（H2年法律第38
号）
水濁法にCOD総量規制指定地域における

指定地域特定施設（201～500人浄化槽）規定
が設けられたため，瀬戸内法でも同施設を対
象とした．

③ダイオキシン法制定（H11年法律第105号）
ダイオキシン類対策特別措置法の制定によ

り，その水質基準対象施設で一定のものを瀬
戸内法許可対象とした．

④有害物質使用特定施設の管理基準の設定等
（H23年法律第71号）
水濁法に有害物質使用特定施設の管理基準

の設定等が行われたため，瀬戸内法の特定施
設の設置許可制度での水濁法関連規定が整理
された．
このように昭和53年の大改正の後，大きな
改正はなかった．少なくとも法律の背骨とも
いうべき第1条（目的）の改正は行われなかっ
た．
この間，環境基本法に基づく窒素・りん環
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境基準設定（H5年環境庁告示），水質汚濁防
止法に基づく閉鎖性海域での窒素・りん排水
濃度規制（H5年水濁法施行令改正）及び窒
素・りん水質総量規制（H13年水濁法施行令
改正）という実質的に大きな改正が行われ，
窒素・りんの排出負荷量が大きく削減された
のである．

３．瀬戸内海の課題
⑴ 漁獲量の減少
瀬戸内海の漁獲量（養殖を除く）がピーク
だったのは昭和56～61年頃だが，現在はその
4割程度にまで減少している．現在の漁獲量
レベルは瀬戸内海の環境問題が明らかになる
前，昭和33年前後と比べてさえ減少している．
統計データを評価する場合，そのデータを
どのように得たか，その留意点は何かを適切
に吟味すべきだが，それを差し置いても
ショッキングな数字である．ある魚種の漁獲
量の変化が気候変動によりもたらされること
はよく知られているが，多くの魚種の魚が（と
きには，海中では互いにライバル同士である
にも関わらず）減っているとしたら，その原
因を気象要因や漁獲圧以外にも求める必要が
あるだろう．

⑵ 赤潮被害の継続
瀬戸内海の赤潮の発生状況を見ると，昭和
51年の299件をピークとし，その後は徐々に
減少，平成以降は概ね100件前後でほぼ横ば
いとなっている．平成26年の瀬戸内海の赤潮

発生件数は97件で，うち漁業被害を及ぼした
ものが13件となっている．
赤潮の発生規模は縮小しているものの，依

然として漁業被害を及ぼす赤潮が発生してお
り，さらに調査・研究体制を充実し，赤潮発
生機構を解明していく必要がある．

⑶ その他の課題
その他の課題としては，藻場・干潟等の減

少や海洋ごみ（漂着・漂流・海底）等があげ
られる．
かつて瀬戸内海に多くあった，魚介類の生

育の場として重要である藻場，生態系の維持
や水質浄化に重要な役割を担う干潟等の浅場
は，高度経済成長期以降，沿岸域の開発等に
伴う埋立により姿を消した．
また，瀬戸内海に浮遊・散乱・堆積するご

みや流木等は，環境の保全はもとより，海上
交通や漁業にも悪影響をもたらすことから，
引き続きごみを捨てない運動や清掃活動等を
進めるとともに，回収・処理ルールの確立等
を求める取組みを行っていく必要がある．

４．新たな法整備の取組み
⑴ 平成16年～
このような課題を克服するため新たな法整

備が必要であるとして，平成16年7月に本会
議は活動を開始した．そして瀬戸内海研究会
議に瀬戸内海再生方策の取りまとめを依頼
し，平成17年に提言を受けた．
平成19年には瀬戸内海再生大署名活動を展
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図－1 瀬戸内海の漁獲量(養殖を除く)
出典：水産庁資料を基に事務局作成

図－２ 赤潮発生件数・漁業被害件数
出典：「瀬戸内海の赤潮」(水産庁瀬戸内海漁業調整
事務所)
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開，141万人の署名を集約し，10月に瀬戸内海
再生方策とともに環境省に提出し，法整備を
求めた．
このような活動にも関わらず，なかなか法
整備の機運は盛り上がらなかった．瀬戸内海
の課題はじんわりと影響を示してきている
が，「有明海大異変」のようにマスコミの衆目
を集めることはなく，日本中の閉鎖性水域共
通の課題と認識されていなかったため，国会
議員の関心も薄かったのである．

⑵ 平成24年～
しかし，理解を示していただける国会議員
はいるもので，多方面の働きかけにより平成
24年6月に自民党議員により瀬戸内海再生議
員連盟が設立され，平成24年6月～翌年6月
に4回の勉強会が開催された．
平成25年9月には本会議等の主催により香
川県高松市において瀬戸内海環境保全特別措
置法制定40周年記念式典を開催，塩崎恭久議
連会長を始め11人の国会議員の出席を得る
等，機運を盛り上げることができた．
その後の経緯は次のとおりであるが，特に
平成27年4月に議員連盟が超党派となってか
らは，各党間で法案が煮詰められ，平成27年
9月25日，参議院に続いて衆議院でも全会一
致で可決され成立した．
【法改正の経緯】
＜平成25年＞
○9月7日 瀬戸内海環境保全特別措置法制
定40周年記念式典（高松市）
・同日，里海宣言採択（知事・市長会議），
記念式典で発表

○10月25日 瀬戸内海を豊かな海に再生する
法律の早期整備を求める意見書（兵庫県議
会）
○11月28日 瀬戸内海再生議員連盟第5回勉
強会
・知事・市長会議議長・兵庫県知事，香川
県知事から「瀬戸内海を豊かで美しい里

海として再生するための法整備」を提案
・法整備に向けた検討のためプロジェクト
チーム（PT）の結成を決定

○12月19日 第1回議連PT会議
・提案内容について議論

＜平成26年＞
○3月26日 第2回議連PT会議
・栄養塩管理の必要性を議論
・末松議員が「瀬戸内法の一部改正」提案

○5月22日 瀬戸内海再生議員連盟総会（自
民，公明）において改正法案を了承

○6月16日 改正法案参議院提出（継続審議
に）

○7月31日 改正法案早期成立を求める決議
（知事・市長会議）
○9月1日「豊かな瀬戸内海の再生シンポジ
ウム開催（知事・市長会議等）

○11月21日 瀬戸内法改正法案・廃案（衆議
院解散による）
・自民党政権公約に「瀬戸法改正を目指す」

＜平成27年＞
○平成27年4月15日 瀬戸内海再生議員連盟
総会
・民主，維新等議員が加入し超党派議連と
し再出発

○8月10日 瀬戸内海再生議員連盟総会
・瀬戸内法改正法案の参議院提出を了承
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瀬戸内海環境保全特別措置法制定40周年記念式典
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○8月24日 瀬戸内法改正法案参議院提出
○8月27日 参議院環境委員会全員一致で可
決
○8月28日 参議院本会議全会一致で可決，
衆議院に送付
〇9月11日 衆議院環境委員会全員一致で可
決
○9月25日 衆議院本会議全会一致で可決，
改正法成立（10.2公布・施行）

５．おわりに
本会議が取組みを進めてきた法改正が実現

し，ようやく瀬戸内海の再生に向けた大きな
一歩を踏み出した．今後は，改正法に基づき，
国，関係府県・市，漁業関係者等をはじめと
するすべての瀬戸内海関係者が一丸となり，
豊かで美しい瀬戸内海の実現に向け取組まな
ければならない．
現在，瀬戸内海関係13府県は，改正法に規

定された基本理念を踏まえ，国の基本計画に
基づき瀬戸内海の環境保全に関する府県計画
の策定作業を行っており，今後は，計画に基
づき取組みを進めることとしている．また，
瀬戸内海の再生を行う上で科学的な議論も不
可欠である．改正瀬戸内法附則第2項に基づ
き栄養塩類の適切な管理に関する調査・研究
の結果，「多様な意見があって何も分からな
かった」という結果になり，瀬戸内海がひた
すら貧栄養の道を進むことにならないよう科
学的な検証を十分に行うことも必要である．
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H27.８.24 改正法案を参議院に提出
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国からの情報

１．はじめに
平成27年12月7日に，東京湾，伊勢湾及び
瀬戸内海を対象に実施されている水質総量削
減制度について，中央環境審議会から環境大
臣に対して「第8次水質総量削減の在り方に
ついて」の答申がなされました．
今号では，その答申の内容等について紹介
します．

２．背景・経緯
水質総量削減制度は，人口や産業が集中す
ること等により汚濁が著しい広範的な閉鎖性
海域の水質汚濁を防止するための制度です．
この制度では，環境大臣が指定水域ごとに汚
濁負荷量の削減目標量や目標年度等を「総量
削減基本方針」として定め，これに基づき，
関係都府県知事が削減目標量を達成するため
の「総量削減計画」を定め，下水道等の生活
排水処理施設の整備，工場・事業場の排出水
に対する総量規制基準の適用，小規模事業場
等に対する指導等を行うこととされていま
す．
これまでの取組の結果，陸域からの汚濁負
荷量は着実に減少しているものの，ＣＯＤ，
窒素及びりんの環境基準の達成状況は海域ご
とに異なり，赤潮や貧酸素水塊といった問題
も依然として発生しています．また，「豊か
な海」の観点から，干潟・藻場の保全・再生
等を通じた生物多様性・生物生産性の確保等
の重要性も指摘されています．
このような状況や課題等を踏まえ，平成26
年9月に，環境大臣より中央環境審議会に対
して第8次水質総量削減の在り方に係る諮問

を行い，同年12月から同水環境部会総量削減
専門委員会における審議が進められました．
関係省庁，関係府県，産業界及びＮＰＯから
のヒアリング，パブリックコメント等を経て，
平成27年12月7日に中央環境審議会から答申
がなされました．

３．第８次水質総量削減の在り方
答申における「第8次水質総量削減の在り

方」に係る概要は以下のとおりです．
3.1 指定水域における水環境改善の必要性
⑴ 東京湾及び伊勢湾
環境基準達成率が低く大規模な貧酸素水塊

も発生しているため，今後も水環境改善を進
める必要があるとされました．
⑵ 大阪湾
平成22年度から窒素・りんの環境基準が達

成していること，ＣＯＤの環境基準の達成率
は低く大規模な貧酸素水塊も発生しているこ
とを踏まえ，窒素・りんの環境基準の達成状
況を勘案しつつ，特に有機汚濁解消の観点か
ら水環境改善を進める必要があるとされまし
た．
⑶ 大阪湾を除く瀬戸内海
他の指定水域に比較して良好な状態であ

り，現在の水質が悪化しないよう必要な対策
を講じることが妥当とされました．
3.2 対策の在り方
「きれいで豊かな海」の観点から総合的な

水環境改善対策の推進が必要とした上で，汚
濁負荷削減対策及び干潟・藻場の保全・再生
等に係る各種対策が掲げられました．また，
瀬戸内海環境保全特別措置法の改正（平成27
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第８次水質総量削減の在り方について
（中央環境審議会答申）

環境省水・大気環境局水環境課
閉鎖性海域対策室



年10月施行）及び瀬戸内海環境保全基本計画
の変更（平成27年2月閣議決定）において，
瀬戸内海の環境保全は，その有する多面的価
値及び機能が最大限に発揮された豊かな海と
することを旨として行うこと，湾・灘ごとや
季節ごとの課題に対応する必要があることが
示されている旨の内容も盛り込まれました．
⑴ 汚濁負荷削減対策
①東京湾，伊勢湾及び大阪湾
効率的にＣＯＤ，窒素及びりんに係る汚濁
負荷量の削減が図られる必要があるとされ，
以下(ア)～(オ)に掲げる各種対策を関係者及
び関係機関の協力を得つつ推進することが必
要であるとされました｡
なお，大阪湾では，窒素及びりんの環境基
準の達成状況を勘案しつつ，特に有機汚濁解
消の観点から必要な対策を推進することが必
要であるとされました．
ア 下水道､浄化槽，農業集落排水施設等の整
備を進めるとともに，窒素及びりんに係る
汚濁負荷量削減のための高度処理化を推進
する．合流式下水道については，雨水滞水
池の整備，雨水浸透施設の設置，遮集管の能
力増強と雨水吐の堰高の改良，スクリーン
の設置等の対策を推進する．
イ 指定地域内事業場の負荷量に関して，7
次にわたる水質総量規制基準によりかなり
の削減が図られてきた実績を踏まえ，これ
までの取組が継続されていく必要がある｡
ウ 小規模事業場及び未規制事業場に関して
は，引き続き都府県の上乗せ排水基準の設
定等による排水規制，汚濁負荷の削減指導，
下水道の整備等の対策を進める｡
エ 農業については，環境負荷の軽減等に配
慮した環境保全型農業を一層推進する．畜
産農業については，家畜排せつ物処理施設
や指導体制の整備による適正管理等を推進
する．
オ 養殖業については，漁場改善計画を推進
するとともに，魚類養殖の環境負荷を低減

する配合飼料の開発等を進める．
②大阪湾を除く瀬戸内海
従来の各種施策を継続して実施していく必

要があるとされました．
また，地域における海域利用の実情を踏ま

え，湾・灘ごと，季節ごとの状況に応じたき
め細やかな水質管理について，その影響や実
行可能性を十分検討しつつ，順応的な取組を
推進していくことが必要とされました｡
⑵ 干潟・藻場の保全・再生，底質環境の改善
等
干潟・藻場の保全・再生等を通じた水質浄

化及び生物多様性・生物生産性の確保等の重
要性にかんがみ，湾・灘ごとなどの実情に応
じた総合的な取組を推進していくことが必要
であるとされ，以下ア～キの各種対策が掲げ
られました．
ア 干潟・藻場の分布状況把握など基礎情報
の整備を進めつつ，残された干潟・藻場を保
全するとともに，失われた干潟・藻場の再
生・創出を推進する必要がある．
イ 水質改善に資する取組としての藻類養殖
及び貝類養殖等を推進するとともに，漁業
について，水生生物の安定的な漁獲を一層
推進する必要がある．
ウ 浚渫や覆砂等の底質改善対策について，
周辺海域の水環境の改善効果を把握・評価
しつつ推進していく必要がある．
エ 窪地の埋戻しによる周辺海域の水環境の
改善効果を把握・評価しつつ，今後も引き続
き埋戻しを実施していく必要がある．
オ 新たな護岸等の整備や既存の護岸等の補
修・更新時には，生物共生型護岸等の環境配
慮型構造物の採用に努める必要がある．
カ 地域の実情に応じて，国や地方公共団体
等の関係行政機関，ＮＰＯ，漁業者，企業な
ど地域の多様な主体が有機的に連携して総
合的に取り組んでいくための仕組みづくり
等を進めていく必要がある．
キ 対策を実施する者（ＮＰＯや漁業者，企業
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など）に対し，その活動が促進されるよう，
必要な支援に努める必要がある．
⑶ 目標年度
平成31年度を目標年度とすることが適当で
あるとされました｡
3.3 今後の課題
第8次水質総量削減の実施に併せて，関係
機関及び関係者が連携して取り組むべき主な
課題として，以下が示されました．
⑴ 調査・研究の推進等
水質の状況，赤潮や貧酸素水塊の発生状況，
干潟・藻場の状況，水質汚濁に影響を与える
要因（陸域からの汚濁負荷，内部生産，底質
からの溶出等），栄養塩類の円滑な循環，植物
プランクトンや水生生物の動態，気候変動に
よる影響及び流域のつながり等に着目し，指
定水域における各種モニタリングの継続的な
実施を含め，科学的な見地から各種調査・研
究を推進する必要がある．
また，これらに関する知見の充実を踏まえ
るとともに，水質予測技術の向上を図りつつ，

指定水域における総合的な水環境改善対策に
ついて検討を行う必要がある．
⑵ 情報発信及び普及・啓発の充実
幅広い関係者が海に親しみを持ち，指定水

域の水環境に関する状況を把握することがで
きるよう，水環境に関する情報発信及び普
及・啓発を充実させる必要がある．

４．今後の予定
今後は答申を踏まえ，総量規制基準の設定

方法に関する検討等を進め，第8次総量削減
基本方針を定める予定です．またその後は，
関係都府県による総量削減計画が定められる
ことになります．

＜参考URL＞
・第8次水質総量削減の在り方（答申）
http://www.env.go.jp/press/101783.html
・中央環境審議会 総量削減専門委員会
http://www.env.go.jp/council/09water/yos
hi09-17.html

― 37 ―

平成26年9月 中央環境審議会に諮問（第8次水質総量削減の在り方について）
水環境部会に総量削減専門委員会設置

12月 第1回 総量削減専門委員会（検討の進め方，水環境の現状等）
12月 第2回 総量削減専門委員会（関係省庁ヒアリング）

平成27年1月 第3回 総量削減専門委員会（関係省庁，東京湾・伊勢湾関係都県ヒアリング)
2月 第4回 総量削減専門委員会（瀬戸内海関係府県ヒアリング）
3月 第5回 総量削減専門委員会（産業界，ＮＰＯヒアリング）
6月 第6回 総量削減専門委員会（負荷削減対策等の実施状況，水質将来予測）
7月 第7回 総量削減専門委員会（水環境改善の必要性，対策の在り方）
8月 第8回 総量削減専門委員会（第8次水質総量削減の在り方案）
9月 パブリックコメントの実施
11月 第9回 総量削減専門委員会（とりまとめ）
12月 中央環境審議会答申（第8次水質総量削減の在り方について）

＜第８次水質総量削減の在り方についての答申までの経緯＞



国からの情報

１．水循環基本法の概要
⑴ 背景
水は生命の源であり，絶えず地球を循環し，
大気，土壌等の他の環境の自然的構成要素と
相互に作用しながら，人を含む多様な生態系
に多大な恩恵を与え続けてきた．また，水は
循環する過程において，人の生活に潤いを与
え，産業や文化の発展に重要な役割を果たし
てきた．特に，我が国は，国土の多くが森林
で覆われていること等により水循環の恩恵を
大いに享受し，長い歴史を経て，豊かな社会
と独自の文化を作り上げることができた．し
かし，近年，都市部への人口の集中，産業構
造の変化，地球温暖化に伴う気象変動等の
様々な要因が水循環に変化を生じさせ，それ

に伴い，渇水，洪水，水質汚濁，生態系への
影響等様々な問題が顕著となっている．
このような現状に鑑み，水が人類共通の財

産であることを再認識し，水が健全に循環し，
そのもたらす恵沢を将来にわたり享受できる
よう，健全な水環境を維持し，又は回復する
ための施策を包括的に推進していくことが不
可欠であり，水循環に関する施策を総合的か
つ一体的に推進するため，水循環基本法（平
成26年法律第16号．以下「法」という．）が平
成26年4月2日に公布，7月1日に施行され
た．

⑵ 法律の概要
法の概要は図－1のとおりである．

― 38 ―

水循環基本法及び水循環基本計画の概要について

環境省水・大気環境局水環境課

図－１ 水循環基本法の概要



法の目的は，水循環に関する施策を総合的
かつ一体的に推進し，もって健全な水循環を
維持し，又は回復させ，我が国の経済社会の
健全な発展及び国民生活の安定向上に寄与す
ることとされている．
法における「水循環」の定義は，「水が，蒸
発，降下，流下又は浸透により，海域等に至
る過程で，地表水又は地下水として河川の流
域を中心に循環することをいう．」としてお
り，「健全な水循環」とは，「人の活動及び環
境保全に果たす水の機能が適切に保たれた状
態での水循環をいう．」としている．
法においては，「水循環の重要性」「水の公
共性」「健全な水循環への配慮」「流域の統合
的管理」「水循環に関する国際的協調」の5つ
の基本理念を定め，また，国，地方公共団体，
事業者，国民それぞれの責務と関係者相互の
連携及び協力について定めている．
また，国民の間に広く健全な水環境の重要
性についての理解と関心を深めるようにする
ため，8月1日を「水の日」とし，国及び地
方公共団体は，水の日の趣旨にふさわしい事
業を実施するように努めねばならない，とし
ている．
政府は，水循環に関する施策の総合的かつ

計画的な推進を図るため，水循環に関する施
策についての基本的な方針，施策を推進する
ために必要な事項を定めた「水循環基本計画」
を定めることや，「貯留・涵養機能の維持及び
向上」，「水の適正かつ有効な利用の促進等」
など8つの基本的施策が法に定められてい
る．
内閣には，全ての国務大臣を本部員とする

「水循環政策本部」（本部長：内閣総理大臣）
を置き，水循環に関する施策を集中的かつ総
合的に推進していくことを定めている．第1
回水循環政策本部は平成26年7月18日に開催
され，水循環基本計画の策定スケジュール等
について議論された．

２．水循環基本計画について
昨年7月に，水循環に関する施策の総合的

かつ計画的な推進を図るために「水循環基本
計画」を策定した．策定に当たっては，有識
者からの意見聴取やパブリックコメントも実
施した上で，昨年7月10日に開催された第2
回水循環政策本部にて案を取りまとめ，同日
閣議決定されたところである．
水循環基本計画の枠組みは，図－2のとお

りである．
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図－２ 水循環基本計画の枠組み



第1部において現状と課題を整理した上
で，社会経済情勢の変化等を踏まえ，集中的
かつ総合的に推進する取組を定めるととも
に，法に規定する5つの基本理念に沿って，
更に長期的な視点を踏まえながら，今後実施
すべき施策の基本方針について定めている．
また，第2部において，第1部の基本的な方
針を踏まえ，政府が総合的かつ計画的に推進
する施策を具体的に定めている．さらに，第
3部において，施策の効果的な実施，関係者
の責務及び相互の連携・協力，施策の公表な
ど，施策を総合的かつ計画的に推進するため
に必要な事項を定めている．
計画の策定期間については，今後10年程度
を念頭に置きつつ更に長期的な視点を踏まえ
ながら，平成27年度からの5年間を対象期間
として策定している．

３．今後の展開と環境省の取組
今後，決定された水循環基本計画に基づき，

流域水循環協議会，地下水協議会等の設立が
行われることとなるが，水循環政策本部は関
係省庁とも連携しつつこれら協議会の設立に
向けた調整に積極的に取り組んでいる．環境
省としても，右本部の一員として，河川・湖
沼・海域における水質保全，持続可能な地下
水の保全と利用，水循環における森川里海の
連携の確保，生物多様性の保全などに引き続
き取り組んでいく．また，昨年8月1日～2
日には，「水の日」イベントを幕張のイオン
モールにて開催するとともに，平成26年の「水
の日」に発足した「ウォータープロジェクト」
については，引き続き大手飲料企業等と連携
し，官民連携で健全な水循環や水環境の保全
を推進するとともに，国民に向けて，水を楽
しみ，水を取り入れたライフスタイルを見つ
けてもらう契機とするため，新たに「Water
Style」を提案した．環境省としては，今後と
もこれらの活動を通じて水循環の重要性を広
く訴えていきたいと考えている．
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開催概要
前回開催の2013年には，26の国と地域から
200組のアーティストが参加し，来場者数は
約107万人に達しました．
３回目となる2016年では，地域の資源を明
らかにする新しいプロジェクトを展開すると
ともに，2010，2013から活動を継続してきた
各アーティスト・プロジェクトにおいても，
さらに発展性のある展開を図ります．

［開催期間］
春：３月20日(日・春分の日)～４月17日(日)
夏：７月18日(月・海の日)～ ９月４日(日)
秋：10月８日(土) ～ 11月６日(日)

会期総計：108日間
［会場］
瀬戸内海の12の島＋高松・宇野｜直島，豊島，
女木島，男木島，小豆島，大島，犬島，沙弥
島(春のみ），本島（秋のみ），高見島（秋のみ），
粟島（秋のみ），伊吹島（秋のみ），高松港・
宇野港周辺

［第１回ジャパン・ツーリズム・アワード「大
賞」受賞］
瀬戸内国際芸術祭実行委員会による「瀬戸

内国際芸術祭の開催による地域再生の取組」
が，第１回｢ジャパン・ツーリズム・アワード」
の最優秀賞である｢大賞｣を受賞(2015.9.24)し
ました．瀬戸内の島々の魅力をアートという
切り口で発信し，「瀬戸内国際芸術祭」のブラ
ンド化に成功し，今後も持続性・発展性が期
待でき，地域への経済効果も大きく，瀬戸内
エリアへの波及効果も期待できる等，これか
らの国内外でのツーリズム振興をリードする
最も優れた取組として評価をいただきました．
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香 川 県

今年３月から「瀬戸内国際芸術祭 2016」を開催します



［2016のプロジェクト概要］
〇瀬戸内の「食」を味わう「食プロジェクト」

瀬戸内の新鮮で豊かな食材，また食に代表
される島の文化や生活などの地域の魅力を五
感・味覚を通して感じる「味わえるアート」
として来場者に提供します．また，国の特別
名勝にも指定され，香川の文化を代表する栗
林公園では，「讃岐の晩餐会」と題して，パ
フォーマンス鑑賞と食の提供を併せた「特別
なおもてなし」を展開します．

〇アートで世界をつなぐ

海でつながるアジアの国や地域との文化的
交流をさらに深めることをめざします．夏の
高松港では，「瀬戸内アジア村」を開催し，ア
ジアのパフォーミングアーツやクラフト，食
のマーケットが集結します．

〇地域文化の魅力発信

香川県は日本一の松盆栽の産地で全国シェ
アの８割を誇ります．また，県内に獅子舞が
ある地区は1,000以上あると言われ，その密集
度は全国一です．2016では香川が誇る｢盆栽｣
と｢獅子舞｣のアートプロジェクトに取り組

み，食とともに香川文化の魅力を発信します．

［参加アーティスト］
今回の芸術祭では，20を超える国と地域か

ら約200組のアーティストが参加する予定で
す．参加アーティストについては，公式ホー
ムページをご参照ください．
http://setouchi-artfest.jp/

［作品鑑賞パスポート］
会期中，瀬戸内国際芸術祭2016の作品を鑑

賞できるおトクなチケットです．春・夏・秋
の３シーズン，約200の芸術作品をお楽しみ
いただけます．
当日：5,000円

おわりに

撮影：中村脩
今回の瀬戸内国際芸術祭2016は，芸術祭

2013同様に，春・夏・秋の３シーズンにわたっ
て総計108日間の開催となります．現代アー
トに興味のある方，島の風景を楽しんでみた
い方，ぜひ瀬戸内国際芸術祭の島々を巡り，
アートを訪ね歩く楽しさを味わってみてくだ
さい．
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研究論文 瀬戸内海の景観多様性を論じる９

1．はじめに
近年，景観を人々の生活や生業との関わり
によって形成されてきたものと捉える視点が
クローズアップされるようになっている．各
地で人と場所との関係性をベースに新たに景
観を創りだす活動が活発化する中，人と場所
との関係を表出する媒介項として場所に固有
なアート作品（＝サイトスペシフィックワー
ク）を取り入れる手法が注目を集めるように
なっている（宮本 2014）．瀬戸内海地域にお
けるサイトスペシフィックワークを用いた景
観の再形成は全国の取り組みの嚆矢であると
言えよう．
本稿では，瀬戸内国際芸術祭における会場
の一つである香川県男木島を事例に，現代
アートを媒介として地域の景観資源がどのよ
うに豊かになっていったのかを見ていきた
い．

2．男木島の概要1

香川県男木島は，高松港の北8.1㎞に位置
する島で，行政区としては香川県高松市に属
する．
集落は島の南西部に位置し，海上から見る
と民家が海岸から段々に重なる形態をしてい
る．男木島は平地が少なく，集落は蜂の巣の
ようにぎっしり密集している．集落内の道路
は非常に狭く，徒歩での移動が中心である．

男木島では傾斜地の階段状耕作と漁業を生
業とする半農半漁の暮らしが長く行われてき
た．男木島の農耕地はすべて畑であり，水田
は存在しない．かつてわずかながら水田地が
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現代アートによって豊かになる景観資源

滋賀大学教育学部
准教授 宮 本 結 佳

●略歴 1981年
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奈良女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程修了
日本学術振興会特別研究員（PD）
滋賀大学環境総合研究センター講師
現職

写真－1 男木島の町並み

写真－2 男木島・島内の道路①



あったが1946年の南海地震の際に沈下し，海
水が入って不毛地となってしまったためであ
る．そのため，昭和中期までは島内で飼育し
た牛を借耕牛

かりこうし

として讃岐平野の農家に貸出す
ことで米を入手しており，契約期限が開ける
と牛たちは背に米を背負って帰島した．島内
で牛は島北部，灯台上の斜面にある共同放牧
場に朝放牧され，夕方牛を飼う各家庭が迎え
に行った．朝夕の送り迎えが小学生くらいの
子どもたちの日課になっていたそうである．
高齢化にともなって農業・漁業共に衰退傾
向が強まる中，1980年代以降新たにみられる
ようになったのが観光業への取り組みであ
り，1988年には観光協会が結成された．観光
資源としては夏季の海水浴場，映画「喜びも
悲しみも幾年月」のロケ地として全国的に有
名な男木島灯台が挙げられる．男木島灯台は
明治28年に建設された灯台であり，庵治石で
造られた灯台が現存している．1985年に灯台
は無人化されたが，旧職員住宅を活用して男
木島灯台資料館が開設されており，訪れた
人々は男木島灯台の歴史等を知ることができ
る．
また近年，古くから自生する水仙を島の観
光資源として新たに活用する動きが活発化し
ている．2005年，男木灯台などをめぐる1.6㎞
の遊歩道が整備されたのを機に地元住民に

よって「男木水仙郷をつくる会」が設立され
た．毎年数万個単位での球根の植え付が行わ
れ，2009年の最終植え付けまでに30万個の球
根が植えられることとなった．

2008年以降は毎年1～3月に，「おいでまぁー
せ男木・水仙ウォークと海鮮市場」と題した
ウォーキングイベントが開催されており，毎
年数百人の来訪者でにぎわいを見せている｡2

3．男木島におけるアートプロジェクトの展
開過程

⑴ 第一回瀬戸内国際芸術祭3

前節で述べた通り，観光業に対する注目が
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写真－3 男木島・島内の道路② 写真－4 男木島の水仙

写真－5 2015年水仙ウォークの様子

写真－6 2015年水仙ウォーク当日の男木港近辺の
にぎわい



高まる中，2010年に新たに取り組まれたのが
瀬戸内国際芸術祭への参加である．「アート
と海を巡る100日間の冒険」と題して開催さ
れた瀬戸内国際芸術祭では，瀬戸内海の7つ
の島と高松が会場になり，男木島はその7つ
の島の1つとして芸術祭へ参加することと
なった．男木島では狭い路地，石積みの塀，
階段が入り組む集落の中に作品が点在する形
でアートプロジェクトが展開していくことと
なる．男木島では，ジャウメ・プレンサの「男
木島の魂」，大岩オスカールの「大岩島」，井
村隆の「カラクリン」，松本秋則の「音の風景」，
川島猛とドリームフレンズの「想い出玉が集
まる家」，高橋治希の「SEAVINE」，北山善夫
の「誕生－性―生－死－家－男木島伝説」，漆
の家プロジェクトの「漆の家」，オンバファク
トリーの「オンバファクトリー」，西堀隆史の
「うちわの骨の家」，ジェームズ・ダーリング
＆レスリー・フォーウッドの「ウォールワー
ク5」，谷山恭子の「雨の路地」，中西中井の「海
と空と石垣の街」，谷口智子の「オルガン」，
島こころ椅子プロジェクトグループ5の「島
こころ椅子」，眞壁陸二の「男木島路地壁画プ
ロジェクト」の16作品が制作された．
7月19日から10月31日までの会期中に計
96,503人が男木島を訪れ，様々な作品の鑑賞
を行った. 4

⑵ 第二回瀬戸内国際芸術祭5

第一回瀬戸内国際芸術祭は会期中会場全体
で約93万人の来訪者を迎え，盛況の内に幕を
閉じた．観光振興という観点から見ると，芸
術祭は成功したと言うことができる．一方，
反省点としては夏の105日間の会期中に予想
を超える来場者が島々を訪れ，大混雑が起き
たことが挙げられる．第二回ではその反省に
基づき，開催期間を春（3月20日～4月21日），
夏（7月20日～9月1日），秋（10月5日～11
月4日）の3つに分散し，来場者が四季の変
化などにも触れられるよう工夫がなされた．
第二回開催時には会場はさらに広がり，瀬

戸内海の12の島および島々への船が出港する
高松，宇野でプロジェクトが展開された．男
木島も再び会場となり，2010年から続く7作
品（ジャウメ・プレンサ，川島猛とドリーム
フレンズ，高橋治希，漆の家プロジェクト，
オンバファクトリー，谷口智子，眞壁陸二．
この内，川島猛とドリームフレンズの2013年
作品名は「タイム・チューブとき まき つ
つの家」）に加え新たに矢野恵利子の「あたり
まえと当たり前と」，西堀隆史の「時の廊下」，
石塚沙矢香の「うつしみず」，栗真由美の「記
憶のボトル」，角文平の「AIRDIVER」，山口
啓介の「歩く方舟」，TEAM男木の「男木プロ
ジェクト」，アーサー・ファンの「光の家」，
昭和40年会の「昭和40年会男木学校」の9作
品が制作され，全部で16作品が集落内を中心
に展開していった．春・夏・秋の3会期計108
日の会期中に計49,712人が男木島を訪れた．
第二回瀬戸内国際芸術祭会場全体では
1,070,368人の来場者を迎え，季節別にみる
と前回開催時期と重なる夏会期が435,370人
で最多であり，秋会期371,984 人，春会期
263,014 人の順となっている. 6

4．サイトスペシフィックワークによって豊
かになる地域の景観資源―オンバに注目
して

⑴ オンバファクトリーの概要7

3節で見てきた通り，2010年の第一回芸術
祭開催以降，男木島では様々なアートプロ
ジェクトが展開しており，2016年1月現在で
も10作品が鑑賞可能である．その中でも，オ
ンバファクトリーによって展開されるプロ
ジェクトは，地域との関わりが非常に深い取
り組みである．ここではオンバファクトリー
の展開過程について見ていきたい．オンバ
ファクトリーは，第一回芸術祭開催時に，約
750点の公募プランの中から選ばれたプロ
ジェクトチームであり，2010年の期間中は香
川県を拠点とする5名の作家により活動が展
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開された．オンバファクトリー1期メンバー
は解散し，現在2期は2名のメンバーによっ
て活動が継続されている．
ここで，オンバファクトリーが制作に取り
組む「オンバ」とは一体どのようなものか，
簡単に確認しておきたい．2節，3節の部分
でも述べた通り，男木島は平地が非常に少な
く，急な坂道が集落内の通行道路である．か
つては人の肩幅ほどしか道幅がなく，運搬は
人力に頼っており，男性はオイダイと呼ばれ
る背負子に乗せて，女性は頭の上に乗せて荷
物を運んでいた．昭和50年代に道路整備が進
んだことで人力に代わって荷物を運ぶ手押し
車「オンバ」が登場した．2012年の時点で人
口の6割が65歳以上の高齢者であり，荷物の
持ち運びと同時に杖代わりになって歩行の負
担を減らすオンバは必要不可欠なものとなっ
ている．
オンバファクトリーではこのオンバを改造
し，持ち主一人ひとりに使い方や好みを聞き，
相談をしながらそれぞれ世界に一台だけのオ
リジナルのオンバ制作を続けており，これま
でに100台以上のオンバがオンバファクト
リーで作り出されている．
⑵ オンバによって豊かになる景観資源
ここからは，オンバファクトリーによって
制作されたオンバが一体どのように男木島の
景観資源を豊かにしているか確認していきた
い．オンバファクトリーで制作されるオンバ
は，農作物や買い物の荷物，時には郵便など
実に様々な物を運搬するのに使われている．
オンバは一人一台に限定されているわけでは
なく，畑用，外出用といった形で一人で二台，
三台を使い分けるケースも少なくないという
（小西編 2011）．来訪者が島内を歩けば，実
に様々な場所でオンバを押す女性たちに出会
い，時にはオンバの持ち主からデザインの由
来や形状の特徴について話を聞く機会もあ
る．筆者自身も，島内を徒歩で移動中オンバ
を押す女性と会話する機会にめぐまれたこと

がある．女性から，野菜を畑から家に運ぶの
に利用していること（ちょうど，オンバの上
にはトマト・ナス・キュウリなどが積まれて
いた），オンバがつえの代わりにもなってい
ること，現在使用しているオンバが二台目で
あることなどを伺い，オンバが生活に密着し
た存在であることが改めて浮き彫りになっ
た．
オンバには島でつくられる農作物や特産の

タコをはじめ様々なデザインが施されている
が，ここでは80年代以降島の観光資源として
とらえられてきた灯台と水仙のデザインに注
目したい．これまでつくられてきたオンバの
中で灯台，水仙は人気のあるモチーフであり，
2010年の取り組み開始直後から継続していく
つものオンバに描かれている．男木島灯台の
近くには水仙が群生しており，2節で取り上
げた水仙ウォークでも灯台周辺の群生地には
多くの人々が訪れる．島の北部に広がるこの
景観の影響もあるのか，灯台と水仙がセット
で描かれたオンバも見られる．
それでは，水仙，灯台がオンバに描かれる

ことには一体どのような意味があるのだろう
か．
オンバファクトリーのメンバーである大島

よしふみ氏はオンバが「島で動いていること
に意味がある作品」（小西編 2011）であると
語る．オンバはオンバファクトリーが作品化
する前から島の人々によって使われてきた，
島の生活に欠かせない道具の一つであり，デ
ザインに工夫をこらすことでオンバそのもの
がより魅力的な景観資源となったことは確か
である．
それに加えて，オンバに従来から存在した

景観資源である水仙や灯台が描かれること
で，これらの存在を知らずに島を訪れた人々
が，その存在をしるきっかけを与えていると
いう点は注目に値するだろう．灯台は集落か
らは距離があり港から直接は見えないし，水
仙も花が開花する時期に訪問しないかぎりそ
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の存在に気づかない場合も多い．
オンバファクトリーの取り組みによって，
オンバに島の景観資源が描き出されることに
よって，来訪者は例え水仙の咲かない季節に
男木島の集落を訪れたとしてもその存在を知
ることが可能になっている．しかもオンバは
荷物運搬，杖代わりなどの機能を持っており
集落のあちこちを縦横無尽に移動するため，
集落の様々な場所にいる来訪者がオンバを通
じて島の景観資源を知ることができるのであ
る．
最後にまとめておこう．オンバファクト
リーのメンバーによって制作され，島の女性
たちによって日々活用されるオンバはそれそ
のものが貴重な景観資源である．そこには島
でつくられる農作物や特産品のタコなど様々
なデザインが描かれ島の魅力を伝えている．
さらに，従来から男木島の重要な景観資源で
あった水仙や灯台がオンバに描かれ，オンバ
が集落内の様々な場所で活用されることで，
灯台を直接知らない来訪者や，水仙の季節外
に訪れた来訪者にも島の景観資源を伝えるこ
とが可能となっている．男木島ではオンバ
ファクトリーの制作したオンバによって島の
景観資源が2つの意味で豊かになったと言う
ことができるだろう．

本研究は平成25年度福武財団瀬戸内海文化研
究・活動支援助成「瀬戸内海地域固有の景観
資産の掘り起しに関する調査研究」（共同研
究 代表佐山浩）を受けたものである．
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総合誌「瀬戸内海」は，私が瀬戸内海につ
いての番組を作る際に，多くのヒントを与え
てくれます．そこに私が書く機会をいただけ
るのは，驚きであると同時に大変光栄なこと
です．同じような思いで誌面に目をとめた方
に，少しでも役に立てばとの気持ちから，個
人的な思いと仕事で取材した実感を中心に，
つたない文章ではありますが記してみたいと
思います．
私が東京から松山に転勤してきたのは2013
年6月でした．就職して20年あまりが過ぎて
いました．その直前の東京勤務では，長年勤
めてきた番組制作の現場を離れていました．
編成の担当についていたこともあり，上司と
相談してもういちど番組の制作現場にもどし
てもらった結果，松山赴任が決まった経緯が
あります．
この転勤の話が決まる少し前，偶然にも家
族旅行を計画していました．それが「瀬戸内
国際芸術祭2013」でした．私自身は，盛岡そ
して札幌の赴任経験があったので，北日本の
地理や文化には比較的明るい方でした．西日
本方面は修学旅行で京都と広島を訪ねた程度
で，ほとんど右も左もわかりませんでした．
それでも旅行の行き先を瀬戸内海に決めたの
は妻の希望でした．図書館に勤務しているこ
ともあって，ちょっと変わった島の芸術祭の

話題を耳にしてきたのでした．私たちが参加
したのは「夏」の会期中でした．芸術祭は「春」
と「秋」にも開催期間があります．瀬戸内海
のそれぞれの季節ごとの風景と食べものなど
の魅力に触れながら，ゆったりと芸術作品を
楽しめるようにと3つのシーズンに分かれて
いたことを旅行後に知りました．この年の開
催では26の国と地域から200組のアーチスト
が参加し，およそ107万人が来場したと記録
されています．前回にあたる2010年では来場
者数が93万8千人ということなので，数字だ
け見てもまちがいなく成功したイベントで
す．とりわけ「夏」は，学校の夏休み期間と
も重なるために多くの家族連れで瀬戸内海の
島々がにぎわっていたと記憶しています．こ
の瀬戸内海での経験は，私はもちろんのこと，
家族も，そして島を訪ねた多くの観光客に
とっても意外性にあふれていたと思います．
60年代の高度経済成長の時代に生まれ，教

育を受けてきた私にとって瀬戸内海は，教科
書に載っている「赤潮」や「工業団地」に代
表される海の印象でした．それが実際に訪ね
てみると海の透明度は抜群．島の小さな港を
歩けば小魚の泳ぐ姿が目に入り，さらには古
い民家や景観に溶け込んだアート作品が点
在．夜には海の幸をバーベキューにして頬張
るといった，まさに想像以上の体験でした．
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瀬戸内国際芸術祭では「体感」という独特の
スタイルをイベントの中核に据え，国内だけ
でなく海外の観光客からも共感を得たので
しょう．
その数か月後に，今後は仕事で瀬戸内海に
ふれる経験をしました．後輩ディレクターが
「ダーウィンが来た」という番組で瀬戸内海
の代表的な魚，タチウオを主人公にして制作
をすすめていたのですが，苦戦を強いられて
いました．年末に上司のプロデューサーか
ら，後輩がロケをしている宮島の水族館に向
かってくれと連絡があったのです．当初，そ
の後輩は豊後水道にいるタチウオを撮影しよ
うと松山から大分に通っていました．ところ
が潮の流れの速さに用意していた無人カメラ
は流され，思い通りの撮影ができずに断念．
タチウオ漁は冬の最盛期に入ったにも関わら
ず，その姿をビデオにおさめることができな
いでいました．そこでタチウオを通年飼育し
ている宮島の水族館に撮影の協力を依頼した
のです．宮島に向かうことになった私は，平
清盛ゆかりの地を訪ねることができること
に，内心は小躍りしていました．恥をさらす
ようですが，宮島が広島市の近くとの意識は
ありましたが，瀬戸内海の島という認識はあ
りませんでした．廿日市市街からフェリーに
乗り，宮島に近づくにつれて朱色の大鳥居が
見えて来たときには，本物かどうか半信半疑
だったことを思い出します．水族館に到着
し，スタッフの皆さんと打ち合わせをした後，
撮影の準備に入りました．暗い照明だけのタ
チウオ専用の水槽を前に，銀色に光る刀のよ
うな体を映すため，弱い明かりでも撮影でき
る高感度カメラを使いながら，夕方の閉館時
間から深夜にかけて収録を開始したのです．
タチウオは鋭い歯を持つ肉食魚です．立ち泳
ぎの状態から捕食するシーンを撮影したく
て，毎夜，水槽前にカメラスタッフとともに
座りこむことになりました．静まった夜中の
水族館では，うれしい出会いがありました．

タチウオの水槽の近くに2匹のスナメリが泳
いでいました．瀬戸内海の生態系の頂点に立
つネズミイルカの仲間，スナメリに見入って
しまった記憶があります．うすい灰色の体に
愛らしい表情は，いつまで見ていてもあきる
ことはありません．飼育員に聞くと，いまで
も瀬戸内海に野生の姿を見られるとのことで
した．大型の野生動物が生きる瀬戸内海はど
のような海なのか．スナメリを眺めるうちに
内海と呼ばれるようなイメージは薄れていき
ました．1週間ほどの宮島の滞在でしたが，
もう一つ驚いたことがあります．それは潮の
干満の差です．宿から水族館まで，厳島神社
の裏を通るのですが，鳥居のある入り江を回
り込むように道があります．それが干潮の時
間には歩いて渡ることができます．潮が満ち
ると，こんどは同じ場所とは思えないぐらい，
そして神社も水上に浮かぶようになります．
これには本当に驚かされました．こんなにも
干満の差があるとは思いませんでした．

そうした印象を持ちながら，再び瀬戸内海
に通うようになったのは2年前の2月のこ
と．番組の取材で瀬戸大橋の真ん中にあたる
架橋の島，与島を取り上げることになったの
です．番組とは中国・四国地方の共同制作「海
と生きる」シリーズの特集でした．このシ
リーズの1年目は「里海」というテーマをか
かげて2013年5月に放送を開始．「奇跡の宝
石箱 瀬戸内海」とのタイトルでした． 島々
の季節ごと，時間ごとに見せる様々な表情を
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映像に捉え，古くから多くの旅行者を惹きつ
けてきた歴史に触れると同時に，その美しい
瀬戸内海は，過疎・高齢化・耕作放棄地と問
題が山積みであることを紹介します．21世
紀，人は海とどんな関係を築いていくべきな
のかを問いかけました．人が手を加えること
で海を活性化させる「里海」の営みと，それ
まで価値がないとされてきた地域の資源をい
かす「里山資本主義」という考え方を示し，
地方の新たな活路を提示したのです．一方で
私が参加した2年目のシリーズは，2014年4
月の放送からスタート．1934年に日本初の国
立公園に制定された「瀬戸内海国立公園」に
クローズアップします．国立公園制定80年と
いうタイミングでした．広島局と松山局チー
ムの合同検討会を重ねる中で，瀬戸内海国立
公園は全国的にも珍しい「人が暮らす国立公
園」であることに注目したのです．もちろん
時代ごとに瀬戸内海の国立公園としての位置
づけやその扱いは大きく変化します．高度経
済成長やバブル景気などによって瀬戸内海の
島で暮らす人々は，何を得て何を失ったのか
を問うことが，海とともに暮らす私たちに
とって重要なメッセージになるのではないか
と思いいたったのです．番組では作家の高橋
源一郎さん（広島県尾道出身），そして女優の
木内晶子さん（香川県出身）に出演してもら
いました．この番組の制作をすすめている
時，私にしては珍しく書き記した文章が残っ
ています．個人的にある論文を執筆してい
て，その冒頭に書いたものです．
『最近，仕事の関係で「瀬戸内海国立公園制
定80周年」をテーマに調べをすすめている．
古くから海運の要所として栄え，戦後は臨海
工業地帯の一大拠点として日本の高度経済成
長を支え，いま私たちはこの海域・地域から
何を学び知ることができるのか頭を悩ます
日々が続いている．一方で論文を作成するに
あたり，研究テーマに掲げた「持続可能
（sustainability）」のキーワードにヒントを見

いだしている．瀬戸内は，国内に30か所ある
国立公園の中でも他にはない大きな特徴があ
る．それは「閉鎖性海域であって多島海」，そ
のうえ原生的自然が乏しく，圧倒的に私有地
が多い（72.2％，全国立公園平均25.6％）とい
う特色があげられる．つまり昭和初期に瀬戸
内の海を基盤とした人の営み，その営みが紡
ぎ出す人文的な景観によって国内で初めて国
立公園として制定された．戦争や急速な工業
化，3つの連絡橋の開通など国の情勢に左右
され大きく変ぼうしながらも，わずかに残る
島しょの生活には，日本の画一化に反した独
自の風土や文化が残っている．そのことが社
会の持続可能性を見いだせると再評価の動き
がでている．瀬戸内の景観には自然・歴史・
文化の重層性と多様性があるという．』
この文章を書いているころは，取材もまだま
だこれからといった段階でした．訪ねた与島
の方から塩飽水軍の話しや，人名制度を引き
継ぐ組合がいまでも残っていることを教えて
もらい，なんと自分の知識や認識が甘かった
のかを知ることになります．この番組のタイ
トルは「瀬戸内海 人が暮らす国立公園」．
1988年，瀬戸大橋の開通に瀬戸内地方はわき
あがる場面から番組は描きはじめます．時代
はバブル経済期，瀬戸大橋に続いて淡路海峡
大橋，しまなみ海道も着工され瀬戸内海は大
きな転機を迎えます．瀬戸内の島々では，交
通の不便さの解消だけでなく観光や企業誘致
を通じた経済効果，雇用の拡大に期待された
ことを紹介．香川県坂出市の与島でも，瀬戸
大橋開通とともに巨大な観光施設があったこ
とにふれます．ところが四半世紀が過ぎ，そ
こには大量のガレキが広がっている現状を紹
介し，与島の問題というよりは現代社会の地
方が抱える普遍的なメッセージを描き出そう
とします．もう一つ注目した事実が「海砂問
題」です．高度経済成長の後期は，海の景観
にも変化がもたらされます．島も含めた海岸
は，次々と護岸工事が行われ，瀬戸内海の自
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然海岸は減り続けます．そして海の中でも劇
的な変化が起きます．70年代から瀬戸内海で
は大型の作業船が海底に堆積している「海砂」
を大量に採取．海砂は良質なコンクリートの
材料として高度経済成長を支えます．都市の
ビルなどの建造物はもちろん，港湾工事や高
速道路，さらには新幹線の工事にも使われま
した．一方で海の食物連鎖を支えるイカナゴ
が生息できる砂地が海底から減り続け，瀬戸
内海のマダイなどの魚は小さくなったと漁師
さんは証言してくれます．豊かさとは？幸せ
とは？時が過ぎ，いまだから知ることができ
る，いまだから伝えられることとは．私たち
はいかに生きるのか？番組の制作を通じて，
この問いと常に向かい合うことになりまし
た．
こうした経験は2015年12月に四国向けに放
送したシリーズ番組「しこく戦後70年」の最
終回にも引き継がれます．都市との経済格差
や過疎など，逆境を乗り越えようと四国の人
たちが下してきた「決断」に迫ることをねら
いに，同僚のディレクターたちと取材に入り
ます．不漁や価格低迷に直面し，養殖へと転
じた漁師たちの決断．田舎を積極的にアピー
ルする逆転の発想を取り入れた高知のゆずの
村の決断．アートの可能性にかけ，島の将来
を託した住民たちの決断．吉野川河口堰をめ
ぐる住民投票や伊方原発の誘致の決断など，
先人たちの決断の知られざる背景を探り，四
国の未来を考えるものとなるようにとの願い
を番組に込めます．スタジオの出演者には，
山本一力さん（高知出身の小説家），鴻上尚史
さん（愛媛出身の作家），そして島崎和歌子さ
ん（高知出身のタレント）を迎え，ほかにも
地元で活躍する人に松山のスタジオに来ても
らいました．いずれの「決断」にも善し悪し
について番組では言い切れません．とくに原
発の問題では，出演者はもちろん，住民の方
でさえいまだに迷いの中にいるのが現実で
す．そのありのままを，何が起きていたのか

を伝えるのはもちろん，ひもとくことさえ短
い期間の取材のなかでは困難なことだと改め
て気づかされます．
まったく違った角度から，瀬戸内海をとり

上げる機会もありました．2015年1月放送の
「さわやか自然百景・瀬戸内海 備讃瀬戸」と
題した番組です．松山局の後輩ディレクター
が手がけた番組です．自然番組の制作を専門
としてきた私も参加することになり，12月の
ロケに入りました．この番組は，自然番組と
はいっても「ダーウィンが来た」のような生
きもの番組と違い，あくまでもその土地の成
り立ちやその環境ならではの生きものを紹介
する「自然環境」番組です．わずか14分しか
ない番組では，撮影できた生きものを次々に
紹介しがちになります．こうなると単なる
「生きもの図鑑」になってしまいます．その
土地の風景や登場する生きものに，たとえ推
論であっても意味づけがなされないまま構成
すると，それは番組名がつかない「フィラー」
と呼ばれるものになってしまいます．とは
言っても，この制作では大きな壁がありまし
た．備讃瀬戸という限られた海域を対象にし
て，瀬戸内海ならではの自然環境の特徴を紹
介しようと後輩と取材を進めるのですが，
個々の島はもちろんのこと，海域の地理的特
徴をとりあげた研究論文や資料，主な研究者
が見つかりません．国立公園の制定の特殊性
はよくわかっていたつもりでしたが，正直な
ところどう自然を描いたらよいものか慌てま
した．こうなると実際にロケをして，自分の
目で見るしかありません．するとロケ前から
話には聞いていた潮流の多さ，その速さに驚
かされます．島と島のあいだ，小さな海峡と
もいえる「瀬戸」が川のような潮の流れを作
り出すことを知りました．これは番組をご覧
いただいた方にも発見だったようです．村上
水軍や塩飽水軍もこうした潮流を巧みに利用
して，動力の弱い船であっても大量の物資を
島から島へと運んでいたことでしょう．瀬戸
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内海は通えば通うほど新たな発見に出会うこ
とができる不思議な海です．
現在，3月放送に向けて四国ローカルの番
組に取りかかっています．ＮＨＫの水中カメ
ラマンが四国を取り囲む「太平洋」「瀬戸内海」
「宇和海」の海に潜り，それぞれの海の特徴と
特有の生きものを紹介しようとしています．
同時期に3つの海を訪ねる経験はまたとない
チャンスです．私自身はディレクターなので
ダイバーであるカメラマンたちを船上で監視
するのが役割です．船上にいる間，船長さん
と話をしたり，その場の風や波を体感するこ
とができます．年末から取材をはじめました
が，冬だからこそ3つの海の違い，とりわけ
瀬戸内海が特徴的であることを改めて肌身で
感じています．

今年は再び「瀬戸内芸術祭」が開催される
年にあたります．どんな発見に出会えるの
か，どんなテーマを番組という武器を使って
発信できるのか．これからも思い悩み，総合
誌「瀬戸内海」を手にすることでしょう．
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瀬戸芸・直島の小島



会 員 レ ポ ー ト

１．はじめに
京都府は瀬戸内海に面してはいませんが，
瀬戸内海に流入する河川は府内各地に所在し
ています．豊かで美しい海の水質を保全する
ために，府内の工場や事業所への規制の面か
らは，上乗せ条例や横出し規制等により，瀬
戸内海流域等に厳しい排水基準を適用してい
ます．
さらに，府民の身近な水環境への関心を高
め，主体的な環境保全の取り組みを広げるた
めに，「身近な川の生物調査（水生生物調査）」
と呼ばれる一般府民向けの啓発事業も実施し
ています．本事業は，例年瀬戸内海環境保全
協会の「里海づくり事業」の補助を受けてい
ることから，本レポートでは当該事業の概要
及び実施結果等についてご紹介します．

２．水生生物調査の取り組み概要
水生生物調査とは，河川の水生生物の生息
状況を調査することで，参加者自らが河川の
水質を判定するという事業です．調査の概要
としては，河川で確認されたカゲロウ，サワ
ガニ等の指標生物の種類及び数から，河川の
水質を「きれいな水」，「ややきれいな水」，「汚
い水」又は「とても汚い水」の4階級に判定す
るものです．子どもから大人まで誰でも調査
に参加でき，その調査を通して水質の多様な
影響を考えるのに役立つという特徴を持って
います．
本府では「身近な川の生物調査」として，
昭和59年度から毎年6月～10月にかけてこの
事業に取り組んでいます．参加者には図－1
に示すような，調査方法が記載されたパンフ
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京都府における水環境保全の取り組み
－水生生物調査による啓発活動－

京都府環境部環境管理課

図－１ 上：水生生物調査冊子（一部抜粋）
下：下敷き

（環境省水・大気環境局及び国土交通省水管理・国
土保全局編）



レットや，指標生物が階級ごとに写真付きで
まとめられている下敷き等を無償で提供して
います．初めて調査に参加される方でも，本
資料を参考に調査を実施することができま
す．
参加者の募集は，府広報誌，ホームページ，
学校，府保健所等を通じて行っており，近年
では1,000名を超える府民に参加いただいて
います．内訳としては，小学校・中学校・高
等学校といった学生の参加が最も多く，年間
参加者総数の約8割を占めています．
平成26年度の事業結果は，図－2のとおり
です．27団体，計1,043名に参加いただき，府
内の河川40地点の水質の判定を行うことがで
きました．調査結果としては，水質階級が「き
れいな水」及び「ややきれいな水」と判定さ
れた地点を合わせると全体の90%（36地点）
となり，全体的に水質は良好なことが分かり

ました．なお，過去5年分の参加状況及び調
査結果等はホームページ上で公表しています
（http://www.pref.kyoto.jp/suishitu/suiseisei
butu.html）．
例年多くの方に参加いただいていますが，

参加者は数年前から減少傾向にあり，新規団
体の参加者も横ばい傾向でした．また，事業
後に実施しているアンケートの中には，「自
分達だけで水質の判定を行うのが難しい」，
「初めての参加でどのような準備が必要か分
からなかった」という参加者の声もありまし
た．そこで，より多くの府民に気軽に参加い
ただくために，平成27年度の事業から，府職
員による調査の補助及び調査用器具（ネット，
水メガネ等）の貸出といった新たな取り組み
を開始しました．その結果，新規参加団体も
前年度に比べて増加し，スムーズな調査の実
施に貢献できました．また，府職員としても
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図－２ 平成 26 年度調査結果図



府民と交流できる貴重な機会が増え，非常に
良い経験となりました．

さらに，職員の手により，現場での生物採
取法や判別の難しい水生生物の同定の仕方等
を解説したビデオを作成しました．今後，教
育機関や一般への配布を通じて，参加者拡大
に向け活用していくこととしています．

３．おわりに
平成27年度の事業後のアンケートでは，「生

き物の種類を分かりやすく教えていただき，
結果報告書の作成に非常に役立った」，「子ど
も達に好評で，今後も定期的に調査に参加し
ていきたい」等のご意見をいただきました．
また，参加した児童からは，「意外と多くの

生物が川にいることに驚いた」，「魚やエビを
捕まえることができて楽しかった」等の感想
がありました．
今後も引き続き本事業を実施し，より多く

の府民の皆さまに，身近な川に棲む様々な生
物と直に触れあい，水環境について再認識で
きる機会を提供することで，豊かで美しい瀬
戸内海の実現に少しでも貢献できればと考え
ています．
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図－３ 作成したDVD

写真 水生生物調査の様子



会 員 レ ポ ー ト

１．はじめに
本県は，三方を瀬戸内海，日本海，響灘と
異なった特色のある3つの海に開かれ，全国
でも6番目となる約1,500kmの長い海岸線を
有しています．
このことから，海洋ごみ対策は本県の重要
な課題であり，今回は，瀬戸内海の海洋ごみ
の現状をお伝えするとともに，本県の海洋ご
み対策について紹介します．

２．瀬戸内海における海洋ごみの特徴
瀬戸内海は周りを本州，四国，九州に囲ま
れているため外洋との海水の交換がされにく
い海域（閉鎖性海域）です．このことから瀬
戸内海における海洋ごみの多くは，海外から
流入したものではなく，周辺の流域から流れ
込んだものだと考えられ，私たち自身の問題
といえます．現に，瀬戸内海の海洋ごみの大
半は，プラスチックやレジ袋などの生活ごみ
であり，陸域で捨てられ川を伝って流れ込ん
だものだと考えられます．

環境省が平成19年度に瀬戸内海で実施した
海底ごみの発生実態調査では，53地点（図－
1参照）のうち，1地点を除くすべての地点
で海底ごみが確認されました．これは，海底
ごみが瀬戸内海の一部にたまっているのでは
なく，広域的に存在しているということを示
しています．本調査では，瀬戸内海には約1
万3千トンの海底ごみが存在していると推計
しています．

３．県の海洋ごみ対策の取組について
平成21年7月に，海岸漂着物対策の推進を

図り，美しく豊かな自然を保護するため，「美
しく豊かな自然を保護するための海岸におけ
る良好な景観及び環境保全に係る海岸漂着物
等の処理の推進に関する法律」（「海岸漂着物
処理推進法」）が制定・施行されました．
こうした中，県では，海岸漂着物等による

環境，漁業，観光等への深刻な影響を考慮し，
「やまぐちの美しい里山・海づくり条例」を踏
まえながら，海岸漂着物処理推進法に基づく
「山口県海岸漂着物対策推進地域計画」を平
成23年9月に策定し，その後，取組の拡大を
図りながら，海洋ごみ対策を総合的・効果的
に推進しています．
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山口県の海洋ごみ対策について

山口県環境生活部廃棄物・リサイクル対策課

海岸に漂着したポリタンクなど（長門市）

出典：環境省パンフレット

出典：環境省 海底ごみの発生実態調査［H19］
図－１ 瀬戸内海における海底ごみの確認地点



⑴ 海洋ごみの回収処理対策について
長い海岸線を有する本県では，毎年，漂着
するごみが景観などに重大な影響を及ぼして
います．
こうしたことから，本県では，国の補助金
を活用し，市町管理海岸や観光利用が中心と
なる海岸における漂着物の回収処理対策への
支援を行っており，平成27年度からは，海岸
漂着物に加え，産業活動への影響が顕在化し
ている漂流・海底ごみの回収・処理対策を支
援対象として拡大しました．

⑵ 海洋ごみの発生抑制の取組について
海洋ごみの発生抑制のためには，より幅広
い県民に対して，海洋ごみの現状や海岸の景
観保全の必要性を啓発するとともに，ポイ捨
て防止の気運を醸成することなどが重要で
す．
このことから，本県では，平成27年度の新
たな取組として，「やまぐちのキレイな海岸

フォトコンテスト」と「海洋ごみフォーラム」
を実施しました．
「やまぐちのキレイな海岸フォトコンテス

ト」では，県内外から500点を超える作品の応
募があり，瀬戸内海に面した周南市で開催さ
れた「海洋ごみフォーラム」では，県内の取
組の事例発表を行うとともに，全国で海洋ご
みの発生抑制対策に取り組んでいる一般社団
法人ＪＥＡＮ（ジーン）の金子代表理事によ
る基調講演において，国内外の海洋ごみの現
状や一人ひとりにできる取組などについて説
明していただきました．

⑶ 日韓海峡海岸漂着ごみ一斉清掃について
日韓海峡沿岸県市道交流会議において，海

の環境美化に対する意識啓発を図るため，日
韓8県市道（山口県，福岡県，佐賀県，長崎
県，釜山広域市，全羅南道，慶尚南道，済州
特別自治道）が共同した海岸の一斉清掃等を
平成22年度から実施しています．

5月から7月までの一斉清掃期間中，下関
市，長門市，萩市，阿武町の各地の海岸にお
いて，地元のイベントとタイアップするなど，
様々な形で海岸清掃が実施されており，毎年，
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山口県の海洋ごみ対策の推進体制について

ビーチクリーナーによる漂着ごみの回収（光市）

海洋ごみフォーラムの様子（周南市）

集合写真（下関市）



多数の地域住民やボランティアの参加を得
て，多くの漂着物が回収されています．
6回目の取組となる平成27年度において
は，延べ109箇所の海岸で，114ｔの海岸漂着
ごみを回収しました．
特に，平成27年度は，この一斉清掃が「日
韓国交正常化50周年」の記念事業として認定
を受け，日本と韓国の両国民がお互いの社会
や文化などを理解し，友情を深めるきっかけ
にもなりました．

⑷ 海岸漂着物調査について
県では，「ごみを捨てない心，海の環境を守
ろうとする心」を育むため，長門市，下関市
の海岸において，地元の市や小・中学校の協
力のもと，海岸漂着物調査を行っています．
平成27年度は，長門市，下関市の計4海岸
において，海岸に漂着したごみを回収し，国
内と海外製品に分けて重量と個数を測定しま
した．

なお，本調査データは，（公財）環日本海環
境協力センター（富山県）に提供し，海岸漂
着物の経年変化の基礎資料として活用されて

います．

４．おわりに
皆さんが海岸で見かける漂着ごみについて

は，国外から流入するものだけでなく，私た
ちの生活から排出したごみも含まれているこ
とを忘れてはいけません．
一つひとつは小さな取組でも，積み重ねる

と大きな効果を生みます．街中でポイ捨てを
しないことや日頃から自分のまわりのごみを
拾うなど，今何ができるかを考えて，そので
きることからはじめてください．
本県としても，美しい海岸をしっかりと守

り，次の世代に引き継いでいくため，県民の
皆様や関係団体，市町，海岸管理者等と連携
し，海洋ごみ対策に取り組んでいきますので，
引き続きご協力をお願いします．

［参考資料］
・瀬戸内海の海ごみ問題について（環境省）
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海岸清掃の様子（下関市）

漂着ごみの分別の様子（長門市）

裸足であそべる、海っていいな



会 員 レ ポ ー ト

１．行橋市、みやこ町の概要
行橋市は瀬戸内海の西部に位置しており気
候は温暖で，豊かな自然環境のなかで京築地
区の中核都市として発展してきました．平成
27年9月末の人口72,760人で市の面積は，
70.05㎢あります．
みやこ町は行橋市に隣接した町で，人口
20,884人，面積151.34㎢で肥沃な田園地帯が
広がっています．
私の属している行橋みやこ衛生連合会はこ
の行橋市とみやこ町の地区衛生組織によって
組織されています．

２．豊前海干潟と２本の川と地域住民
行橋市，みやこ町には，英彦山を源流とす
る二級河川の「今川」と同じく英彦山を源流
とする二級河川の「祓川」があります．
「今川」は添田町を起点に赤村，みやこ町
と流れ行橋市で周防灘へ注いでいます．流域
延長31.63㎞，流域面積73.7㎢と福岡県内5番
目に長い川です．

平成25年8月6日には，添田町，赤村，み
やこ町，行橋市で構成された「今川流域市町
村連絡協議会」を発足いたしました．協議会
の目的は，今川の自然環境を守るため，流域
の行政や地域住民が一体となって，より豊か
で快適な地域づくりを推進し，今川の自然を
後世に残すことを目的としています．平成27
年11月1日は，今川上流域の草刈りを地域住
民，北九州市，行橋市，近隣の市町村のボラ
ンティア等，計約400人参加で行いました．
11月22日には植樹活動を実施しました．こ

れは今川の環境保全・景観美化を目的とした
ものですが，海の環境保全を考えるには，ま
ず里山の植樹が重要であるという考えかたに
基づくものです．
地域住民の活動としては，今川下流域の行

橋市で年に2回6月と10月に流域の地元住民
約300人による今川清掃活動を実施しており
ます．
この地域住民の清掃活動の写真は，今川下

流域の行橋市での活動風景ですが，中流域の
みやこ町も同様の清掃活動が実施されていま
す．
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豊前海干潟と２本の川と地域住民

今川上流域の草刈りの様子

行橋みやこ衛生連合会
環境係長 西 村 康 志

今川下流域の清掃活動の様子



「祓川」はみやこ町から行橋市へと流れ，
流域延長は31㎞あります．
また，祓川の河口付近には，行橋市立今元
小学校があり，長年にわたって「水辺海辺の
教室」を実施し，環境についての講話や海岸
での清掃活動を行っています．また，平成27
年9月には，北九州市水環境館の先生を招い
て学校の前を流れる祓川で水辺の生きもの教
室を実施しました．学校の前は河口であり，
干潟になっており，全国でも有数の面積を誇
る豊前海干潟の一部です．生きもの教室で
は，小学生40人が参加し，全国的にも珍しい
「イドミミズハゼ」，タツノオトシゴの仲間の
「ガンテンイシヨウジ」，福岡県のレッドデー
タブックに記載されている「シマヘナタリ」
を見つけ，児童たちも自然の大切さを学んだ
ところです．
今回の水辺の教室には，出てきませんでし
たが，豊前海には，「カブトガニ」や「アオギ
ス」も生息した貴重な海でもあります．これ
らは，ともに福岡県のレッドデータブックに
記載されているものです．

３．海岸を利用したイベント
また，行橋市の長井浜では，平成27年7月
にＪＶＡビーチバレーボールのトッププロの
大会や高校生の全国大会県予選等の大会を実
施しました．
これに先がけて，海岸の清掃活動を地元の
企業である九州日産工場のボランティア団体

をはじめ多くの団体，個人，選手が清掃活動
にたずさわっていただきビーチバレーができ
る美しい海岸になりました．

また，兵庫県明石市で行なわれた全国ビー
チサッカー大会で「ドルソーレ北九州」はア
マチュアチームとして優勝しました．長井浜
は「ドルソーレ北九州」のホームグランドと
しての練習場にもなっています．週に1回
は，選手や支援者による清掃活動も実施して
おります．

行橋市では現在，この美しい豊前海の海岸
をなんとか活用できないかと模索しておりま
す．平成28年1月には，豊前海の海岸沿いを
走るハーフマラソン大会を初めて実施し，
2,275人が参加しました．
人が川や海に興味を示し，川や海にもっと

近づき，地域住民，ボランティア団体，企業，
自治体が協力し合い，環境保全の目標に向
かって行動すれば川や海もきれいになると考
えます．そのような考え方，行動が定着でき
れば，自然を未来の世代に残せると考えます．

― 60 ―

今元小学校「水辺海辺の教室」

海岸の清掃活動

豊前海干潟



会 員 レ ポ ー ト

１．はじめに
環境省では，家庭部門の温室効果ガス排出
削減を進めるため，地球温暖化や省エネ家電
などに関する幅広い知識を持った診断士が，
各家庭の実情に合わせて実行性の高い省
CO2・省エネ提案・アドバイスを行う「うち
エコ診断」を推進しています．
この「うちエコ診断」の取り組みは，平成
20年度に兵庫県に所在する公益財団法人地球
環境戦略研究機構（ＩＧＥＳ）関西研究セン
ターが主体となって，ＣＳＲ活用型省エネ・
ＥＳＣＯ診断スキームを通じた体系的国民運
動展開事業として，家庭から排出される二酸
化炭素を「見える化」し，各家庭のライフス
タイルに応じた削減対策を個別に提案するこ
とを目的に実証的な取り組みとして始まりま
した．
事業開始当初は，県内の企業が参加した「兵
庫県うちエコ診断協議会」をＩＧＥＳ関西研
究センターが運営し，企業のＣＳＲ活動の一
環として社員家庭を対象に診断事業を展開
し，その後，平成22年度からは当協会が中心
となって広く県民を対象とした事業として展
開してまいりました．
その後，平成23年度からは，家庭部門から
の二酸化炭素の排出量削減を推進するため，
環境省が全国展開を進め，平成26年度からは
本格的に「家庭エコ診断」事業として全国で
実施されています．

２．うちエコ診断とは？
家庭の年間エネルギー使用量や光熱費など
の情報をもとに，各家庭のエネルギー使用量

や地域性，家庭のライフスタイルに合わせた
二酸化炭素排出量や光熱費削減に効果的な対
策を具体的情報と合わせて提案することで，
国民の低炭素ライフスタイルへの転換を促進
し，家庭部門からの二酸化炭素削減を実現す
ることを目的としています．
⑴ ご家庭に合わせたオーダーメイドの温暖
化対策
ご家庭の住まい状況や世帯人数，お住ま

いの地域や住まい方によって，効果的な温
暖化対策は異なります．ご家庭のお住まい
と住まい方の状況から，効果的な温暖化対
策を提案します．

⑵ 専門知識を持った「うちエコ診断士」が対
面で診断
地球温暖化問題や家庭の温暖化対策につ

いて知識を持った「うちエコ診断士」が診
断を行います．診断の場で，なぜ？どうし
て？について分かりやすくお答えします．

⑶ その場ですぐ見える，分かる
環境省が所有する専用ソフト（うちエコ

診断ソフト）を用いて，診断の場でご家庭
のエネルギー使用量や年間光熱費，二酸化
炭素排出量までわかりやすくお見せしま
す．1年間にどこにどれだけエネルギーを
使っていて，どれくらい光熱費を節約でき
るのか一目で分かります．

⑷ 具体的な情報を提供するから，対策実施
のポイントがすぐ分かる
診断後にすぐに対策ができるように，具

― 61 ―

「うちエコ診断」で各家庭に合わせた
オーダーメイドの温暖化対策を推進

（公財）ひょうご環境創造協会



体的な情報を提供します．
具体的にどうすればいいの？どこで売っ
ているの？といった質問にお答えします．

３．診断結果と二酸化炭素削減効果
全国の家庭からの二酸化炭素排出割合の状
況は，図－1のとおりでした．

また，近畿地方でも全国平均と同じような
傾向となっています．（図－2参照）

うちエコ診断を受診されたご家庭におい
て，診断時に提案させていただいた対策に取
り組んでいただいた結果，全国平均で1世帯
あたり約1,287㎏-CO2/年間・世帯の二酸化炭
素削減効果がありました．また，これらの取
り組みにより1世帯あたり年間で約79,529円
の光熱費の削減効果もありました．

当協会では，これまでの累計で約4,500件の
診断を実施しており，診断実施件数では，全
国トップクラスとなっています．今後もうち
エコ診断の実施等を通して，県民に二酸化炭
素削減を呼びかけていく予定です．

４．受診者の声
・今まで，省エネに対してあまり協力的では
なかったが，診断を受け関心を持つことが
でき，できることから実行していく気持ち
になった．

・正直あまり我が家には関係ない結果になる
かもしれないと思いながら，少し興味が
あったので診断していただいたのですが，
取り組む部分がかなりあり，意識改革もで
きました．

・今まで節電できるのは，水・コンセントく
らいと思っていましたが，あらゆるところ
にあるのにびっくりでした．

・家族と省エネの事を話し合う機会になって
よかった．知らないことを知ることができ
て，できそうなことを提案いただいて大変
参考になった．

という感想をいただいています．

５．受診するには？
当協会は，うちエコ診断実施機関の認定を

受けています．受診料は無料ですので，ご興
味のある方は，ぜひ受診してみませんか？
⑴ 申し込み

「申込書・事前調査票」をご記入後，
窓口へ申し込む．

⑵ 日程調整
お申込みをたいだいた後，当協会から

日程（土日祝含む）等の調整のためご連
絡します．

診断受診方法として，以下の4つがありま
す．
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図－１ 全国の家庭からの二酸化炭素排出割合

図－２ 近畿地方の家庭からの二酸化炭素排出割合



訪問診断：ご自宅に訪問して実施
窓口診断：当協会（神戸市須磨区）の事

務所で実施
会場診断：イベントやお近くの市役所，

公民館などの会場で実施
団体診断：企業や団体等の方を対象に各

施設で実施

⑶ 診断の実施
「うちエコ診断士」が家庭の方々とコ

ミュニケーションをとりながら，省エ
ネ・省CO2対策をご提案します．診断実
施時間は，45分～60分です．
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※図については、環境省「うちエコ診断」紹介パンフレットより引用

【お問い合わせ】
公益財団法人ひょうご環境創造協会 環境創造部 温暖化対策課 うちエコ診断担当
TEL 078-735-2738
E-mail uchi-eco@eco-hyogo.jp
HP http://www.eco-hyogo.jp/global-warming/center/uchieco/



研 究 レ ポ ー ト

1．はじめに
大阪湾奥部では，古くは江戸時代より干拓
による埋め立てが行われていたが，戦後の高
度経済成長期の港湾整備と沿岸開発により自
然海浜はほぼ消失した．沿岸域には人工島を
含む複雑な閉鎖性水域が出現し，現在，富栄
養化や貧酸素化など水環境の劣化を引き起こ
している．しかし，沿岸地形の変化と水環境
劣化の関係は，未だ明らかになっていない．
従来，埋め立て等の開発事業では，周辺海
域に限定した港域スケールの環境（流動，水
質，底質，生態系等）の影響評価にとどまり，
湾灘スケールに及ぶ流動構造や物質循環系へ
の影響についての評価はなされてこなかっ
た．しかしながら，事業の周辺海域への影響
は軽微であっても，湾灘スケールの物質輸送
に大きな影響が及ぶ可能性も考えられる．
本研究では，大阪湾沿岸の地形改変が港域
スケールおよび湾灘スケールの流動構造と物
質輸送・循環に及ぼす影響について，数値解
析により定量的に明らかにすることを目的と
している．研究開始年である平成26年度に
は，過去（1930年代）と現在の大阪湾の地形
データを基に三次元流動シミュレーションを
行い，湾奥部の地形改変が流動構造と物質輸
送に及ぼす影響について解析を行った．

2．方法
流動計算には準三次元流動モデル

ECOMSED1）を使用した．播磨灘と紀伊水
道を含む東部瀬戸内海を計算領域とし，水平
計算格子は大阪湾東部で250m，それ以外で
500mに分割した．湾奥部に多数存在する防
波堤は，格子間の水平方向フラックスを無視
することで考慮した．鉛直方向にはσ座標系
を採用し，15層に等分割した．水平および鉛
直方向の渦動粘性係数・渦動拡散係数は，そ
れぞれSmagorinskyモデルとMellor-Yamada
2.5レベルモデルにより評価した．
気象条件は気象庁により毎時測定されてい

る19地点の地上気象観測データを基に設定し
た．気温，相対湿度，海面気圧，雲量，降水
量，全天日射量については空間平均値を計算
領域内で一様に与え，風場については通常
Kriging法により作成した空間分布を与えた．
陸域からの流入条件は，大阪湾については西
田ら2）の方法に基づいて36河川に集約して与
えた．播磨灘と紀伊水道については，一級河
川のみを考慮し，国土交通省水文水質データ
ベースよりH-Q式を構築し流量を与えた．
開境界条件には気象庁により計測されてい

る実測潮位（高松，宇野，白浜，阿波由紀）
の変動を与え，海上は線形で補間した．水温
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大阪湾沿岸域の地形改変が港域スケール・湾灘スケールの
物質循環に及ぼす影響解析

平成26年度「大阪湾圏域の海域環境再生・創造に関する研究助成」

中谷 祐介*1・西田 修三*1

＊1：大阪大学大学院工学研究科

●略歴 1983年
2011年
2012年
2013年

京都府生まれ
大阪大学大学院工学研究科修了 博士（工学）
東京大学大学院新領域創成科学研究科 助教
大阪大学大学院工学研究科 助教



と塩分については，徳島県立農林水産総合技
術支援センターおよび岡山県農林水産総合セ
ンターにより境界近傍で月1回の頻度で測定
されているデータを与えた．
計算期間は助走計算も含め，2011年12月1
日から3月1日までとした．再現性について
検証を行った後，無風条件下において，現況
地形を用いた計算結果と，地形条件のみをま
だ埋め立てがそれほど進行していない1930年
代の条件に変更した場合の計算結果を比較す
ることで，地形改変の影響を調べた． また，
浮力を無視した中立粒子を湾奥部沿岸の最深
層に配置し，粒子を沿岸底層水に見たてて挙
動を追うことで，地形改変が物質輸送場に及
ぼす影響を調べた．

3．結果と考察
エスチュアリーでは，陸域からの淡水流入
により駆動される密度流が最も重要な流動の
一つである．数値モデルの再現性検証の一例
として，神戸港波浪観測塔における表層1m
の塩分変動について観測値と計算値の比較を
図－1に示す．観測データには国交省近畿地
方整備局によりweb公開されている大阪湾水
質定点自動観測データを使用した．河川出水
による短期的な塩分変動が数値モデルでも再
現されており，海域における淡水の挙動を精
確に再現していることがわかる．
大阪湾奥部における残差流系と期間平均密

度σt（2月13日～28日の15日間平均）の水平
分布について，地形条件の違いよる比較を図
－2に示す．水深1mの分布をみると，淀川
や神崎川から流出した低密度水は，現況地形
では西宮沖防波堤と新島の間を抜けて沖合へ
拡がっている一方で，過去地形では淀川河口
より岸に沿って北上し，尼崎港や西宮港付近
を流れている．また，いずれの地形条件にお
いても沖合では潮汐フロントに沿った流れが
確認できるが，現況地形では神戸空港沖で西
流に変わり明石海峡に向かうのに対し，人工
島のない過去地形では北岸にぶつかるまで北
上し，岸を右手にみながら神戸港付近を流れ
た後に明石海峡へ流出している．
また，水深5mの分布をみると，エスチュ

アリー循環に起因する高気圧性循環流（西宮
沖還流）が確認できるが，現況地形では新島
の南西沖に小さく形成されているのに対し，
過去地形では淀川河口沖を横切るように流れ
ており，その規模や流速は大きい．
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図－１ 神戸波浪観測塔における表層１mの塩分変動

図－２ 地形改変による残差流系と期間平均密度の分布の変化
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図－3に底層に配置してから48時間経過後
の粒子の水平分布を示す．現況地形では粒子
の多くが港湾内にトラップされているのに比
べて，過去地形では上述の流動構造の変化に
伴い，堺泉北港沖から北西に向かって大きく
輸送されている様子が見てとれる．この結果
は，地形改変により流れの停滞性が強くなっ
たことが，湾奥部における水質汚濁および生
態系劣化の一因である可能性を示唆してい
る．

M2潮流振幅の水平分布について，地形条
件の違いによる差（現況地形計算値から過去
地形計算値を差し引いた値）を図－4に示す．
湾西部では広範囲で潮流振幅が小さくなって
おり，明石海峡付近では最大－3cm/sの変
化が生じる等，沿岸部の地形改変によって湾
全体で潮流が弱化する結果が得られた．一
方，湾東部では埋め立てが行われた沿岸部や
人工島付近で複雑に変化しており，局所的に
みると±10cm/s以上もの大きな差異が生じ

ている．湾灘スケールでみると，播磨灘と紀
伊水道ではともに潮流振幅が小さくなってお
り，海峡近傍よりも小豆島東部や沼島周辺と
いった海峡部から離れた地点で比較的大きな
変化が生じていることがわかる．これより，
大阪湾奥部の地形改変は，隣接海域の流動に
まで広範に影響を及ぼすものと考えられる．
以上，平成26年度は大阪湾奥部の地形改変

が流動と物質輸送に及ぼす影響に着目した解
析を行った．本研究は現在も継続して取り組
んでおり，冬季だけでなく夏季も含め，地形
改変による物質循環や水質構造への影響につ
いて解析を進めている．
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図－３ 48時間経過後の粒子の分布

(cm/s)

図－４ M2潮流振幅の変化



魚の話シリーズ 65

「白魚のような細い指」．シラウオは，女性
の優美な指のたとえにされるほど透き通るよ
うに白く，ほっそりとした姿が特徴の10cm
ほどの小魚です．稚魚期の形質がおとなに
なっても残る“幼形成熟”の代表種で，体表
に鱗や色素を持たないシラスの様な形態で極
めて繊細なため，網で掬うと長くは生きられ
ません．軍艦巻きのネタとして回転寿司でも
おなじみですが，春を告げる魚として主に2
～4月に出回る，吸い物や天ぷら等の食材で
す．古くは江戸時代，徳川家康公の大好物で
あったことから，「御用白魚」の名で献上品と
して丁重に扱われたばかりでなく，三河から
江戸湾へ移殖されたとも伝えられています．
数ある料理の中でも，その淡泊で上品な味わ
いをいかした卵とじは絶品で，岡山名産の黄
ニラと合わせた卵とじは，郷土料理として親
しまれてきました．そんな歴史ある高級食材
のシラウオですが，実は瀬戸内海沿岸の多く
の府県で，絶滅危惧種に指定されるほどの希

少種になっています．昭和の半ば頃から岡山
や兵庫でも本格的なシラウオ漁が行われてき
ましたが，近年，その漁獲量が激減し，漁業
の存続が危ぶまれています．
ところで「シラウオとシロウオ」，皆さんは

同じだと思っていませんか？生態や姿が似て
いることもあり，混同されやすい両種ですが，
実は全くの別物で分布もやや異なります．
“シロ”ウオはハゼの仲間で，水と酸素を充
填したポリ袋に入れるなどしてもっぱら活魚
で流通し，踊り食いで有名な5cmくらいの
魚です．メバル類の釣り餌としても使われま
す．一方，“シラ”ウオはサケの仲間でシ
シャモ，ワカサギ，アユと近縁です．
このシラウオは，北海道から九州までの汽

水湖や河口域に生息する年魚です．塩分変化
に強く，淡水から海水まで幅広い塩分環境に
適応できます．漁法は曳網，刺網，小型定置
網，四ッ手網と様々です．網走湖，小川原湖，
霞ヶ浦，宍道湖等の汽水湖では資源が比較的
安定していて，全国で年間1,000t前後もの漁
獲量があり，資源管理の取り組みもなされて
います．一方，河口域の産地は，近年の河川
環境の悪化等の影響か，漁獲量は統計に上が
らないレベルにまで減少し，全国的に河川産
の資源は危機的な状況にあると考えられま
す．そこで，岡山県農林水産総合センター
水産研究所では，シラウオの復活のため，吉
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岡山県農林水産総合センター 水産研究所
専門研究員 草 加 耕 司
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岡山県生まれ（くさか こうじ）
水産大学校増殖学科卒業
岡山県水産試験場
岡山県水産課
現職

写真－１ シラウオ親魚（上は雄,下は雌。雄は胸
鰭，臀鰭が大きい）



井川河口域を対象に生活史や生息環境の調査
を実施しました．
吉井川でのシラウオの産卵は2～5月，河
川下流から河口域の，水深2m以浅の砂質底
で行われていました．12月以降，水温の降下
とともに急速に成熟した雌と雄は別々の群れ
で行動しますが，産卵の時だけ砂浜で出会い
水底に産卵します．産着卵は約0.9mmで，複
数本の付着糸を砂粒に絡ませます．吉井川で
は中粒砂（約0.4mm）から受精卵が多く採集
されました．近年は河口域に浮泥底が広が
り，砂質底が縮小したといわれます．適切な
場所に覆砂等による新規の産卵場を造成する
ことで再生産が活発になる可能性が考えられ
ます．

次にこれらの受精卵からふ化，成長した仔
稚魚は，5～11月に河口の泥干潟で餌料とな
るアミ類等の小型甲殻類とともにサーフネッ
トにより採集されました．こうした生産性の
高い浅場が育成場となっていることが分かり
ました．さらに，シラウオの生活史を知る上
で重要な移動・回遊について，広島大学の協
力の下，調査を行いました．その一つは，海
水中の微量元素ストロンチウムの濃度が淡水
よりも約100倍高いことを利用して，シラウ
オの耳石に沈着するストロンチウムとカルシ
ウムの比を分析して，淡水－海水の行き来（回
遊履歴）を推定する方法です．その結果，遊
泳力の弱いシラウオは，河川下流や河口域か
ら大きく離れて回遊することはないことが明

らかになりました．二つ目として，岡山県の
高梁川，吉井川および兵庫県千種川産のシラ
ウオについてDNAの分析を行い，遺伝的な
観点から40～50km離れた河川間の交流を推
察しようとしました．その結果，3河川のシ
ラウオは遺伝的に大きな違いはなく，受精卵
や遊泳力がほとんどない仔魚期の受動的な漂
流等によって，繋がっている可能性が高いこ
とも分かってきました．このことは，生息が
途絶えてしまった河川でも環境さえ整えば，
他からの自然な卵や仔魚の供給で復活する可
能性があることを示しています．

一方で，冬季に行った成魚の調査では，1
日の試験操業で，最大でもわずか数百尾程度
の漁獲に留まる等，資源の減少が深刻である
実態も明らかになり，現在，ふ化仔魚放流等
による積極的な増殖手法も視野に検討してい
るところです．
シラウオが生息する河口域は，淡水と海水

が混じり合い，淡水産と海産，双方の生物に
富む，極めて生産性の高い水域である反面，
人間活動や開発の影響を受けやすい水域とい
われています．減少した資源を回復させるの
は容易なことではありませんが，今回明らか
になったシラウオの生態に関する研究を通じ
て，河口域の環境整備や保全の大切さを伝え
ていきたいと考えています．
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写真－２ 染色された産着卵
（付着糸で砂に絡まる）

写真－３ サーフネット調査とシラウオ稚魚



瀬戸内海の沿海文化・27

瀬戸内沿岸の海里山の文化
『瀬戸内海』45号に「石風呂とアマモ」の
題で，平成15年に廃業した広島市南区丹那の
石風呂に敷いていたアマモを紹介した．今回
は，平成28年９月２日から廃業する，竹原市
忠海の岩乃屋石風呂で燃料として燃やすエダ
ギを中心に紹介する．９月１日は岩乃屋２代
目稲村喬司氏の75歳の誕生日で，以前からこ
の日を最後にすると予告していた．石風呂を
焚くのは重労働で，一度大病をしている喬司
氏を，私たちも心配していた．
ただし石風呂廃業にはもう一つ理由があっ
た．私は，石風呂文化は瀬戸内沿岸の海里山
の自然と生活の融合のなかからうまれたと
いってきた．その融合を具体的にしめすのが
瀬戸内沿岸の海里山の素材，里海の「アマモ」，
里地の稲藁で編んだ「ムシロ」，里山の「エダ
ギ」だった．丹那の石風呂の廃業の要因は，
３つの素材の入手が岩乃屋より先に困難に
なったことだった．資源に恵まれていた岩乃
屋でも，エダギの入手が困難になっていた．
このことは，瀬戸内沿岸の海里山の自然と文
化が大きく変わったことをしめしている．
これまでにも，私はアマモについては喬司
氏の採取に同行したり，各地でその利用につ
いて調査をしてきた．ところが，瀬戸内沿岸
のエダギについて，広島県では現地調査をし
ていなかったのである．
平成28年２月，喬司氏最後のエダギ集めに
同行して，実際にエダギをつくったお年寄り
から聞き取り調査をすることができた．

エダギのための大倉庫

石風呂とあわせて料理旅館をしていた岩乃
屋の背後に大倉庫が建っている．大倉庫内
は，奥の一部に乾燥したアマモやムシロをお
く棚があるだけで仕切りがない．この大倉庫
はエダギを入れるためのもので，天井には前
後・左右に動くクレーンがついている．エダ
ギはトラックに積んだ鉄枠（パレット）に乗
せて運び，パレットごと大倉庫内にエダギを
収納できるようになっている．
喬司氏が父親の後をついだ昭和40年代か

ら，石風呂は喬司氏が１人で焚いてきた．エ
ダギは石風呂の素材としては重くて，かさば
るため，収納や保存の省力化が一番必要だっ
たのである．
石風呂で使うエダギは，父親が石風呂をは

じめた昭和23年は燃料店から購入することが
できた．石風呂まで農家が，大八車にエダギ
を積んで「こうてください」と売りに来てい
た．当時は家庭の燃料としてエダギが普通
だった．喬司氏が石風呂の跡を継いだころか
ら，エダギ集めに苦労するようになった．そ
のため余分に買って保管するようになった．
また，エダギは１年間乾燥してから使うため，
１年分を余計に保管する必要があった．大倉
庫の建設で，余裕のある大量保管と機械化に
よる省力化が可能となり，それで喬司氏は石
風呂を焚き続けることができたのである．

エダギを運ぶ苦労
廃業までに必要なエダギは，あと２トント

ラック３台分である．これまでエダギづくり
を毎年依頼してきた３人に，昨年の冬前にエ
ダギづくりを依頼した．全員80歳をこえてい
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石風呂と消える海里山の文化

愛知大学地域政策学部
教 授 印 南 敏 秀



るので「今年は１台だけです」というと，少
ないのでみなよろこんでくれた．石風呂は１
日１回，平均すると15束燃やす．トラック「１
台」に積めるエダギは約300束で，あわせて
900束になる．エダギの大きさは，束の周囲
が一ヒロ（一抱）で，エダギの根本の太さは
40，50分で燃える腕の大きさまでである．喬
司氏の石風呂の準備は昼頃までかかる．その
後，昼食を食べて１時過ぎにトラックで出発
する．私は３軒のうちの２軒のエダギの搬入
に同行することができた．
１軒目は，岩乃屋からトラックで30分ほど
中国山地に入った，三原市大和町大草の宮本
三人家だった．三人夫妻と娘さんがエダギの
束のそばで待っていてくれた．エダギのそば
にトラックを横付けして，喬司氏はトラック
の左右の傾きを見た．荷台に傾きがあると，
積んでいるうちにエダギが傾いてしまう．こ
のときも傾きがあり，木の楔を使って車体を
水平に修正した．

エダギは，トラックにのせた鉄枠のパレッ
トに積む．積荷は車体の全長の10分の１より
長くてもよいため，ペレットは荷台より外に
はみだしている．喬司氏はペレットの上に乗
り，下から宮本家の人たちがエダギをあげる．
エダギはパレットの幅いっぱいに前方から根
元を左右外向きにして並べる．最後尾だけは
根元を左右と後方から交互に積み，算木積に
して荷くずれしないようにする．エダギの高
さが１メ－トルほどになると，下から手で持

ち上げて渡すのが難しくなる．そこで，ト
ラックの後方にモーターをつけた梯子をか
け，エダギを乗せてあげるＬ字形の台をとり
つける．Ｌ字型を上下させるモーターのス
イッチは三人夫人，エダギを台に２束ずつ乗
せるのは三人氏と娘がおこなう．300束近く
積むとエダギの高さが２メートルをこえる．
最後はエダギを縦方向に並べ，横から前・中・
後の３ケ所でワイヤーをかけてジャッキで絞
める．最後に前方から２本のロープを縦にか
けて，荷づくりは終わる．

エダギを積むのに３時間かかった．喬司氏
は途中１回休憩しただけで作業を続けた．慣
れているとはいえ，エダギの上での作業は足
元が不安定で，さらに重い生のエダギを崩れ
ないように注意深く積み続けるのは，強い精
神力と体力が必要なのである．
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写真－１ ２人で，エダギを喬司に下から手渡す．

写真－２ 梯子を使ってモーターであげる．後方隅
が算木積みになっている．

写真－３ 無事に積み終えて，宮本家との記念写真．



エダギを投げ上げる
２軒目は，トラックで20分ほど中国山地に
入った，三原市本郷町南方尾原の奥原勝家に
エダギをとりにいった．この日は，有機農業
をめざす若い岡田和樹氏が同行してくれた．
そのため，モーターをつけた梯子は使わずに，
すべてのエダギを下から岡田氏が喬司氏に向
かって投げ上げた．エダギを積む時間は，梯
子のときに比べて半分ですんだ．

エダギをトラックの荷台への積み方は昔と
かわっていない．モーターつきの梯子を利用
する前は，近所の若者に頼んで投げ上げても
らっていたのである．この日は早く積むこと
ができたが，エダギが傾いてしまった．エダ
ギを再度積みなすことなく，トラックの前・
中・後のワイヤーを絞めたり，緩めたりして
30分ほどで喬司氏は傾きを修正した．
自宅への帰り道，昨日と同じ場所でトラッ
クをとめて積荷の傾きを確認した．喬司氏
は，少しの傾きなら，カーブを曲がるとき急
ハンドルして修正できるという．
あれほど積むのに苦労したエダギを，ト
ラックから大倉庫に下ろすときは，クレーン
でパレットごと吊り上げて数分で終わった．

アカマツの里山の恵み
現在，大和町大草や本郷町南方の里山は雑
木林で覆われ，ところどころにスギ・ヒノキ

の植林がみられる．ただし昭和30年ごろまで
の里山は，今はほとんどみることがないアカ
マツでおおわれていた．
アカマツは，建築材や埋立地の杭打ち材な

どに高く売れて現金収入になった．秋には
マッタケがたくさんはえて，業者が買いにき
て大阪や東京方面に送っていた．自家用とし
てもアカマツは家の建築材や，幹はワリキ，
枝はエダギ，松葉はコノハ（焚き付け用）と
呼び，燃料として重要だった．12月中ごろか
ら３月までは，家族で山に燃料をとりにいっ
ていた．火災をさけて母屋から少し離れた場
所に，木小屋があり燃料を保管していた．里
山のアカマツは農業を中心とした村々の生活
にとって経済的にも重要な資源だった．
宮本三人氏は，終戦後間もなく山陽運送で

助手をしながら自動車の運転を習って免許を
とった．昭和33年にトラックを買って材木の
運送業をはじめた．そのときは，大草に乗用
車は一台もなかった．三人氏は地元のアカマ
ツを，三原の中村木材まで１日４回運んだ．
昭和34年には，地元のアカマツで自宅を建て
たという．

里山のアカマツから雑木へ
ところが，次第に用材に外材を使うように

なり，アカマツの需要が減少した．埋立ての
杭材も真っすぐな外材が使いやすかった．台
所の熱源も電気やプロパンガスを使う燃料革
命がおこった．農業と里山に依存する自給自
足的な生活から，現金収入をもとめて勤めに
でる人が多くなった．
「瀬戸内海沿岸部のアカマツ林衰退の生理

生態学的プロセス」によると，1960年ころま
でアカマツは，日本各地で建築・燃料・パル
プ用材として利用されていた．またマッタケ
栽培のためには林床の手入れが必要だった．
手入れのために下草刈りをしたことで，二次
遷移への進行を遅らせ，アカマツの成長をう
ながしていた．
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写真－４ 奥原家でのエダギの投げ上げ．



ところが，林床の下草刈が行われなくなり，
大気汚染がすすむと，光合成速度の低下がみ
られ，樹木衰退の進行がはじまった．そうし
たストレスの上に，マツ材線虫病（マツクイ
ムシ）による被害で，アカマツの多くは立ち
枯れてしまった．
大草や尾原も事情は同じで手入れをしなく
なりアカマツが枯れていった．大草ではアサ
ギヤマ（雑木山）にかわり，本郷町南方尾原
でもマキ（落葉樹）とアオギ（常緑樹）の雑
木山にかわった．雑木はかつてのアカマツの
ように経済的価値はなかった．そのため里山
はさらに放置された．今は山麓からモウソウ
ダケが雑木山に広がって，竹林にかわろうと
している山もある．

エダギを頼んであるく
エダギ不足をおぎなうため喬司氏の父親
は，バイクの免許をとってエダギをだしてく
れる家をさがしはじめた．喬司氏の代になる
と深刻で，バイクでまわって伐採した山を見
つけると「一束しばると○○円になりますよ」
といって，束にしてもらった．
三人氏は10年ほど前に喬司氏に声をかけら
れ，石風呂のエダギをつくりはじめた．当時，
山の手入れをするために伐採しても木の処分
に困っていた．火をつけて焼こうとすると落
ち葉に燃え広がって山火事になってしまうか
らである．
三原市久井のチップ工場に持っていって
も，１トンで2500円ほどにしかならない．エ
ダギを１束しばると200円で，手間賃として
は安い．ただし，エダギをとったあとの丸太
を割木にして近所に無料で配ると，風呂の焚
物として喜ばれている．さらに，山がきれい
になるので「うちの山も伐ってくれ」と，近
所から頼まれるという．
奥原勝氏は，12年ほど前に道路端の畑で仕
事をしていたとき，喬司氏から声をかけられ
てエダギをつくりはじめた．近所でエダギを

だしていた中曽氏が高齢でつくれなくなり，
結果的に勝氏が跡を継ぐことになった．
大草も南方も山は個人所有だったので，燃

料革命以後も風呂をわかす燃料は持ち山から
とっていた．両家ともに山仕事を細々と続け
ていたので，喬司氏のエダギの注文にこたえ
ることができたのである．

三人氏は，今年は近くの他人の里山で１日
15束のエダギをつくった．ただしエダギを山
から道路端まで運ぶのは夫人だった．
勝氏は，１人でエダギづくりをしたので，

１日に10束はとてもできないという．勝家で
は，里山の手入れは勝氏，畑の世話は夫人と
分担を決めている．三人氏が85歳，勝氏は87
歳である．今後もお元気で，里山の記憶と文
化を伝えていっていただきたい．
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写真－５ 宮本三人さんが，今年伐りだした山．右
隣と比べるときれいになっている．

写真－６ 奥原勝さんがエダギを伐りだして明るく
なった山．エダギにできない丸太が残る．



アマモも買っていた
石風呂に敷くアマモは，開業当初は重井（尾
道市因島）の村上理髪店主に世話してもらい
農家から買った．重井は傾斜畑農業がさかん
で，周辺の島嶼部に出作りしていた．畑地が
広いので肥料が不足し，広島県沿岸にアマモ
を採りにいっていた．重井の農家が採取し
て，乾燥したアマモを，岩乃屋が買いにいっ
た．ただし，重井ではアマモを肥料に使うの
で，泥がついたままの根がまざっていた．石
風呂では泥がついたままでは汚れて使えない
ので，堤防の先端で根を取のぞいて袋にいれ
て保存していた．昭和40年代から，重井でも
畑に化学肥料を使うようになり，アマモを重
井では買えなくなった．
買えなくなって，喬司氏は自分でアマモを
取りに行くようになった．ちょうど知人から
風早漁港（現・広島県東広島市安芸津町）入
口にアマモが繁茂し，漁船のスクリューにか
らんで出入りに困っていると教えられた．以
来，稲村さんは毎夏風早漁協の許可を得て，
風早沖のアマモをとりに行くようになった．

心配なアマモのふりかけ
ところが，５年前から風早沖のアマモがは
えなくなった．関連するかわからないが，稲
村家前方の床浦の地先のアマモも消えた．現
在，床浦の地先は浅瀬の一部にコアマモが
点々とはえるにすぎない．
そこで採藻場所を，風早から広島県豊田郡
大崎上島町の生野島の月之浦にかえた．大崎
内浦漁協の許可を得てから，広島県水産課に
問いあわせた．県水産課の「体長等の制限・
禁止期間」に「あじも（肥料も）」は禁止期間
が「９月１日～翌年７月31日」とあり，８月
だけ採取できるとわかった．風早では８月前
後の２ケ月間だったので期間が短くなってい
た．月之浦の海底はドべで，４メートルの竹
竿がすっと入る．とったアマモは船から干場
までメゴ（竹籠）で運び，数日干して乾いた

ら段ボールで保存している．
ひさしぶりに岩乃屋石風呂にはいて気に

なったのは，喬司氏の「今年はアマモに異変
が起きている」という言葉だった．以前のア
マモは，石風呂に敷いて半月たっても強い縦
の繊維が残っていた．今年のアマモは２，３
日で短く折れてボロボロになり「ふりかけ」
だと喬司氏はいう．アマモは，温い方の石風
呂に３日間敷き，次に熱い方に３日間敷く．
今年はアマモが毎日切れるので，日々短いア
マモの上に補充しないといけない．石風呂に
裸で寝転んでも，以前はあまり肌につかな
かった．今年は，短いアマモが体全体にふり
かけたようについている．洗い場にも短いア
マモが散乱していた．

喬司氏は，岩乃屋の長男として，子供のこ
ろから石風呂を手伝ってきた．石風呂でアマ
モを日々使い続けてきた稲村氏の発言はなに
を意味しているのだろうか．

参考文献

久米篤「瀬戸内海沿岸部のアカマツ林衰退の生理生

態学的プロセス」『日本生態学会誌』50号，2000．

印南敏秀『石風呂民俗誌』山口県周防大島郡東和町

役場（現・周防大島町），2002．
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写真－７ 切れて「ふりかけ」になったアマモ．な
んか変だ．



魚暮らし瀬戸内海  第47回

お彼岸の前後は大潮の引き潮が一段と低く
なる．あらわになった磯には普段見かけない
海藻も現れてくる．瀬戸内ではワカメがおな
じみだが，よく見ると岩ノリ（養殖ノリの種
が流れ着いたものも多い）や天草（マクサ）
もみつかり，ホンダワラ類も折り重なって現
れる．
潮間帯と呼ばれる場所は，潮が満ちれば水
中に没するが，潮が引くと露出する場所のこ
とで，その下部は大潮で大きく海面が下がっ
たときにだけ露出する．
そして波あたりの強い岩場で目につくのが
ヒジキである．お総菜にはおなじみの健康食
だが，あの真っ黒い印象とはちょっと異なり，
茶色から褐色系のホンダワラの仲間の海藻で
ある．春から初夏にかけて胞子嚢がふくら
み，煮て干すと乾物屋さんに並ぶ乾燥ヒジキ
となる．
我々日本人は良く海藻を食べるが，欧米人
の多くはあまり好まないようで，こちらが磯
の香りと喜んでいる臭いを，オダーと呼んで
悪臭扱いしている．確かに硫黄成分なども含
まれているので，慣れないと嫌な臭いに分類
されるかも知れない．
海藻にはミネラルがたくさん含まれてい
る．日本の飲料水の多くは軟水で，ミネラル
分が少ないのが特徴であり，それがお出汁や
お酒の文化につながっているのだが，意識し
てミネラルを補給する必要もある．そのため
に和食では海藻を食卓に乗せる工夫をしてい
るわけだ．
一方，欧米ではミネラルウォーターと呼ば
れるように硬水が主である．このため無意識

に水を飲んでいるだけでも､一定のミネラル
を摂取できるので，海藻とは縁がない暮らし
になってきたものと考えられる．
また，ヒジキには鉄分が多く含まれると教

えられてきたが，食品成分表が改められて以
前より少ない鉄分が表示されるようになっ
た．これは，原藻ヒジキを煮るときに鉄鍋が
使われてきたため，鍋の鉄分が乾燥ヒジキに
含まれるようになったためという．最近では
ステンレスの鍋が使われるため，鉄分が少な
くなっていることが判明したためデータが修
正されたようだ．
さて，10年ほど前のこと，イギリスの食品

規格庁から「ヒジキを食べないように」とい
う勧告がイギリス国民向けに発せられた．こ
れはヒジキに無機ヒ素という発がんリスクの
ある物質が含まれているためだ．和食ブーム
で日本食が注目され，流行り始めた頃だから
かなりショックな出来事だった．
それに対してわが国の厚生労働省はホーム

ページで，ヒジキに無機ヒ素が含まれること
は事実だが，一般的な食べ方では影響がでな
いので心配ない旨の説明を行っている．さら
に，ヒジキのもっている健康食品としての機
能とあわせて考えると，問題になるリスクで
はないとの考え方も示している．
そういえば，乾燥ヒジキを水で戻したとき

に，戻し汁は絞って捨てることをおばあちゃ
んから教わってきた．シイタケや貝柱などは
戻し汁をお出汁として後の調理に活用するか
ら，もったいないと思っていたが，こうした
発がんリスクを知っていたかどうかは不明だ
が，先人からの知恵として戻し汁を食べない
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魚暮らしの知的遺産

水産大学校 鷲 尾 圭 司



ように配慮してきたことは経験則として伝
わってきた．まさに，暮らしの知的遺産とい
える知恵だ．
そういえば，同じようなことがダイエット
ブームのエピソードとして記憶にある．白イ
ンゲン豆ダイエットだ．白インゲン豆にはデ
ンプンを消化する酵素を阻害する成分が含ま
れており，それを活用すればダイエット効果
があるという内容だったが，同じ豆に含まれ
る有毒成分が残留して食中毒事件に発展した
ものだった．
白インゲン豆は食用になるもので，昔から
食べられてきたが，豆類にある毒素をのぞく
ために「茹でこぼし」という調理方法が採ら
れてきた．しっかり茹でて豆の毒素を灰汁と
して流し去る方法で，これなら安心して食べ
られる．ただし上記のダイエット効果に働く
成分も分解されるので，ダイエット用には使
われてこなかったものだ．
こうした食物の有効な活用方法についての
知的遺産がありながら，一成分の効能ばかり
に目が行って，食品総体としての安全意識が
薄れてしまうことは現代病とでもいうべき落
とし穴ではないだろうか．

食品の毒といえば､フグがおなじみだ．近
ごろでは，猛毒とは知られているが､一方で
うまさの極みだという噂もあって，フグの肝
を食べたいという願望が一部にある．また，
それを実現しようと研究を重ね，フグを完全
に養殖管理して毒素であるテトロドトキシン
を持たないようにしたフグを育てる技術が紹
介されるようになった．
このような時流の中で，「養殖のフグには
毒がないから肝も食べられる」という言説が
世間に出回るようになった．先の養殖技術の
中では，ある意味で事実だろうが，養殖のフ
グの全てが当てはまるわけではない．
フグ食の本場である大阪では､大きく太っ
たフグがもてはやされる．フグ供給の主流は

養殖物になってきているが，多くは一年もの
の小ぶりのサイズで流通しており，大きく太
らせた三年ものなどは貴重だといえる．
それを狙った養殖場では､大きく太らせる

ためのエサを様々に工夫しているが，ブリや
マグロなど脂をのせる魚は太らせやすいが，
脂の少ないフグでは同じ手は使えないので苦
労するという．
先のテトラドトキシンを含まないエサなど

も試験したというが，成長は毒を含んだエサ
の方が良いという．「フグは毒を含んだ部位
を完全に腑分けして､安全なところだけを食
べてもらうもの」という前提でフグ料理が成
立していることを考えると，成長の良いエサ
で大きく太らせる方が理にかなっている．
養殖フグには，このように毒を抜いて育て

たいという動きと，毒はあるものと認識して
大きさの商品価値を追求する動きの､二つの
道があることを知っておかなければならな
い．これが，近ごろの情報化時代には，手前
味噌的な情報が一人歩きして，基本的な認識
をおろそかにする風潮の前では､大きなリス
クとなってきている．
私たちは多くの先人の経験と､それを乗り

越えてきた知恵（知的遺産）の上に生きてい
る．水産物を生産して供給するときには，こ
うした知的遺産もあわせて伝えていかなけれ
ばならない．最近の話題ともなっている水産
物の輸出においても，相手国の水事情や食習
慣などを知的遺産とともに分析しておくこと
が大切だと学生たちにも話しているところ
だ．
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瀬戸内海各地のうごき 

奈良県で実施
吉野川「川の教室」
奈良県 くらし創造部 景観・環境局 環境政策課

開 催 日：平成27年10月３日（土）
開催場所：五條市野原西
五條市により開催されたイベント「青空市
場」において，吉野川「川の教室」を開催し
た．
「川の教室」では，森林生態学及び，河川
生態学を専門とする講師を招き，子どもとそ
の保護者を対象に，30分の講演を2回開催し
た．
水生生物等の生態展示により興味を持ちや
すいような講義を行うことで，子供だけでな
くその保護者・引率者に対しても吉野川に対
する関心，環境意識が高まる効果的な啓発を
実施．今回のイベントを通して，これからの
未来を担う子どもたちが環境や生物に対する
興味・関心を持つことによる環境意識の醸成
と，吉野川の清流を守っていこうという意識
改革に繋がったと考えられる．

徳島県で実施
水と人とのふれあい事業（★県南の海で
★磯の生き物を調べよう！）

徳島県県民環境部環境管理課

開 催 日：平成27年８月29日（土）
開催場所：阿南市大潟町他
主 催：徳島県
協 力：阿南工業高等専門学校
対 象 者：県内の小学生とその保護者
徳島県阿南市において水と人とのふれあい
事業を開催したところ，48人の方に参加して
もらうことができました．
はじめに「クイズで学ぶ生き物調査」と題
した講演会を行い，瀬戸内海のことやそこに
棲む生き物についてクイズ形式で楽しく学習
しました．
その後，参加者全員でバスに乗って海に移
動し，磯での生物調査を行いました．

参加者，特に児童たちは先生の話に耳を傾
けながら一生懸命に生き物を探していまし
た．調査結果を「瀬戸内海の海岸生物調査マ
ニュアル」に照らし合わせたところ，阿南市
大潟町の磯は，水質の評価については「大変
きれいな海」，生物環境の評価については「大
変豊か」であるということがわかりました．
参加者からの感想では「また参加したい」

というお声をたくさんいただいており，来年
度以降も継続して事業を行っていきたいと考
えております．

山口県で実施
平成27年度快適な環境づくり研修会

（公社）山口県快適環境づくり連合会

開 催 日：平成28年１月25日（月）～26日（火）
開催場所：長門市湯本温泉 大谷山荘
対 象 者：市町環境衛生組織会員，ボラン

ティア，県・市町行政担当者
参加者196名

研修内容等
１．開催の趣旨等

県内各地域で快適な環境づくり，健康づ
くり等に活躍しているボランティアや関係
者が一堂に会し，環境の保全・環境美化，
地球温暖化対策への取組，生活環境の改善，
県民の健康増進等緊要で重要な課題につい
て研修し，また，相互に体験発表や情報交
換を行って，これからの実践活動の推進と
そのネットワークの強化を図るとともに新
しいリーダーの養成を行うものである．

２．研修内容
次の講演，事例発表を行った．

①「防府市勝間地域自治会連合会の環境活
動」
防府市勝間地域自治会連合会 副会長
酒井民雄・濱田紘海

②「エネルギー情勢と再生可能エネルギー
について」
中国電力(株)山口支社副支社長 新谷
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瀬戸内海各地のうごき 

敦博
③「地域猫活動を通じた地域の絆づくり」

横浜市神奈川福祉保健センター 黒澤
泰

④「いつまでもいきいきと暮らせる健康づ
くり」
長門健康福祉センター 健康増進課長
末吉菜保美

⑤「長門地域の取組について」
ア 大浜海岸漂着物調査・清掃活動

長門市立菱海中学校校長 中原純二
イ 長門市快適環境づくり推進協議会の

活動報告
長門市快適環境づくり推進協議会会
長 藤本雄二

３．成果
研修開催日は，40年振りの大雪のため参
加できない人が続出したが，有意義な研修
であったとの感想をいただいた．
特に，地域の活動報告，気になる健康の
話など，身近な演題のため，参考になった
という意見を多く聞いた．

福岡県で実施
水辺の教室

福岡県京築保健福祉環境事務所

小学校１～４年生及び中学校１年生の児童
を対象に，水環境についての学習と現地体験
を行いました．
水環境についての学習では，家庭からの生
活排水が川や海を汚染していることを学び，
水を汚さないために日々の生活の中でどのよ
うなことに気をつければよいかを全員で考え
ました．
現地体験では，学校の近くを流れる川に生
息する水生生物を調査し，水の汚れの程度を
調べました．こどもたちは，川にたくさんの
生き物が生息していることに驚き，あらため
て，自然を守る取り組みや水を汚さないため
の取り組みの大切さを学んだ様子でした．

開催日及び開催場所（対象者）
・平成２７年９月８日（火）
行橋市立行橋北小学校（２年生）
（講話のみ）

・平成２７年９月３０日（水）
苅田町立片島小学校（４年生）
（現地体験）浄土院川

・平成２７年１０月１６日（金）
みやこ町立犀川中学校（１年生）
（現地体験）今川

・平成２７年１２月４日（金）
築上町立椎田小学校（４年生）
（講話のみ）

◆新トピックス
愛媛県で実施
郷土を美しくする清掃

愛媛県松前町町民課

昭和45年から続いている海岸を含む町内全
域での清掃．町民，企業が一丸となって各地
域を清掃する．
開 催 日：平成28年６月４日（土）（予定）
開催場所：松前町全域
対 象 者：町民，企業
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協会だより
(2015. 10. 1～2016. 3. 31)

会 議 名 開 催 日 場 所

平成27年度瀬戸内海環境情報基本調査及び豊
かな海の確保に向けた方策検討業務に係る有
識者検討会（第2回）

平成27年度瀬戸内海環境保全トレーニングプ
ログラム研修

賛助会員現地研修会

ひょうごエコフェスティバル2015

平成27年度瀬戸内海の環境保全に関する衛生
団体合同研修会

第2回編集委員会

瀬戸内海環境保全特別措置法改正記念のつど
い

平成27年度瀬戸内海環境情報基本調査及び豊
かな海の確保に向けた方策検討業務に係る有
識者検討会（第3回）

第19回KJB瀬戸内基金助成選考委員会

瀬戸内海環境保全特別措置法改正記念シンポ
ジウム

第6回企画委員会

平成27年度瀬戸内海環境情報基本調査及び豊
かな海の確保に向けた方策検討業務に係る有
識者検討会（第4回）

第7回理事会

平成27年10月16日（金）

平成27年10月21日（水）
～23日（金）

平成27年11月5日（木）

平成27年11月14日（土）
～15日（日）

平成27年11月27日（金）

平成27年12月1日（火）

平成27年12月18日（金）

平成28年1月20日（水）

平成28年1月29日（金）

平成28年2月8日（月）

平成28年2月22日（月)

平成28年3月3日（木)

平成28年3月11日（金）

岡山コンベンション
センター

岡山市国際交流セン
ター，日生港周辺

大阪湾広域臨海環境
整備センター神戸沖
埋立処分場 他

淡路ワールドパーク
おのころ

行橋市 京都ホテル

兵庫県民会館

都市センターホテル

CIVI研修センター
新大阪東

兵庫県民会館

兵庫県公館

兵庫県民会館

神戸市教育会館

三宮ターミナルホテ
ル
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会 議 名 開 催 日 場 所

第20回KJB瀬戸内基金助成選考委員会

平成28年度瀬戸内海環境保全月間ﾎﾟｽﾀｰ選定委
員会

参事・事務局長並びに担当課長会議

賛助会員研修会

平成28年3月14日（月)

平成28年3月15日（火）

平成28年3月17日（木）

平成28年3月28日（月）

兵庫県民会館

国際健康開発セン
ター

ラッセホール

兵庫県民会館

平成28年度瀬戸内海の環境保全に関する
衛生団体合同研修会研修

瀬戸内海環境保全特別措置法改正
記念シンポジウム

瀬戸内海研究会議だより
(2015. 10. 1～2016. 3. 31)

会 議 名 開 催 日 場 所

瀬戸内海の環境保全・創造研究ワークショッ
プ（詳細は80頁に掲載）

平成27年11月30日（月） 三宮研修センター



平成27年11月30日（月），瀬戸内海の環境保
全・創造研究ワークショップを神戸市内にて
開催しました．瀬戸内海ではノリの不作，漁
獲量の低迷といった問題が生じており，栄養
塩濃度の低下が原因と考えられています．現
在，瀬戸内海は「きれいな海」だけではなく
「豊かな海」であることも求められています．
「豊かな海」は単に水質だけで決まるもので
はなく，浅場の機能回復や環境に配慮した人
工護岸の設置等も重要で，更に水産業だけで
はなく，市民にとっても癒しあるいはレク
レーションの場として活用されなければなり
ません．本ワークショップは，「豊かな海」実
現に向けて今後必要となることについて検討
及び議論を行う場として企画しました．

■開会挨拶
特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議
理事長 柳 哲雄（九州大学名誉教授）
平成27年2月に瀬戸内海環境保全基本計画

（以下，「基本計画」）が，約15年ぶりに変更さ
れました．また平成27年9月に瀬戸内海環境
保全特別措置法（以下，「瀬戸内法」）の改正
案が衆議院を通過し，同年10月に公布されて
います．過去30年間の瀬戸内海における環境
行政の基本は，総量削減等の規制法であった
のに対し，変更された基本計画及び瀬戸内法
はともに，「豊かな瀬戸内海」を目指していま
す．豊かな瀬戸内海については様々な観点が
あり，調査及び研究は模索中です．研究会議
として現在，瀬戸内海環境保全知事・市長会
議から業務委託を受けており，皆さまのご意
見を踏まえて進めていきたいと思います．

■講演①「瀬戸内海が豊かになるために」
明石浦漁業協同組合
代表理事組合長 戎本 裕明
明石浦漁協の目の前には明石海峡大橋と淡路
島があり，その東には大阪湾，西には播磨灘
が広がっています．明石海峡周辺は最速7
ノットものはやい潮流と複雑な地形で多くの
産卵場や育成場があり，「明石鯛」や「明石ダ
コ」をはじめ，百種類以上もの魚を水揚げし
ています．しかし，明石浦だけでなく瀬戸内
海全体で漁獲量が年々減少しています．
私が漁師になった昭和50年代後半には，兵

庫県瀬戸内海側の漁船漁業の漁獲量は6万t
以上もありました．しかし，平成8年頃から
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瀬戸内海の低栄養化と豊かな海

特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議

平成27年度 瀬戸内海の環境保全・創造研究ワークショップ

戎本代表理事組合長



減少しだし，平成16年頃には約4万tまで落
ち込んでいます．漁獲量が減りだした当初は
「獲りすぎ」が原因かと思い，休漁や漁獲量の
制限，種苗放流等，様々な資源管理に取り組
んできましたが，大きな効果は実感できませ
んでした．その後，栄養塩不足でノリの色落
ちが年々酷くなり，ガリガリに痩せたイカナ
ゴまでが獲れだしてエサがないと感じだしま
した．勉強するうちに，小魚のエサはプラン
クトンであり，そのプランクトンのエサは窒
素リン等の栄養と聞き，ノリの色落ちと魚が
増えない原因が同じ栄養塩不足ということに
結びつき，窒素リン等の栄養の重要性に気づ
きました．そして，私たちは従来の資源管理
に加え，森づくりや海底耕耘，さらには，下
水処理場関係者に栄養塩管理運転を依頼した
り，ため池やダム等の関係者に栄養のある水
を放流してほしいと働きかけたりすること
で，各地で実施されるようになりました．
最後に，今なお漁獲量が低迷して年々漁師
が減り続ける中，私達には待っている時間は
なく，「今何とかせなあかん」との思いです．
豊かな海に向けて藻場干潟の造成や傾斜護岸
の設置等は大事ですが，時間がかかってしま
います．しかし，今すぐできることは栄養の
ある水を沖へ流すこと，そして，湾奥に溜ま
らないように水変わりを良くすることです．
一方，瀬戸内海研究会議の柳理事長は「栄養
塩を減らさないと，資源は増えない」と公言
されており，これ以上の窒素リンを減らして
どうしてノリの色落ちがなくなり，魚や生物
が増えるのか全く理解できません．沖にでて
海をみたら感じてもらえるのに残念です．ま
た，今後の施策にその考えが反映されるので
はと危機感をもっています．
瀬戸内法が改正され，関係者の皆様に大変
感謝していますが，私達のそんな思いを汲ん
でもらいつつ，豊かな海の実現に向けて沖合
の環境を重点的にみて調査研究を頑張ってほ
しいです．

■講演②「漁業生産の推移から見た今後の対
策の方向性」
兵庫県立農林水産技術総合センター
水産技術センター 技術参与 反田 實
兵庫県は有数の水産県であり，漁場は播磨

灘，大阪湾，紀伊水道に及びます．漁獲量は
瀬戸内海東部海域の約55%，瀬戸内海全体の
約25%を占めています．このように兵庫県の
漁業は瀬戸内海において重要な位置にありま
す．今回は瀬戸内海東部，特に播磨灘を中心
に話しますが，瀬戸内法の改正を受けて，今
後はこのような湾灘ごとの詳細な検討が必要
になってくると思います．
今回の瀬戸内法の改正では，瀬戸内海を「豊

かな海」として目指す新たな理念・方針が示
されました．しかし，漁業者の関心が高い栄
養塩類については，附則の中でのみ記載され
ています．要約すれば，栄養塩類と漁業生産
の関係はまだ調査・研究段階であり，5年を
目途に検討を進めてほしい，というものです．
兵庫県の漁獲量は1995年（平成7年）頃か

ら減少しており，その要因として考え得る①
乱獲，②貧酸素，③埋立，④高水温化，⑤栄
養塩類の減少，について時系列の視点から分
析・検討を行いました．その結果，①～④は
漁獲量減少の要因ではあるものの，1995年頃
の漁獲量のターニングポイントの原因である
可能性は低いと考えられました．⑤の栄養塩
類は1995年頃より減少傾向です．TN濃度の
データを環境省が示すTN発生負荷量と照ら
し合わせると，海域のTN濃度は発生負荷量
の変化に対応していることが分かります．時
系列変化から見て，栄養塩類が漁獲量変化の
重要な要素となっている可能性が考えられま
す．水産業の立場からは，漁獲量の多かった
1990年代前半を目標とした対策を実施すべき
と考えますが，当然栄養塩管理のみで健全な
生態系を確保することはできません．大切な
のは，総合的な観点から干潟，浅場，藻場の
保全，再生，創出や湾奥部の海水交換対策等
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を進めるとともに，順応的管理の考え方や十
分なモニタリングを前提に栄養塩管理対策を
具体化していくことであると考えます．しか
し，それらの対策には相応の時間を要します
ので，漁業の現場では今すぐに出来る対策か
ら進めていく必要があると思います．

■講演③「きれいな海から豊かな海へ」
広島大学大学院生物圏科学研究科
教授 山本 民次
平成27年2月に基本計画，同年10月に瀬戸
内法が改正されました．これらが改正に至る
まで，閉鎖性海域対策に関する論点整理及び
閉鎖性海域中長期ビジョンが行われ，これら
が議論の背景にあると思っています．今回の
改正点として，水質の保全に加えて管理の観
点が追加されたこと，また，水産資源の持続
的な利用の確保が最終目標として重要な観点
であるとされたことです．そして今回の改正
では，キーワードが「きれいな海」から「豊
かな海」へシフトしました．瀬戸内法におけ
る豊かな海とは，瀬戸内法の第2条の2で示
されているとおり，「人の活動が自然に対し
適切に作用することを通じて，美しい景観が
形成されていること，生物の多様性及び生産
性が確保されていること等その有する多面的
価値及び機能が最大限に発揮された」状態で
す．
しかし現在，流入負荷削減を実施した結果，
見た目にはきれいになりましたが，栄養分の

少ない海となっています．栄養分の少ない海
では生物が育たず，改正後のキーワードとな
る豊かな海にはなり得ません．きれいな海と
豊かな海の両立は非常に難しいですが，流入
負荷を抑制することで豊かな海になると考え
ることが間違いであったことは明らかです．
瀬戸内海はきれいになりましたが，それに
伴って貧栄養化が進行しています．これらに
対して，NP負荷量のコントロールはある程
度できますが，生態系は複雑であるため，海
域内水中のNP濃度を管理することは出来ま
せん．ダムや処理場での緩和運転はもちろん
ですが，水産サイドとしては局所的にでも底
質改善のための耕耘や施肥材散布等の努力を
続けることで豊かな海に少しでもつなげてい
く必要がある，と考えています．

■講演④「瀬戸内海の環境と制度の現況から
みた今後の方向性」
広島大学名誉教授 松田 治
各府県では，改正された基本計画及び法律

に基づき，平成28年度で府県計画を策定，平
成29年度以降からはそれの実施，さらには湾
灘協議会の運営やPDCAサイクル，順応的管
理の実施など，今まで経験したことのない非
常に難しい課題がたくさん控えています．瀬
戸内海を数十年単位で見て，現在は非常に重
要な時期と捉える必要があると思います．
改正された基本計画は，2010年（平成22年）

の在り方懇談会での論点整理からはじまり，
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今年策定されるまで5年を要しました．現
在，各府県が府県計画を策定中ですので，こ
れを出来る限り充実したものにしていただ
き，より良い形で実施していくことが非常に
重要です．また瀬戸内海を「道」「庭」「畑」
の3つの価値として捉え，湾灘に応じてどの
価値を重視するのかが異なりますが，全体と
してこれらの多面的価値が十分発揮された状
態の豊かな海を目指すこととなります．今後
の方向性として，「湾灘ごとの状況に応じ」と
いう文言がありますが，今回の改正に伴い，
この文言だけが一人歩きしているように思い
ます．単なる湾灘ではなく，海域特性や様々
な社会条件，さらには海域だけではなく陸域
も考慮して進めていく必要があると思いま
す．2000年（平成12年）以降の法律について，
生物多様性基本法，海洋基本法，さらにそれ
に基づく基本計画等が出来ており，法律や制
度がオーバーラップしている点にも注意を払
う必要があります．
瀬戸内海は従来，日本の環境の実験海域と
呼ばれてきました．しかしながら，今回の瀬
戸内法の改正を受けて，世界の環境の実験海
域に変わってきたように思います．流入負荷
の総量削減管理を本格的に実施している国は
ごくわずかであり，流入負荷の総量削減によ
り環境基準が達成されて，次の段階へ進もう
としている国はほとんどないと思います．瀬
戸内海はある種の世界のトップランナー的な
役割を果たす必要が出てきたと思います．さ
らに基本計画及び瀬戸内法が改正されたこと
で，規制的な負荷量削減型から生態系管理型，
順応的管理型へと大きくシフトしました．こ
れは，国際的にも新たな挑戦と認められ，う
まくいけば評価されると考えています．しか
し新たな挑戦である順応的管理は容易ではな
く，過去のデータがない海域も含めた地域ご
との効果的なモニタリングやその評価が今後
は必要です．
最後に豊かな瀬戸内海を目指す今後の方向

性とは，現在の様々な状況や海の恵みの在り
方から考えると単なる過去への回帰ではな
く，海の恵みを今までなかったレベルで多面
的に最大化することと思います．また海の恵
みは，海域やそこに関わる人によって重視す
るものが異なりますが，次世代の養成を含め
た息の長い取り組みが必要だと思います．現
時点では優れた府県計画の策定とその効果的
な実施が重要です．また地先の海域で，様々
なグループの多様な参画，協働を進めていく
ことも必要です．先に述べたように各省庁，
各府県等で類似した施策が実施されつつあり
ますので，広域行政，広域連携における分野
横断型の施策を現場レベルですり合わせてい
くことが必要です．

■総合討論
今回の講演を受けて，様々な立場の参加者

から意見や質問が寄せられ，活発な議論が行
われました．議論の内容としては，瀬戸内法
の中で「豊かな海」が明確に定義されていな
いという指摘，また瀬戸内法に示されている
「湾・灘協議会」は現在，機能していないとい
う意見，時間の猶予がない中，まず何から始
めることが出来るか等を中心に展開しまし
た．最も議論が活発になった話題のひとつ
は，戎本代表理事組合長の講演の中で，柳理
事長が「栄養塩を減らさないと，資源は増え
ない」と公言されているといった内容につい
てです．この内容に対し，柳理事長は「沿岸
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松田名誉教授



海洋研究」では，縦軸に生物環境の代表とし
て漁獲量，横軸にTN，TPの負荷量（濃度）を
とり，瀬戸内海全域に対する最も簡単な水質
と漁獲量をつなぐモデルをつくったもので
す．瀬戸内海全域に関しては，栄養塩が増え
たら赤潮が起こり，下に積もって，貧酸素水
塊が起こり，底質に蓄積されていくので，負
荷量をもとに戻しただけでは，底質の効果が
続いて赤潮が減らず，漁獲量が元に戻らない
ことが起こる．反田技術参与が言われるよう
に，播磨灘はきれいな海水であり，負荷量を
増やして順応的管理をする価値はあります．
この意見に反対するつもりはありません．先
程，戎本組合長が言われたように，瀬戸内海
では漁師が2万人を割っており，待つ時間は
もうありません．里海という考えを提案した
のは，いかにうまく手を加えて，畑の機能を
健全なものにするかということで，法律改正

により裏付けができましたので，それに基づ
いて色々とやれることをやっていきたいと
思っています．」と回答され，これに対して
様々な意見が出され活発な議論が続きまし
た．また，本ワークショップのテーマである
「瀬戸内海の低栄養化と豊かな海」は今後の
対策における重要なキーワードであり，継続
して議論，検討していくこととなりました．
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総合討論を行う講演者



香川県では，自然共生型の新しい社会とラ
イフスタイルを目指して，2013年度から全県
域を対象に，県民みんなで山・川・里（まち）・
海を一体的に捉えて保全・活用していく里海
づくりに取り組んでいます．
これまでの3年間は第1ステージとして，
取り組みを持続的なものとしていくため，環
境分野や海の関係者だけでなく多様な主体が
参画する協議会の設置，共有理念となるビ
ジョンの策定，里海体験の活動拠点づくり，
人材育成，ネットワーク化などの基盤づくり
に重点的に取り組んできました．

2016年度からは，いよいよ第2ステージ．
取り組みの中心は，何といっても「かがわ里
海大学（以下，里海大学）」の開校です．

里海大学は，香川県と香川大学が共同で，
里海づくりをけん引する人材の育成と里海づ
くりに関わる人たちが対話・交流し，新たな
取り組みを企画していく場として，2016年4
月に開校します．
学長は知事．大学と言っても特定の校舎を

持つものではなく，スペシャリスト養成を目
指す講座から，広く里海への理解を深めてい
ただく一般向けのワークショップや体験ツ
アーまで，講座等を随時開講することにより
運営します．

開校にあたり，昨年9月から11月にプレ講
座として開講した里海プロガイド養成基礎講
座には，海の家を運営する人，地域おこし協
力隊の人，サラリーマンなど様々な人材が県
内外から13名参加．プロガイド等の講師陣か
ら，リスクマネジメント，アクティビティデ
ザイン，ファシリテーション等について実習
を中心に学び，先日，サポートガイドデビュー
を果たした人もいます．開校後は，メインガ
イドを目指す人向けの実践講座や里海ガイド
認定制度も用意しています．
里海大学では，「知る，楽しむ」「仕事に活

かす」「つながる」をテーマに，ガイド養成の
ほか，食をテーマにした講座など，多種多様
な講座を開講し，講師陣や受講生など多くの
人に関わっていただきながら，更なる展開を
図っていきたいと考えています．
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かがわの里海づくり
～人材育成と交流の拠点「かがわ里海大学」開校～

香川県

かがわ「里海」づくり協議会

里海プロガイド養成基礎講座（プレ講座）

里海体験の活動拠点づくり（里海体験ツアー）



公益財団法人国際エメックスセンターで
は，第11回世界閉鎖性海域環境保全会議（エ
メックス会議）を，ロシア科学アカデミー世
界海洋ワーキンググループ（Sea Coasts）と
の共催により，「EMECS11 － Sea Coasts
XXVIジョイント会議」として，2016年8月に
ロシア連邦・サンクトペテルブルクで開催い
たします．
昨今の地球温暖化，人口や経済の変化，開
発に伴う人為的負荷は，生態系を含む沿岸域
の環境に大きな影響を及ぼしており，様々な
課題やリスクが生じています．
今回のエメックス会議は，『変動する世界
における沿岸域・コミュニティのリスクマネ
ジメント』をテーマとして，世界の沿岸域環
境保全への取り組みや知見を共有し，今後の
沿岸域環境管理の方向性を探り，向上させる
場にしていきたいと思います．
皆様のご参加をお待ちしています．
●主催
公益財団法人国際エメックスセンター
（EMECS）
ロシア科学アカデミー世界海洋ワーキンググ
ループ（Sea Coasts）
●会場
アジムトホテル・サンクトペテルブルク
（AZIMUT Hotel St. Petersburg）

●エメックス会議ツアー
国際エメックスセンターではこの会議に参

加される研究者の皆様，環境関連団体や企業
の皆様の利便のため，参加ツアーを企画する
予定です．
・エメックス会議ツアー日程（予定）：

・旅行費用：約23万円（シングルルーム）
（別途，空港諸税，燃油サーチャージ，ビザ
申請代行料，会議参加登録料が必要）

・利用予定航空会社：エミレーツ航空
・旅行企画・実施：ジェーアイシー旅行セン
ター株式会社（www.jic-web.co.jp）
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日付 都市名 内容

1 8/20
㈯

関西発・深夜 （機中泊）

2
8/21
㈰

ドバイ経由
St.ペテルブルク
着・午後

[宿泊]
アジムトホテル・サンク
トペテルブルク

3
8/22
㈪

St.ペテルブルク 登録受け付け
エメックスナイト（有料）

4
8/23
㈫

St.ペテルブルク エメックス会議(1 日目)
・開会式、ｾｯｼｮﾝ、分科会

5
8/24
㈬

St.ペテルブルク エメックス会議(2 日目)
・ｾｯｼｮﾝ、分科会

6
8/25
㈭

St.ペテルブルク エメックス会議(3 日目)
・ｾｯｼｮﾝ,分科会,市内ﾂｱｰ

7
8/26
㈮

St.ペテルブルク エメックス会議(4 日目)
・ｾｯｼｮﾝ、分科会、閉会式
・閉会ﾚｾﾌﾟｼｮﾝ

8
8/27
㈯

St.ペテルブルク エメックス会議(5 日目)
・テクニカルツアー
（洪水防御ダム視察）

9
8/28
㈰

St.ペテルブルク
St.ペテルブルク
発・午後

午前・フリー

（機中泊）

10 8/29
㈪

ドバイ経由
関西着・夕方

第11回世界閉鎖性海域環境保全会議(EMECS11)のご案内(その２)

公益財団法人国際エメックスセンター



●サンクトペテルブルク

今回の開催地サンクトペテルブルクは閉鎖
性海域であるバルト海に面しています．街は
低湿地に築かれており，バルト海から押し寄
せる高潮で何度も大洪水に見舞われてきまし
た．このため街の沖合部には高速道路を兼ね
た洪水防御ダム（全長25km）が建設されるな
ど，街は防災と環境の両方の問題に直面して
います．

●会議参加登録料

※その他の参加登録カテゴリーや詳細につい
ては会議ウェブサイトでご確認願います．
(http://www.emecs-sc2016.com)

●登録等に関する期限

・・・・・ お問い合わせ先 ・・・・・
★会議公式ウェブサイト：
http://www.emecs-sc2016.com

ロシア現地会議事務局（ロシア国立水文気象
大学内）
Dr. Alexandra Ershova（会議事務局担当者）
E-mail：ershova@rshu.ru

Dr. George Gogoberidze （会議組織委員長）
E-mail：ggg@rshu.ru

公益財団法人 国際エメックスセンター
E-mail: secret@emecs.or.jp
Website: http://www.emecs.or.jp
TEL: (078)252-0234, FAX: (078)252-0404
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一般参加者 登録料
2016年4月14日までに支払い
（早期参加登録） 250ユーロ

2016年4月15日以降支払い
（6月15日締切） 350ユーロ

若手参加者（2016年8月22日
時点で30才未満） 登録料

2016年4月14日までに支払い
（早期参加登録） 150ユーロ

2016年4月15日以降支払い
（6月15日締切） 200ユーロ

早期参加登録料支払い締切 ４月14日(木)

ロシア入国ビザサポート依
頼締切 ６月１日(水)

参加登録料支払い（早期登
録除く）締切 ６月15日(水)

最終アナウンスメント
会議プログラム暫定版発行 ６月中

会議プログラム最終版発行 ７月中

サンクトペテルブルク洪水防御ダム

（テクニカルツアーの視察地）

エルミタージュ美術館



― 88 ―

山　　口

広　　島

岡　　山

兵　　庫
京　　都

大　阪

奈　　良

和　歌　山

香　　川

徳　　島

愛　　媛

大　　分

福　岡

0 10 20 30 km

山　　口

広　　島

岡　　山
兵　　庫

京　　都

大　阪

奈　　良

和　歌　山

香　　川

徳　　島

愛　　媛

大　　分

福　岡

0 10 20 30 km

凡　　　　　　　例

自然海岸

半自然海岸

河口部

人工海岸

自然 海 岸

半自然 海 岸

人 工 海 岸

河口部

響灘

周防灘

伊予灘

安芸灘

広島湾

備後灘 備讃瀬戸

播磨灘
大阪湾

紀伊水道

豊後水道

別府湾

燧灘

54

0 2
5

13

33

42

15

41

2

52
18

29

1

8

4448

0

44

14

42

0

32

22

43

3

31

7
60

2

20
7

70

3

38

6

55

1

35

22

43

0

29

15
55

1

3

47

14

36

8

85

公益社団法人  瀬戸内海環境保全協会

瀬戸内海の環境保全瀬戸内海の環境保全
資 料 集

平成 2 7 年 度

 
 

 

 

 
 

神　戸　港

②

③

④

⑪

⑬

⑫

⑭

⑤

⑥
⑦

⑧

⑩

①

神　戸　市

芦　屋　市 西　宮　市 尼　崎　市

尼崎・西宮・芦屋港

北港
北

大　阪　港

大　阪　市

堺　泉　北　港

区
七
堺 区

二
堺

堺　市

高　石　市

泉大津市

区
六
北
泉

　南
　阪

港

岸和田市

貝　塚　市

泉佐野市

田　尻

泉　南

西宮
芦屋沖 甲子園

⑨

江戸時代

明治時代

大正時代

昭和元年～20年

昭和21～54年

平成27年11月1日現在
竣功認可を受けているもの
平成27年11月1日現在
埋立免許を受けているもの

瀬戸内海環境保全臨時措置法施行後の免許（50ha以上）
①阪南港内（木材港地区） 昭和51年　51ha
②大阪港内（北港南地区）52年　378ha
③阪南港内（二色の浜）53年　243ha：阪南4.5.6
④神戸港内（ポーアイⅡ東）61年　229ha
⑤尼崎・西宮・芦屋港内　62年　111ha
（東海岸町沖北区尼崎沖フェニックス）
⑥関西国際空港　62年　511ha
⑦南大阪湾岸整備事業（りんくうタウン）62年　318ha
⑧大阪港内（南港北地区）63年　67ha
⑨神戸港内（ポーアイⅡ西）63年　161ha
⑩堺泉北港内　平成元年　203ha
（泉大津沖フェニックス）
⑪神戸港内　９年　286ha
（六甲アイランド南）
⑫阪南港阪南2区　11年　142ha
⑬神戸空港　11年　272ha
⑭関西国際空港2期　11年　545ha
⑮大阪港内（大阪新島）
　　　　　13年　204ha

⑮

地方整備局資料から作成。それ以後のものにつ
いては環境省調べ。
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